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第一章　やっぱり状況はややこしいままなんですけど。












　教室の窓から眺める空は雲一つない快晴だった。


　窓際に配されている自分の席から遥かな蒼そう穹きゆうを眺めつつ──霧きり島しま双ふた葉ばは苛いら立だたしげに短い溜ため息いきをつく。五限目と六限目の合間、休憩時間のまったりとした空気の中で彼女は独り静かにある種の違和感と戦っていた。


　何かが欠けている……そんな気がしてならないのである。


　いつもの教室。いつもの級友。いつもの教師。いつもの授業。


　飽あきる程に繰り返されてきたいつもづくしの学校風景が、彼女を取り囲んでいる。そこに破は綻たんはない。ごくごく平凡な形に完結した教室がそこには在あるだけだ。


　双葉は教室の中を振り返る。


　消し忘れの英単語が隅に残るホワイトボード。碁盤の目の如ごとく整然と並べられた机と椅子。他愛ない落書きと細かな傷だらけのロッカー。そしてそれらの間には思い思いに休み時間を過ごす生徒達の姿が在る。同級生と雑談に興きようじている者達も居いれば、校外の家族や友人に携帯電話でメールを打つ者も居る。この私立御み堂どう高校はあまり生徒の持ち物にうるさくない校風なので、携帯電話や携帯ゲーム機はおろか、モバイル・パソコンや小型液晶テレビを持ち込んでいる生徒の姿も見受けられた。


　とはいえ──これはやはりいつもの事だ。


　登校。授業。休憩。昼食。放課後。下校。綺き麗れいに隙すきなく組まれた時間割に従って何の問題もなく時間が経過してゆく。そして恐らく教師も生徒もほとんどの者はその事に何の違和感も抱いていない。


　だが──


「……うーん……」


　得体の知れない欠落感が脳のう裏りを過よぎる。


　何かが足りない。それがわかっている。だが何が足りないのかがわからない。


　忘れ果ててはいるが、それは自分にとってかなり重要な何かであった筈だ。それだけは自信があった。さもなければこんな気持ちにはなるまい。焦しよう燥そう感と呼べる程には切せつ羽ぱ詰まっていないのだが──双葉の胸を占しめているのは、何かひどくもどかしい気分だった。


　お陰でここ数日は授業にも身が入らない。


　しかしこんな風に想う様になったのは何い時つからだろうか……？


　双葉は記憶を少しずつ手た繰ぐってゆく。


　三日前からか。違う。もっと前だ。


　一週間前からか。違う。もっと前だ。


　八日前。九日前。十日前──……


「そういえば──」


　あれは羽は瀬せ川がわ拓たく人との従姉いとことかいう変な女の子を校門前で見掛けた日。


　あの日までは確かにこんな奇妙な感覚はなかった。改めて思い返してみれば、あの翌日からだ──この欠落の感覚に双葉が悩まされるようになったのは。


「羽瀬川……拓人……？」


　口に出して呟つぶやいてみる。


　双葉の元同級生であり遊び仲間。今はクラスが違ってしまったけれども、友達である事に変わりはない。お人好しを絵に描いた様な少年で、双葉としてはいつも気にはなっていた異性でもあるが──


　そういえば最後に彼に会ったのは何時だったか。


　自分はどれくらい彼の顔を見ていない……？


　双葉は眉を顰ひそめた。


　──　ハ　セ　ガ　ワ　タ　ク　ト　──


　その名が脳裏で反響する。


「…………！」


　視界を覆おおっていた薄闇を切り裂く一条の光。


　思わず双葉は自分の席から立ち上がっていた。


「羽瀬川君……!?」


　その瞬間に一つの仕掛けが起動した。


『羽瀬川拓人』。この単語の確信的な想起を引き金としてその仕掛け──実体的なものではない──は動き出す。想起者の意識に干渉し、その単語からの連想を遮断するのだ。


　相互に繫つながって意味を成さんとしていた記憶群は即座に分断されて意味を持たない断片へと戻り、更に思考は自動的に十数秒前にまで巻き戻され、そこでそれまでとは微妙に違った方向へと再編成された──同じ過程を辿たどって『羽瀬川拓人』の名へ思い至らぬ様に。


　無論、本人がそれに気付く事はない。


　この仕掛けはあくまで『羽瀬川拓人』なる人物の事を周囲の者が殊こと更さらに想起せぬ様にと施ほどこされた処置なのだから。


　そして──


「あれ……？」


　眼を瞬またたかせる双葉。


　自分でも気付かぬ内に微睡まどろんでいたらしい。わずか数秒──長くても数十秒の事だとは想われるが、記憶に曖あい昧まいな部分ができている。自分が一瞬前まで何を考えていたのか想い出せない。


「……うーん」


「どうしたの霧島？」


　隣の席の女生徒が不思議そうな表情で尋ねてくる。その時になって初めて双葉は、自分が立っている事と。そして自分の背後で椅子が倒れている事に気付いた。どうも椅子が倒れる程の勢いで立ち上がったらしいのだが、彼女本人には全く覚えがない。


「いや……あはは。睡眠不足かな？」


　そう言って双葉は誤魔化す様に笑った。


「男がさ、寝かせてくれなくてねー」


「また葉は月づき君相手に徹夜で格ゲー？」


　相手の女生徒が呆あきれたかの様な表情で言う。完全に見み透すかされている。


「失礼な。日の出までには寝たわよ」


　まあ確かに昨日は遅くまで弟の葉月と対戦格闘ゲームをしていたのは事実だ。何事にも負けず嫌いの彼女は、実力で大きく上回る双子の弟に勝ち逃げを許さず──結局葉月の集中力が眠さで散漫になり、その際にできた隙を突いて勝利したのだ。費ついやされた時間はおよそ八時間。二人が寝たのは朝方の五時である。


　とはいえ──翌日、昼日中に立って寝てしまう程の夜よ更ふかしとも思えないのだが。


　内心で首をひねる双葉。


　その時──六限目の開始を告げるチャイムが鳴った。


「おら──席につけ。授業始めっぞ」


　わざわざ廊下で待ち構えでもしていたのか、すぐに六限目──日本史担当の教師が入ってくる。ばらばらと教室に戻ってきて席に着く生徒達の中で、双葉も慌てて椅子を引き起こして座った。


「そろそろ期末試験だからな。気ィ引き締めて聞けよ。テストに出すぞ」


　そう言って日本史担当の教師は一同を見回す。


　あくびをかみ殺しながら鞄の中から教科書とノートを取り出す双葉。日本史は苦手な教科なので試験前位は真面目に授業を受けておかないと、ヤマさえ張れない。まあ最後の手役として葉月のノートを借りるという手もあるが。


「こういう時、同じ歳の弟って便利だよね」


　呟つぶやいて笑う双葉。


　そして。


　言うまでもない事だが──彼女の頭の中からは羽瀬川拓人や彼の不在によって生じた欠落感も、綺麗さっぱり忘れ去られていた。







＊







　其そ処こを表現するには『教室』の一語が最適ではあったろう。


　だがそれはあくまで比較論の結果であって──不足がないという訳ではない。恐らくごくごく簡かん潔けつなその単語だけでは其処の全てを表現する事などできはしないし、イメージに誤解を生じるのも避けられないだろう。正確を期すのであれば更に様々な形容詞や補助的な表現を付随させる必要がある。


　だがあくまで本質のみを一語で語るとなれば、其処はやはり間違いなく『教室』そのものなのだった。


「──ここで重要なのは天体の影響である」


　ホワイトボードの前──教壇には一人の男が立っていた。


　黒い燕えん尾び服ふくに身を固め、単眼鏡モノクルなどを左目に塡はめた洋装の──というか何ど処ことなく英国紳士を連想させる人物である。年齢はよくわからないが決して若くはあるまい。髪にも髭ひげにも白いものが混じっていた。


　彼は室内に散見する者達をゆっくりと見回しながら言葉を繫いでゆく。


「不確定要素として考えられる変数は幾つか在るが、天体の運行による相そうの変化は比較的影響力が大きい。現時点では他の要素は事実上ないものとして考えても良いが、天体の影響力に関しては微調整の範囲を逸いつ脱だつする為に、予あらかじめ修正式を組み込んでおく必要が在る」


　彼の前にはおよそ十メートル四方の空間が広がっている。


　雰囲気は大学の講義室に近い。ゆとりをもって配置された机と椅子はそれぞれ二十。前列十席、後列十席で、教壇を囲む様に緩ゆるやかな曲線を描き、前列が視界の障害にならぬ様にと、後列は一段高くなっている。


　だが──今この部屋の席は半分も埋まっていない。


　講義内容や講師が不人気で欠席者が多いのか。それとも元々がこの人数なのか。一見しただけでは無論わからないが──しかしこの部屋に関して、その様な常識的な判断を持ち込む事にはあまり意味はあるまい。


　聴講者達に視線を転じればそれは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。


　例えば後列の右端。


　そこに座っているのは人間ではなかった。


　念の為に記載すれば比ひ喩ゆでも何でもない。その通りの意味だ。


　まさかいくら四肢や胴体が人の形に似ていても、犬の頭をした者を人間と呼んでしまうのは問題があるだろう。勿論それが単なる被マりス物クでない証拠に、尖とがった耳や黒く濡れた鼻はぴくぴくと震えているし、眼も作り物にはとてもできない様な生々しい動きで瞬きを繰り返している。


　あるいは前列の真ん中。


　そこに座っているのも人間ではなかった。そもそもこちらは生物ですらなかった。


　一見すればむしろ先の者よりも人間に近いが──子細に見れば服の袖から出ている手首が球体関節になっているのがわかるだろう。もっと注意深い者ならば整った少女の顔に塡め込まれているのは眼球ではなく、それを模した硝子ガラス球である事にも気付いた筈である。


　他にもスカートの裾から脚と共に爬虫類然とした尻尾を伸ばしている少女や、髪の毛が文字通りに燃える様な色の──というか炎そのものを頭部にまとっている青年も居た。


　無論──ごく普通の人間の外観を持った者も居るには居る。


　だが彼等は自分達の机を並べて座っている異い形ぎようの者達を気にした様子もないのだ。無論教壇の上の講師も同じである。


　恐らくは見慣れているからだろう。


　この部屋の中に居る者達はいずれも普通ではない。少なくとも『一般社会』と呼ばれる領域からは大なり小なり逸脱している者達であった。


　だが──


「此こ処こで心得ておくべきは、個々の修正を場当たり的に行うのではなく、術式全体の破綻をなくすというコンセプトをまず貫く事である。故ゆえに基本術式に補正や修正の術式を幾つも追加してゆく様な方法はあまり感心できない──」


　人外の異形が並ぼうとも、またそれを訝いぶかしむ者が居なくとも、此処は確かに『教室』ではあった。その事だけは間違いがない。


　ホワイトボードに向けられる彼等の眼は、単なる肉眼か、霊視用の水晶眼か、あるいは特殊硝子の眼鏡で覆われた邪眼か──といった差はあっても、いずれも真しん摯しな光を宿しており、もたらされる知識を漏らさず得んとする彼等の情熱を如によ実じつに示していた。


　教育制度というシステムの中で流れ作業の様に規定量の知識を詰め込むのではなく、また社会的体裁を整える為に与えられた猶予期間を過ごすのでもなく……今此処に居るのは真に必要とする智恵を求めて集まった文字通りの学徒達であった。その事がわかっているからこそ教壇に立つ者の口調にも生徒達に等しい静かな情熱と興奮が見受けられる。


　教える者に驕きよう慢まんはなく学ぶ者に怠たい惰だもない。


　必要と必然が互いに結び付く幸福な場所。


　智恵を求めんとする者達の、同時に授けんとする者の、一つの理想が此処に在った……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………筈なのだが。


「──タクト」


「あくまで術式の起動調整は術者に許された裁量の中で処理してしまうのが望ましい。追加術式そのものが天体の運行により影響を受け、その効果に差異を生じるのは免まぬがれない以上、追加術式の重ね掛けは効率が悪く、術者の容量を無駄に消費する──」


「タクトっ♪　タークト。みゅーっ？」


「よって普段から起動を望む術式に関しては仮想意識領域内、あるいは外部要因が可能な限り排された閉鎖性結界において何度も起動実験を行っておくのが望ましい。この際に様々な条件設定を考慮した上で、『余裕のある』術式の起動を心掛ける事。安定した術の行使にはこれが肝かん要ようだ。場合によっては実際に術を行使する際にも仮想意識領域内において術式を動作させた後に、呪文詠唱による転化作用を契機として一気に物理界面へと術式を持ち込むのが理想であり、この為の──」


「タクト。タークト。タクト」


「よって──であるからして──つまり──ええと」


「タクト」


「術式に関してはタクトの……いやそうではなくて………………」


「タークトっ♪」


「…………」


「みゅみゅ。タクトタクトタークトっ」


「だあああああああああああああああああああああああああああああああああっ!!」


　教壇上の教師がいきなり叫び声を発して手に持っていたマーカーを教壇に叩き付けた。


　生徒達は一瞬顔を見合わせ──そして揃って溜息をつく。


「タクト・ハセガワっ!!」


　壇上の講師は、苛立ちをはっきりと表情に表して生徒の一人をびしりと指差した。


「は、はいっ！」


　指差された生徒は慌あわてて声を上げる。


　その生徒は──この場ではむしろ少数派の──『常識的な』姿の人間であった。


　中肉中背でごくごく平均的な十代の少年……といった風ふ情ぜいである。


　そこそこ顔立ちは整っているものの、『美形』だの『優やさ男おとこ』だのと評せる様な積極的な華美さには欠ける。欠点はない代わりに特筆すべき長所もないといった所か。強しいてその外見に美点を見いだすとすれば、平凡であるが故にこそ感じられるその木ぼく訥とつさ──そこから更に感じ得る誠実さであろうか。


　しかし……


「君は──君は、君という人は！」


「あ、いえ、あの教授──僕は」


「神聖とは無論言わないが、この崇すう高こうなる学びの場で何をしているのですか！」


「いえ、ですから僕は別に──」


　タクトと呼ばれた少年はこれ以上無理という感じに背筋を伸ばして言う。だが生あい憎にく彼のそんな姿勢も何ら講師には感銘を与えなかった様だった。


「私が君くらいの年頃は、一も二もなく全てを魔術の習得に注いでいたのだ！　達人アデプトへの道は長く険しい！　よそ見をしている暇なぞない！　いくら当時よりも効率的な基礎技能の習得方法がこの〈学園〉では確立されているとはいえ、決していい加減な姿勢で学べるものでは──」


「いい加減な姿勢だなんて、僕は──」


「では──」


　何処から取り出したのか、手に持った杖ステツキで問題の生徒を指しながら教師が喚わめく。余程腹に据えかねているのか、その先端の石突き部分はぷるぷると震えていた。


「その少女は何なのかねっ!!」


「──みゅ？」


　指差されてきょとんとした表情を見せるのは──タクトの側に居る赤毛の少女であった。


　いや、側に居るというより──彼の膝の上に座ったり、背中に抱きついたりと、状態はころころせわしなく変わるものの、その様子は、『じゃれついている』、もっとはっきり言えば『いちゃついている』という表現が適切な感じである。


　教師が怒るのも無理はない。


　今時、中学生でもしない様な、見事なまでに周囲の眼を気にせぬいちゃつきっぷりは、端はたで見ていても背筋が痒かゆくなってくるものがあった。青春の全てを智恵の習得に費やしたと公言してはばからぬ者ならば、苛立ちもひとしおだろう。


「タクト。あの者は何なに故ゆえに我を指差しているのであるか？」


　教師を指差しながら少女は言った。


　何処か幼い雰囲気の顔立ちには純じゆん真しん無む垢くといった表情がよく似合う。年齢は十代半ばといった様子だが、単純に華きや奢しやで小柄な為か、それとも表情や仕草が妙に幼いせいか、角度によっては十二、十三といった年齢にも見える。


　大まかな形状に関しては人間の姿ではあるものの、燃える様な──文字通りに真紅の髪と、先端の尖った耳を見るだけで、この少女が少年とは違って尋常の意味での人間ではないとわかる。


　基本的には少年と同じ系統のデザインとわかる制服を着ているが、その上更に、少女は手足と首に何やら腕輪やら脚輪やら首輪やらと、装身具の様なものを付けており、そこには何枚も複雑な図案と文字が記された長方形の紙片──『札』が挟み込まれていた。


「あのね、タナロット。俺はあの人に怒られてるの」


「そうなのであるか？」


「うん」


「わかったのである」


　タナロットと呼ばれた少女は大きく頷うなずいて言った。


「──では潰つぶすのである」


「こらこらこらこらっ!!」


　すい──と自然な動作で教壇に歩み寄ろうとする少女の腕に、しがみつくようにしてタクトが喚く。少女は不思議そうな表情を浮かべてタクトを振り返った。


「なんであるか？」


「駄目なのっ！」


「何がであるか？」


「あの人は潰したら駄目なのっ!!」


「困った。では誰を潰せばいいのであるか」


「知るかっ──ていうか誰も潰したら駄目っ!!」


　もし許されるのならもうこの場で泣き出したい──そんな表情でタクトは言った。だが彼のそんな表情など全く気にならないのか、あるいは単にそういう他人の感情の機き微びにはとことん鈍いのか、タナロットは首を傾げて顔をしかめた。


「むう。難しい」


「……ああ……」


　ぐったりと疲れた様子でタクトは机の上に突っ伏す。


「タクト♪」


　その上にみゃいみゃいとはしゃいだ様子で覆い被かぶさるタナロット。よく見れば少女が彼氏といちゃついているというより、猫が飼い主にじゃれついている感じの方が強いが──無論その様な理解の為の努力を、他人がわざわざ払ってくれる筈もない。


「ああ、言った側そばからハセガワ、君は──ッ!!」


　教壇の教師が喚き、周囲の生徒達も、何処か呆れた様な、困ったような、あるいは妬ねたむような視線を拓人達に注いでいる。


　まあ確かにこれは『智を学ぶ』という雰囲気ではあるまい。どこぞの公園だの喫茶店だの自室だの、もっと極端になんたらホテルの一室だのならばともかく、教室の中で授業中にいちゃつかれては空気を乱す事おびただしい。


　しかも──


『タクちゃん！』


　どばん、と音を立てて教室の扉が開かれる。


　そこに立っていたのは、どこぞの抗議行動にでも参加していたのか、何やらプラカードを持った少女が一人。ちなみに先の一言はこの少女が叫んだものではなく、でかでかと極太サインペンでこのプラカードに書かれた文字である。


　小柄な身体にまとっているのはどこぞの高校の制服らしい灰色のブレザーとスカート。その上で眼鏡に三つ編み──と揃えばその容姿は地味云うん々ぬんを通り越してある種の信念さえ感じられる。何処か幼い丸みを残した顔立ちは、よく見ればそれなりに愛らしいが──見る者へと積極的に訴えかける華やかさがない。


　まあぶっちゃけて言ってしまえば、同窓会などで『ああ、そんな子もいたっけか』などと言われそうな感じの、目立たず大人しい雰囲気の少女であった。


　ただしそんな『地味』づくしの彼女の姿を、ただ一点裏切るものがあった。


　その背中に在る何やら大きなプラスチックのケースである。


　一見すればランドセルの様にも見えるが、いくら小柄とはいえ十代半ばの少女が背負っていると違和感がある。しかもよく見ればそれはランドセルなどよりも薄く、しかも長く──中に何か入っているのかと見た者が首を傾げたくなる様な代物であった。鞄にしては長いし、ギターやキーボードといった楽器を入れるには少々細部の形がいびつである。


『タクちゃん！』


　少女はそのプラカードをぶんぶん振り回していたが、問題の『タクちゃん』──タクトはといえば、じゃれついてくるタナロットの下敷きになったまま机の上に突っ伏しているので、そちらを見る事ができない。


「～～～～ッ!!」


　怒りの余り言葉も出てこないのか、無言で少女は地じ団だん駄だを踏む。その表情は今にも『泣くぞっ!!』と言わんばかりに引きつって紅潮していた。


　少女は教室に漂う迷惑そうな空気などものともせず──というか周りなど見えていないらしい──タクトとタナロットに駆け寄ると、タクトの上にのしかかっているタナロットの背中をプラカードでぶん殴った。


　べき、とやたらに安っぽい音を立てて柄の部分が折れるプラカード。


　しかしタナロットはさしてダメージを受けた様子もなく、ちらりと少女に視線を向けはしたものの、半ば無視してごろごろみゅうみゅうと声を上げながら描の様にタクトの身体にじゃれついている。


　で──タクトはというと、のしかかってくるタナロットの身体の下から辛かろうじて頭を巡らせて、その少女の方を見……そして蒼そう白はくになった。


「す……鈴すず穂ほ──」


　鈴穂と呼ばれた少女は析れたプラカードを放り出すと、手にしていた鞄からノート──というかリングで紙を束ねてある上に表紙が固めの厚紙でできているので、印象としてはスケッチブックに近い──を取り出し、その最初のページをめくってタクト達に示した。


『離れなさい！』


　でかでかとびっくりマーク付きで書かれたそのノートをぐりぐりとタナロットの顔に押しつけるものの、タナロットは意地でも無視すると決めたのか、相変わらずごろごろみゅうみゅう。


『離れなさい!!』


　取り出したサインペンでびっくりマークを一つ追加すると、鈴穂はそのノートでばしばしとタナロットを叩き始める。だがこれもあまり効果なし。


「ううっ……鈴穂──」


　タナロット本人よりも、遥かにダメージを受けている様子で、机に突っ伏したままの──つまりはタナロットの下敷きになったままのタクトが呻うめく。そんな筈はないのだが、鈴穂の攻撃はタナロットを透過してそのままタクトに被害を与えているかの様にも見えた。


「止め──」


『離れなさい!!』


　と書いたノートを少女──鈴穂は更にばしばしばしばしばし。


　タナロットは平気でみゅうみゅうごろごろ。


　そして──


「〈宵藍の侵奪者ミツドナイトブルー・ヴアンパイア〉──」


　そんな両者（＋タクト）の姿を眺める生徒達の間に、嫌悪──いや、畏い怖ふにも近いものを含んだざわめきが広がった。特に見るからに尋常ならざる外見の──一般社会の基準で言えば『怪物』と評されてもおかしくはない生徒達が、まるで強大な化け物を目の当たりにしたかの様な表情を浮かべて身を強こわ張ばらせているのだ。


「あれがそうか……」


「天敵の──〈街角に潜む猟犬ストリート・ハウンド〉と同じ──」


　だが──当の鈴穂はというと目の前の少女を打ちよう擲ちやくするのに夢中で周囲の反応になど気付いてもいない様子だ。ばしばしばしばしと叩き続けるものの、プラカードで叩いても効果がない相手に効く筈もない。はあはあと息を切らせながら鈴穂は一旦その手を止める。


「……みゅー」


　タナロットはやはり全く平気な様子でふと顔を上げ──そして今度は改めて、見せつけるかの様にしてタクトに抱きついて頰ほお擦ずりした。


　ついでに鈴穂に向けて舌を出したりなんかして。


「～～～～ッ!!」


　鈴穂は今にも脳の血管が団体でぶち切れそうな表情を浮かべると、いきなり頭の後ろに手を伸ばす。黒の三つ編みを束ねている白いリボンをつかむと、彼女はそれを一気に引いて解いた。


「──!!」


　生徒達と教壇の講師が一斉に身を堅くする。中にはがたんと椅子を鳴らして立ち上がり、明らかに逃げ腰の体勢を示している者も居た。


　鈴穂の三つ編みがくるくると回りながら解けてゆく。


　同時に、その色が根本からすっと音もなく藍あい色いろに──宵よい闇やみの色に染まった。


　鈴穂の表情が、変わる。


　それまでは怒りながらでも、何処か気弱げな草食動物を想わせる雰囲気を示していた彼女の表情が、一気に肉食獣のそれに変わる。


　目鼻立ちは同じながらも、そこに居るのは──その中身は明らかに別人であった。


　異形の生徒達がいずれも呻く様な声を漏もらしてよろめく。人形少女などはまさしく糸が切れたかの様にがしゃんと音を立ててその場に倒れ伏した。教壇の上の講師も何やら目め眩まいでも起こした様子でホワイトボードに手をついている。


　そして──


「タナロット！　てめえっ!!」


　それまでの無言ぶりがまるで噓の様に大声で叫ぶと、いきなり鈴穂は背負っていたケースに手を伸ばす。彼女の動きに呼応するかの様にケースは自ら貝の様に開いて、その中身を晒さらし、彼女の手に落とした。


　一本の剣だ。


　いや──正確を期すならばそれは剣と言う言葉では表現しきれない代物ではあった。


　細部の形状があまりにも複雑なのである。異教の神じん器ぎの如く、真ん中で音おん叉さの如く大きな切れ込みの入ったいびつな形状の剣身が、見るからに機械メカニツク然とした柄に繫がっている。細部を見ればそれはある種の銃──回転弾倉式拳銃リ　ボ　ル　バ　ーの様な形状をしており、引き金や撃鉄らしき部品さえ見えた。


「機剣〈ワルプルギス〉！」


　叫んだのは誰であったか──今度こそ、成り行きを見守っていた生徒も含めて、全員があたふたと鈴穂から遠ざかった。


「今日という今日はぶっ殺す!!」


　叫ぶと鈴穂はその剣──〈ワルプルギス〉を操作する。


『機剣〈ワルプルギス〉起動準備完了』


　側面に付いた小型スピーカーから女性の声が告げた。


『本機の使用に関しては充分な注意をお払いください。安全装置セイフテイを解除しますか？』


「解除！」


『了解──セイフティ・ロック、リリース』


　──ばしゃっ！


　音を立てて柄の一部がスライドし剣身の根本──鍔つばに当たる部分が花開く様に展開。


　同時に鈴穂が握っているグリップの一部が赤く点滅発光する。鈴穂は銃じゆう把はにも似たそのグリップを強く握りながら、これまた銃の引き金に酷こく似じした部品を引き絞る。


『〈ワルプルギス〉──アクティベイト。我が使用者に武運あらん事を！』


「止めろ、ハセガワッ!!」


　犬頭の生徒が這はい蹲つくばりながらも叫ぶが──既に遅い。


　羽虫の様な音をたてて〈ワルプルギス〉が白い光をその剣身に帯びた。


「逃げろっ!?」


　誰かが叫んだが──満足に動けるのは半数である。


　同時に鈴穂が〈ワルプルギス〉を振り下ろした。


　──[image: ]ぉんっ!!


　唸りと共に白い光は閃光となった。


　強烈な爆音と共に机や椅子や床板が紙くずの様に軽々と舞い上がる。烈風の中でごろごろと転がりながら犬頭の生徒は同じ様に転がってきたタクトを捕まえて喚いた。


「おまえの責任だぞ、ハセガワ!?」


「や──やっぱそうかな？」


「他に誰の責任だってんだよ!?」


「ああ、ベルフ、落ち着いて──」


「落ち着いてる場合かっ!?　今週に入ってもう十回目だぞ!?　授業にならん！」


「……ご、ごめん」


　──てな感じでやりとりをしているタクトとその学友など最早眼中になく、鈴穂は〈ワルプルギス〉を振り回しながら所構わず爆発を起こし、教室の中を破壊してゆく。


　爆発。爆発。更に爆発。も一つオマケに爆発。


　どかんどかんと〈ワルプルギス〉が机を、ホワイトボードを、壁を、床を、天井を破壊してゆく。無論元からそこを狙ったものではないのだが、外れた攻撃はそのまま教室の中を容赦なく蹂じゆう躙りんしてゆく。


　対するタナロットはというと、ひらりひらりとその攻撃をかわしながら、たまに机だの椅子だのを摑つかんではぶん投げて反撃をしていた。


「ええい、逃げんなっ!!」


「いやなのである。ここまでおいでーである。うりゃ」


　すっ飛んでくる椅子。


　だがそれは〈ワルプルギス〉の一いつ閃せんで粉々に爆砕した。残骸どころか大きな欠片かけらさえ残らない。質量の大半は蒸発していた。


　だが──


「ぬがっ!?」


　その後に、椅子の陰に隠れる様にしてすっ飛んできたサインペン──講師が持っていたものだ──の直撃をすこんと額に喰らって、鈴穂は派手にひっくり返った。


「うぐぐぐぐぐ──小こ癪しやくな真似を」


　もっともあまりダメージにはなっていなかった様で、鈴穂はすぐにがばっと起き上がると、戦車の装甲でもぶち抜けそうな視線でタナロットを睨にらむ。


「大体スズホは必要以上に胸と尻の体積が大きいので運動能力が落ちるのである。ぶたさんなのである。ぶひぶひ」


「余計なお世話だっ!!」


　叫びながら鈴穂が〈ワルプルギス〉を突き出す。


　一際激しく光り輝いた剣光は、やはりひょいとこれをかわしたタナロットをかすめて壁を直撃。これまた一際大きい爆発と共に教室の中のものをまとめて吹っ飛ばした。


「──ああ……」


　壁にへばりつきながらタクトが呻く。


　その襟首を摑みながら犬頭の生徒が喚いた。


「てめえ、この、頼むからなんとかしろっ！　つーかしてくださいっ！」


「えーと……」


　タクトは引きつった表情を浮かべて言った。


「ごめん。無理」


　その言葉と同時に──一際大きな爆発で二人はまとめて吹っ飛ばされていた。
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　それは一つの教育機関であった。


　ただしそれはいわゆる学校教育法上の定めに則のつとって造られた組織ではない。そもそも社会通念や一般常識には縛られる事のない領域にそれは在った。


　この国の公こう文ぶん書しよの何処を探してもその機関の名前は記されていない。


　この国のどんな地図を紐解いてみてもその機関の所在地は掲載されていない。


　それは存在しない筈の機関。在り得ない筈の組織。


　何な故ぜならこの教育機関が教える事は一般社会とは相容れないものであったからだ。人が人として社会を営む上で切り捨ててきたものが堆たい積せきしてできたものであったからだ。


　だが捨てる者が居れば捨う者も居る。


　そこは一般社会の常識からは見捨てられてきたものを営々と磨き上げてきた者達とそれに続く者達が学ぶための場所だ。利便性。効率。経済効果。確実性──無味乾燥とした実利主義の陰で忘れ去られた筈の不可思議なる、しかし厳然たる真実を身に付ける為の場所だった。


　故に関係者は様々な想いを込めてその教育機関をこう呼ぶ。


　現代に隠れ住みし魔法使い達の学園──〈マジシャンズ・アカデミイ〉と。
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　白い白い空間。


　そこには何もない。強しいて言えば壁があり床があり天井があり──しかし部屋を構成する部品はそれが全てであった。家具がない。壁紙もない。照明器具もなく窓もなく扉さえもがない。だが内壁全体が緩やかな光を放っている為にこの空間は闇に閉ざされる事もなく──また、遠近感が狂う程に徹底してものがない為に、密室故の圧迫感さえ中に居る者には感じさせない。


　白い虚きよ無むとでも言おうか……とにかく奇妙な部屋ではある。


　そこに──


「死者及び重傷者は共になし。ただし軽傷者七名に加え、第十六講義室付属の設備は九割が損そん壊かい──」


　淡々と声が響く。


　それは壁際に在る一台のノートパソコンから発せられていた。


　一見すると空中に浮いている様にも見えるが、よく観れば壁から細い棒の様なものが数本出ていてノートパソコンを支えているのだとわかる。


　そしてそのノートパソコンのディスプレイには銀髪の少女が一人映っていた。


　銀髪の、何処か姫君然とした──凜りんと美しい容姿であるが、同時に迂う闊かつには近寄り難い様な、何処か硬質の雰囲気を帯びている。それが少女の姿に、可か憐れんだが、人形めいた冷たさを与えていた。


　彼女はトリンシア。通称トリン。〈学園〉の特製ノートパソコンに搭載されている仮想神格プログラムである。


　膨大なプログラム記述と儀式の積み重ねによって形成された人造の精霊であり、学園内の事務処理を行ったり、半人前の魔法使いを案内し指導する教師役などを務めたりする存在だ。基本的に彼女らに人間の様な肉体はなく、〈学園〉が生徒に貸し出すノートパソコンか──もしくは〈学園〉のホスト・コンピュータ群である〈フィロソフィア〉の記憶領域に搭載ロードされている。


「爆発等の衝撃により基礎構造部に及んだと推定される損傷については現在測定中です」


「──だそうだ」


　顔をしかめてそう言ったのは金髪碧へき眼がんで愛くるしい顔立ちをした少年である。


　見たところ十代前半にしか見えないのだが──その身に帯びているのは教職員が着る黒い上着。中年や老人の生徒も珍しくないこの〈学園〉においてまだ幼ささえ容姿に色濃く残した子供が教職員の衣装を帯びているというのも異様と言えば異様だが──彼の前に並んでいる者達はそれを訝いぶかしがる様子もない。


　この美少年が寒さ河が江み教授である事は〈学園〉の者であるのならば誰でも知っているからだ。正確に言えばこれは寒河江教授の憑ひよう依いしている傀儡人形サイコ・パペツトであって寒河江教授本人ではない。


　何か理由でもあるのか、それとも単なる趣味か──寒河江教授はいつもその意識をこの傀儡人形に憑依させており、本体を人目に晒す事はまずない。この為に〈学園〉では彼については様々な憶測もとんでいるが──『実は事故で半身不随である』だとか『実は本体はとっくの昔に死んでいて、残念した魂こん魄ぱくが傀儡人形に取り憑ついているだけ』だとか──まあそれはそれとして、面倒見が良く、また学園の風紀を守る風紀ゴーレム部隊の指揮官としても有名な寒河江教授は、それなりに関係者から親しまれていた。


　それはともかく──


「少しは大人しくできんもんかね」


　そう言って寒河江教授は溜息をつく。


　白い──呆れる位に真っ白で何もない部屋の真ん中に彼は立っていた。


　一般社会の人間が『研究室』だの『教授室』だのという言葉から思い描く諸々のものが此処には何もない。机もなければ本棚もなく、勿もち論ろんいかにも魔法使い然とした怪しげな道具──髑髏どくろの蠟ろう燭そく立てとか人間でも丸茄ゆでできそうな大釜とか──も見当たらない。じっとしていると何処が壁で何処が床か天井か、そんな事も曖昧になってくる様な雰囲気の内装である。


　そして寒河江教授の前にはずらりと十体余りの鋼鉄人形が並んでいる。ロボットの様な外装甲を虎の様に黄色と黒の縞模様に塗り分け、腕に『風紀』の文字入り腕章をしたこれらの人形が風紀ゴーレムである。これら半自律型の『動ゴくー立レ像ム』は、普段は〈学園〉内を定期巡回して不慣れな新人を道案内したり、校則違反者に注意して反省を促したりしているが──何か事が起これば寒河江教授の下に集結し、その身に秘められた数百馬力のパワーと防御系呪文の祖み込まれた装甲で学園の治安を守る。


　そしてその風紀ゴーレム達の前に──


「──みゅう」


　ロープでぐるぐる巻きにされたタナロットと鈴穂と、そして拓人が転がっている。


　ちなみに鈴穂はリボンを結んだ状態。そしてタナロットはというとロープの他に何十という魔法拘束用の札をべたべたと貼られていて、ほとんど蓑みの虫むしの様な状態になっていた。


　教室での騒動からおよそ一時間。


　タクトこと新米魔法使い・羽瀬川拓人と騒動の関係者は〈学園〉本校舎二十四階に在る寒河江教授の部屋に連行されていた。比喩でも何でもない。鈴穂とタナロットは双方さんざん暴れ回った末に双方体力を消耗してへばってきたところを、駆け付けた暴徒鎮圧部隊──もとい風紀ゴーレム部隊に取り押さえられたのである。


「何の為に〈学長〉が舞台まで用意して先日の『決闘』を許可したのか……あれは普段の余計な衝突を避ける為だという事がわかっているかね？」


「はあ……」


　拓人が申し訳なさそうにうなだれ、鈴穂は恥ずかしげに身を縮込めているが──後者が恐縮した様な態度を示すのは別にいつもの事なので、いまいち反省しているかどうかはわからない。ましてタナロットともなれば何を言われているのかもわかっていない様子できょとんと寒河江教授の顔を眺めている。


　寒河江教授は殊更に長々と溜息をついて見せた。
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「全く──先が思いやられるぞ」


　頭痛の種、とでも言う様に寒河江教授は人差し指で額を叩いた。


「原因究明さえまだだというのに……」


　──全ては二週間前に始まった。


　表向きは一介の平凡な高校生・羽瀬川拓人。だが彼は非公然魔法使い養成組織マジシャンズ・アカデミイ──通称〈学園〉の生徒であった。


　彼は二週間前──その日もいつもの如く魔法の修行に勤いそしみ、先日失敗した召喚実技IIの追試を受ける為に〈学園〉の実習室で召喚魔法を実行した。


　ところが。


　単に小さく単純な構造の低級魔族を召喚するだけの筈が、意に反して出現したのは等身大の、しかも人間と──人間の少女とほぼ同じ容姿を備えた何かだった。


　その正体は〈学園〉の調査能力をもってしても今現在判明せず、わかった事と言えばその何かが、魔力値約十万、神格値五千というべらぼうな高位の自律型高密度魔力塊──平たく言えば神か魔の類たぐいであるという事と、召喚主である拓人に無条件で懐なついているという事だけであった。拓人によってタナロットと名付けられたこの魔神は、自分の本当の名前はおろか、記憶の全てと、神や魔であるのならば決してなくならない筈の属性を消失してしまっていたのである。


〈学園〉は彼女の扱いに困った。


　魔力値十万といえば一国を一夜にして滅ぼせる程の力だ。


　タナロットは自分の魔力の使い方をも忘れてしまっている様で、まだ深刻な被害は出ていないものの──内包する力は戦略級核兵器にも等しく、その上何のしがらみも規範も持たない魔神を野放しにする訳にはいかない。だが力で押さえ付けるには彼女はあまりにも強力に過ぎて効率が悪く、また、その正体がわからないままに強硬な手段に出ては、この一件が後々神界や魔界との外交問題にも発展しかねない。


　故に〈学園〉はタナロットが拓人に懐いている事を利用し、彼を常に彼女の側に置いておく事で安定を図る事にしたのである。


　それと同時に〈学園〉は魔力を無限に吸収し続ける特殊能力者──〈宵藍の侵奪者ミツドナイトブルー・ヴアンパイア〉と呼ばれる拓人の従姉・羽瀬川鈴穂に機剣〈ワルプルギス〉を与え、非常時にはその能力と〈ワルプルギス〉の威力を以てタナロットを制圧できる様にとの準備を整えた。


　ところが。


　拓人の従姉にして幼馴染みである鈴穂はタナロットが拓人の側に居て彼にべたべたとまとわりつく事を良しとせず、『自分が確実にタナロットを制圧できれば拓人をタナロットの側に置いておく必要はない筈』と主張。タナロットに決闘を申し込んでしまった。


　でもって──鈴穂によるタナロットの制圧能力の確認がしたかったという事情もあったせいか、〈学園〉側はあっさりとこれを許可。特設会場にてタナロット対鈴穂の決闘は始まったのだが、諸事情によりこれは決着がつかぬままおド流ロれー。


　そうしてタナロットと拓人の同棲を見過ごす事のできない鈴穂が自分も拓人のマンションに押しかけて、三人はかなりややこしい関係のまま共に暮らす事となった。


　それから約一週間。


　状況は全く改善されず、拓人にべたべたと懐くタナロットを見かねて鈴穂が暴走する、という状態を何度も何度も何度も何度も何度も、本当に何度も──トリンの記録によれば〈学園〉に居る間だけでも十八回──繰り返し、彼等は現在に至っている。


「そもそも鈴穂君」


　寒河江教授は呆れ果てた様子で、拓人達と同様、床の上にぐるぐる巻きで転がされている鈴穂に視線を向けた。


　元々視線恐怖症の気のある鈴穂は、ただそれだけで身を縮込ませて顔を伏せる。ちなみに彼女の髪は現在白いリボンで束ねられており、髪の色はごくごく普通の漆しつ黒こくを呈していた。リボンを取ると〈宵藍の侵奪者ミツドナイトブルー・ヴアンパイア〉としての能力と共に別人格が浮上してきて、性格も猛虎の如く荒くなる鈴穂であるが、リボンをしているとそれこそ借りてきた猫よりも大人しい──というか気が弱い。


「君は君で平日は学校があるのではないのかね？」


　と寒河江教授が尋ねる。


　鈴穂が通う学校はかなり生徒の生活指導、もっとぶっちゃけて言えば管理にはうるさい所で、学校をさぼっていたりするとすぐに厳重注意されるし、それでも従わない場合は厳しい処分──停学や退学──が下される事が多い。この為、当初鈴穂は昼間だけでも拓人達と離れて本来の学校に通っていたのだが……


「…………」


　床の上で身じろぎする鈴穂。


　失語症の彼女は言葉を話す事ができない為、普段はノートに文字を書き付ける事で他者との会話を行っているのであるが、ぐるぐる巻きに縛り上げられた状態では当然、手で字など書ける筈もない。


「……いやそれが」


　代わりに答えたのは拓人であった。


「叔母さん──鈴穂のお母さんが僕と同じ処置を鈴穂にもしたらしくて」


「……彼女か」


　頭痛を堪こらえる様に己の額に手を当てて寒河江教授が言った。


　ちなみに拓人は〈学園〉からの要請でここ二週間、つまりタナロットを召喚してから本来の学校に通っていない。タナロットが拓人の側を離れたがらない為だ。まさか素性がわからない上に戦略級核爆弾にも等しい魔神をほいほいと学校に連れて行く訳にもゆくまい。


　だが、拓人の父親は彼が〈学園〉に通っている事を知らない。父親は徹てつ頭とう徹てつ尾び一般人であり自分の息子が魔法使いの才を持っているなどという事も全く知らないのだ。


　彼は現在海外で仕事をしていて拓人と一緒に住んではいないが……さすがに拓人が何週間も学校を休めば、理由のあるなしにかかわらず父兄に連絡が行くだろう。そうなるとまたややこしい事になる。


　そもそも俗世間に対して幾つかの事情からその存在を秘め隠している〈学園〉は、たとえ関係者の肉親であろうとも部外者に情報が漏れる事を好まず、その恐れの生じる状況を可能な限りに回避しようとする。


　よって──今回拓人の学校に関しては〈学園〉から派遣された魔法使いが、ある種の魔法を拓人の通う私立御堂高校に掛けた。拓人が学校を欠席し続けている事実に変化はないのだが、誰もが『羽瀬川拓人の事を想い出さない』様な催眠暗示作用を持つ結界を学校とその周囲に敷いたのだ。さすがに対象人数が多い上に、余計な副作用が出ない様にしているので、完璧な効果は望めないが、これで一カ月やそこらは誤魔化せる筈であった。


　でもって鈴穂の母親がこれと同じ処置をしているという事は、彼女も同様の魔法が使えるという事に他ならない。


「あ──ひょっとして御面識が？」


「ああ」


　苦笑じみた表情で頷うなずく寒河江教授。


　鈴穂の母親が元々この〈学園〉の生徒であったという事は拓人も聞き及んでいた。妊娠五カ月にして魔力を完全に失ってしまった彼女は、将来を有望視されていたにもかかわらず魔法使いとしての道にあっさりと見切りを付け、〈学園〉を去って一介の主婦として生きてゆく道を選んだのだという。


　ただしやはり魔力喪失の原因は鈴穂であったらしく、出産後は徐々に魔力が戻ってきているとの事で、ちょっとした魔法なら使えるようにはなっているらしい。


「前から突発的な事をする女性だったがな。しかし自分の娘のサボリに手を貸す様な真似をして……一体何を考えているのやら」


　──と物もの憂うげな口調で言うところをみると、この寒河江教授、どうも鈴穂の母親にも相当悩まされたらしい。まあ彼女は拓人の目から見ても鈴穂とは別の意味で色々と問題の多い女性ではあったが。


　それはともかく。


「まあ鈴穂ちゃんの事はいいとして」


　そう口を挟んできたのは、壁際に座っている青年だった。


　魔法使いの年齢を外見から推おし量る事にはあまり意味はないが、外見的な年齢はおよそ二十代半ばといったところであろう。何やら浮世離れした茫ぼう洋ようとした印象の人物で、へらへら無責任に笑っているのが妙に似合う。顔立ちそのものはかなり端整──というか美形と言っても良い位なのだが、何処か螺ね子じを一本締め忘れたかの様な『抜けた』感じのする人物である。


「そもそものタナちゃんの身み許もとがわからないとどうしようもないでしょう。神界、魔界からの連絡はまだないんですか？」


　青年はのんびりとした口調でそう尋ねた。


　彼の名は佐さ久く間ま榮えい太た郎ろう。


〈学園〉でも屈指の実力を持つ魔法使いで、一応は生徒という立場に居るが、同時に準教師という肩書きをも持っている。専門は召喚魔法であるが魔法全般に通じており、拓人達半人前の魔法使い達にとっては目指すべき目標の一人となっていた。


　ちなみに──彼の座っているのは床から直接生えた突起部分である。


　まるでそこが腫はれたとでも言うかの様に床から隆起した部分が腰掛けるのにちょうど良い高さを保っているのである。これは先程のノートパソコンの保持部と同様のもので、寒河江教授の部屋に設けられた仕掛けであった。


　この部屋に何も家具が置かれていないのは、何も置く必要がないからだ。


　部屋の内装は寒河江教授の言葉一つ、あるいは視線一つで棚になり、机になり、そして椅子にもなる。学園から教授室として供きよう与よされたこの空間に寒河江教授は自らの意志に反応する素材物質ユニバーサル・マテリアルを敷き詰めており、何かの必要が生じればこれらが瞬時に変化してそれぞれの用途に供せる様になっているのだ。


　でもって。


　榮太郎のすぐ隣に、こちらは座る事なく自然な体勢で立っている娘が一人。


　娘は紺色のワンピースにフリル付きのエプロンとヘッドドレス、というこれ以上は無理と言わんばかりにメイドサーヴァントの格好をしている。清せい楚そな雰囲気の娘であるが、ただそれだけの存在でない事は、彼女の黒髪を割って覗いている獣の耳を観ればわかるだろう。ついでに言えばスカートの裾から見えている尻尾を観てもわかるだろう。


　この娘の名前はエーネウス・ザ・バージェストという。


　榮太郎の使い魔にして助手である。〈学園〉でも屈指の力を持った魔物である筈なのだが見た目には楚そ々そたる美人で、そんな雰囲気など微み塵じんも感じさせない。もっともだからこそ、手にしているモップと斧槍ハルバートの合成品じみた凶器と彼女の組み合わせは、何やら異様な雰囲気を醸かもし出しているのだが。


　ちなみにこの凶器だが──〈デスキン〉という銘がついた榮太郎謹製の魔法具で、『四週間毎に自動的に形状が変化する』機能が付いているという事を拓人は最近知った。どういう意味があるのかは全く不明だが、榮太郎に限らず魔法使いには突発的に意味不明な事をしたがる者も多いので、拓人も無駄な追及をする気は毛頭ない。


「問い合わせは何度もしたんでしょう？　さすがにもう境界領域の不具合とかそんなのじゃないとは思いますが」


　と榮太郎。


　寒河江教授は顔をしかめて頷いた。


「うむ。これはもうこちら側からの連絡を完全無視していると思って間違いないな。留学生の連中も郷里に連絡が取れなくなっているそうだ」


　ちなみに〈学園〉には精霊や仮想神格を搭載した自動人形オートマータなどという人間以外の連中も多いが、更に言えば人間界の魔法を学びにやって来ている神族や魔族の連中もちらほら見掛けられる。


　基本的に『死』がなく大抵の物事に不可能のない神族や魔族は術法や文化を自ら生み出すという能力に甚はなはだ乏しく、彼等の社会では人間界のそれらを取り入れている事が意外に多いのだ。自ら出向いて学んで帰ろうという連中は少数派であるし、条約その他の関係であまり大物がやってくる事はないのだが、それでも下級の神族や魔族はそれぞれ何柱かが留学生として〈学園〉の生徒として人間達と机を並べていたりする。


「ふむ……」


　榮太郎が首を傾げる。


「妙な感じですねえ」


「本当にな」


「あの──それって……どういう事なんでしょう？」


　何やら頷き合っている榮太郎と寒河江教授を観て、拓人が不安げな声を上げる。


　そもそも〈学園〉がタナロットの存在を問題視しているのは彼女の力が大きいから、だけの理由からではない。


　神を数えるのにはしばしば『柱』という単位を使うが──神や魔は文字通り世界を支える柱であり、摂せつ理りや法則の様なものである。物理的によっこいしょ、と支えている訳では無論ないが、彼等の数は神界・魔界の双方で均衡がとれており、これがそのまま世界の均衡としても機能しているのである。


　故に──彼等は表面的な部分ではいくらでも変化するが、その存在の本質は変化しない。この世の始まりから終わりまで神は神として存在し、魔は魔として存在する。その数は減りもしなければ増えもせず、それ故にこそ世界は世界として安定している。


　だが今現在タナロットは属性不明状態。


　これは要するに彼女が神か魔かさえもわからないという事──そして神としても魔としても機能していない事を意味する。という事はつまり、どちらかの世界で在るべき『柱』が一本欠けている訳で、世界の均衡はそれだけ崩れつつあるという事にもなる。下手をすれば些さ細さいな出来事で神界、人間界、魔界を含む世界全体が、一気に均衡を失って崩壊しかねない──という事である。


　故に〈学園〉は早急にタナロットの正体を突き止め、彼女の属性回復を図る必要があるのだ。そしてこの世界に属する以上、神や魔も同じ意見である筈なのだが──


「まあ要するに──答えられない事情があるんだろうな」


　榮太郎があっさりとした口調で言う。


「事情──ですか？　でも神界魔界揃ってなんて……」


　神界と魔界は正面切って対立している訳ではないが──そうなれば共に不死身同士、しかも莫大な力を持っているので、それこそ黙もく示し録ろく級の戦争になって世界は終わってしまうだろう──決して共同歩調をとっている訳でもない。むしろ神族と魔族はその性向においてほぼ正反対のものを持っており、滅多な事で神界と魔界が手を結ぶことはあり得ないのである。


　だが──


「まあこういう事は足並み揃わないと駄目だからなあ。例えば神界だけ回答を拒んでたって魔界が『うちに該当する魔族は居ない』って言えばそれだけでタナちゃんの正体は神族かその眷けん属ぞくだってわかる訳で。迂う闊かつな事を言うとそこから逆に手掛かりをたぐられる事もあるから、揃って知らぬ存ぜぬって態度を決め込んでいるんだろう」


「…………」


　拓人は改めてタナロットを見つめた。


「──みゅ？」


　首を傾げるタナロット。


　だが何処かその表情は嬉しげだ。拓人の眼が自分に向いているのが単純に嬉しいのだろう。根ね刮こそぎ常識が欠落しているタナロットであるが、それ故に見栄や体裁に左右される事なく、ごくごく素直に彼女は自分の感情を表に出す。


　そこがまあ可愛いと言えばとても可愛い。


　だがそんな彼女が神界魔界揃って正体を隠さねばならない存在であるとはどうにも思えなかった。それにどれだけ彼女が大物であろうと、世界の危機を秤はかりにかけてまで素性を誤魔化す意味はなかろう。


　ならば一体──


「何であるか？」


「タナロットさ、本当に何にも覚えてないの？」


「……みゅ？」


　タナロットは更に首を傾げて──そのまま固まる。


　前述の通り、属性と同時に彼女は記憶も喪うしなっている。彼女が覚えているのは拓人に召喚されて以降の事に過ぎず、彼女自身が、自分が神か魔かさえもわかっていないのである。


「覚えていないのである」


「うーん……」


　何度も確認した事ではあるのだが、改めて拓人は困惑に呻いた。


　属性消失はともかくとしても、神族や魔族が記憶喪失になるとすれば、何らかの外的要因が働いていると考えるのが妥当ではある。だがそれが拓人の召喚魔法の失敗によるものか、それとももっと他に何らかの原因があったのかと問われれば現時点では皆目見当もつかない。


　だがもし後者であったとして──ならば何者が、何故にそんな事をしたというのか。


「何か大掛かりな陰謀の匂いがしたりしなかったり」


　そう言う榮太郎は何やら嬉しそうである。まあ魔法使いという連中は程度の差はあっても、こういう揉もめ事を喜ぶ様な、妙な性せい癖へきを持っているのが常で……そういう意味では拓人や寒河江教授は例外的な『良識派』だと言える。


「陰謀。ふふふ。いいね、陰謀」


「嬉しそうですね──御主人様」


　とエーネウス。


「そりゃ無論。だって陰謀だよ陰謀!?　ふふふふ。男の浪漫だよな、陰謀。なんかこう無意味にふつふつと滾たぎってくるものがあるだろ!?　俺はちょっと陰謀についてはうるさいよ!?」


　立ち上がって明後日あさつての方向に向かって訳のわからない力説をする榮太郎。


「……あの不ふ埒らち者ものはさておき」


　と画面の中のトリンが取りなすようにまとめる。


「タナロットの正体の調査に関しては我々も多角的に行っています。どういう形であれ数日中には結論が出るでしょう」


　幾つもの魔力的要因が重なっている場合、占術の類は著しく精度を欠いてしまうのが常ではあるが、事実と絡からめ、多角的に幾つもの方法で占っていけばそれなりに真実には近づける。こうした地道で細かな作業はトリン達の様な仮想神格が適任だった。


「まあそうなると当面の問題は──」


　寒河江教授が咳払いを一つしてから言った。


「問題はそれが判明するまでの拓人君達の処遇だな。正直、被害を受けた連中からは拓人君から生徒資格を取り上げろと言う要請も来ている」


「それは──」


　拓人は口を開き掛け──そして反論の言葉を発する事もないままにうなだれる。もっともな話ではあるからだ。


「やはり状況が変わらない限り拓人君を講座に参加させるのは無理がある。かといって自分で研究を進められる程の状態でもあるまい」


　寒河江教授が言う。


　実のところ──初級の魔法使い達は自分達の使っている魔法についてその細かい原理や術式の構造にまで精通している訳ではない。順序が逆の様に見えるかもしれないが、〈学園〉では『習うよりも慣れろ』方式で魔法を使う感覚を身体に覚え込ませ、脳内に効率的な魔法回路を確立させ、構造や原理はその後に学ばせる事が多い。


　コンピュータのソフトと同じと考えればわかり易いだろう。まずコンピュータ・ソフトの操作感覚やその基本的な『考え方』に慣れてしまわなければ、プログラムを組む様な高等作業にはなかなか入っていけないのと似ている。


　この為、実は拓人自身、幾つかの魔法を使えはするし、大雑把な術のチューニングや出来合の術を組み合わせたりする事はできるのだが、それ以上の事──術式を自分で記述開発する事など──は無理だ。


　つまり今回失敗してタナロットを召喚してしまった魔法についても、実はその大部分が拓人にとってはブラックボックスに等しく、彼自身は今回の召喚魔法の失敗について原因究明をするには限界があった。


「学ぶ意志のある者にこう言い渡すのは非常に心苦しいが──羽瀬川拓人君。君には事態が解明の方向に動くまで、しばらく自宅謹慎を命じる」


「そう──なりますか」


　表情を暗くして言う拓人。


　寒河江教授は若干決まり悪そうな表情を浮かべ、取りなすように言った。


「君はむしろ〈学園〉在籍者としてはかなり年少者の部類に入るからな。半年やそこら休んでいてもそう問題はないだろう」


　この〈学園〉に所属する者達の年齢は、下は十歳から上は数百歳以上という出で鱈たら目めな幅の広さがある。この世界に残された神秘を学ぼうという好奇心に年齢は関係ない──というのが〈学長〉の主義だからである。


　まあ大抵の魔法使いにとって容姿はいくらでも変更がきくので、『いかにも』といった雰囲気の老人の姿はあまり目立たないが──この中に在っては外見年齢も実年齢も十七歳という拓人などはまだ幼児にも等しい。


　確かに寒河江教授の言う通り半年やそこら休んだからといって、彼の魔法使いとしての道が閉ざされてしまう訳でも、他と大きく差が生じる訳でもない。そもそもこの〈学園〉に学年はなく、当然ながら留年制度というものもないので、他の在籍者と自分を比較するのもあまり意味はないのだ。


　しかし──


「そう……ですね」


　頷く拓人の表情はやはり暗いものであった。







＊







　小さな曲面に大きく歪ゆがんだ情景が映っている。


　午後のカフェテリア。時刻は午後二時過ぎ。遅い昼食を採っていた常連客達も店を去り、昼時の慌あわただしさが噓の様に──店主の作るホット・サンドイッチはいつも昼時には三十食を出す人気商品である──店内は閑散としていた。バイトのウェイトレス三人も現在は奥で休憩中、現在店内に居るのは店主と、そして二人連れの客が一組のみ。


　だが──


「…………」


　店主は磨いていたグラスを小さく傾けた。


　照明を絞り込まれた店内では、磨き上げられたグラスがしばしば鏡面として作用し、様々なものをその上に映し出す。壁に飾られた風景画。整然と並べられたグラス。カウンターの隅に飾られた花瓶。そして──店内に並べられたテーブルと椅子。


　現在店内で使用されているテーブルはただ一つ。


　入り口近くに存在するその丸く白いテーブルには二つの珈琲カップが載っていた。


　ここまでは別に珍しい光景ではない。混み合う時間帯を避けてやってくる客も居ないではないし、珈琲一杯で三時間粘る客もたまに見掛ける。十歳程の少女が一人でやってきてブラックを飲み干して帰る事もあるし、よぼよぼの老人が三人前のサンドイッチを腹に詰め込んで再びよぼよぼ帰っていった事もある。


　店に来る客の素性などいちいち詮索する程、店主も暇ではない。店に来て金を払い飲食をすればそれは客だ。


　だが──さすがにその二人連れは無視するには奇妙に過ぎた。


　共に女、それも二十歳前後の若い娘達である。


　一人は獅子の様にボリュームのある髪型をした赤毛の娘。顔立ちも何やら派手な感じのする美人で、しかもその衣装ときたら少し間違えば猥わい褻せつ物陳列罪で官憲に捕縛されかねない代物である。やたらに肌の露出面の大きい、しかも身体の線が浮き出るかの様にぴったりとした革の衣装に加え、手やら足やら首やらにアクセサリーのつもりなのか、鎖が巻き付いているのだ。


　特殊な風俗店から仕事着のまま出てきた様にしか見えない。


　でもってこの娘の連れがまた格好としても組み合わせとしてもおかしいのだ。


　身に帯びているのは緋ひ色の袴はかま。要するに神社の社務所などに居る巫み女こさんなのだ。だがそもそも露出狂気味のボンテージ娘と一緒に居るのも異常なら、この現代、巫女の格好のまま外を出歩いているのも異常だ。


　しかも──こちらの娘は容姿そのものにも無視し得ない特徴がある。


　一瞬老婆かと見み紛まがうかの様にその長い髪は一点の曇りもない白銀色なのである。とても美しい娘ではあるのだが、その特殊な容貌は何処か迂闊には近付きがたい様な、氷の如き印象を漂わせていた。


　そして──


「さて──どうしようかしラね？」


　ボンテージ娘の方が何処か語尾のおかしい発音でそう言う。


「折角久しぶりのこっち側なんだかラ、ゆっくり楽しんでいきたい気もするけレド？」


「遊びできているんじゃないわよ」


　巫女姿の娘がたしなめる様な口調で言う。


「まあでも相手が〈学園〉に居る間は仕掛けるのは止めておいた方がいいでしょうね。かなり高位の魔法使い達も居るし、神族魔族や精霊も居る。私達があそこに入っていけば誰かが気付くでしょう」


「だから紛れられるってのもあるかもヨ？」


「それは微妙なところね。でも先に貴女が仕掛けた時とは状況が違うと想うわ。多分、神界と魔界の沈黙に何かしら〈学園〉も異常を感じてる筈。そこへ私達がのこのこ入っていけば注目を集めない筈がない」


「うーン……一応今回の仕事は『秘ひ密みつ裏りに遂行』が条件だしネえ……」


　ボンテージ娘が腕を組んで言う。巻き付けられていた鎖がじゃらりと鳴った。プラスチックなどで作られた装飾用の偽物とは違う。鋼でできた本物だ。女性が身につけて歩くにはそれなりの根性がいるだろう。


「まあ確実に〈聖母〉を抹まつ殺さつできるのならば多少の情報漏ろう洩えいは致し方なし、とも言われてるけれども。何にしても〈聖母〉の周囲には厄介な連中が多いから、慎重を期した方がいいでしょう。高位魔法使いに魔力侵奪能力者に──」


「そういえバ」


　ふと思い付いたかの様にボンテージ娘が言う。


「あの高位魔法使い──何処かで会った様ナ……」


「そうなの？」


「思い過ごしかもしれないけド」


「しっかりしてよ」


　苦笑する巫女装束の娘。


「まあ──あくまで『事故』に見せかけてしまえば問題はないでしょう。まさか〈聖母〉も四六時中あの連中と一緒に行動してる訳でもなし。〈学園〉から出てきた時が狙い目ではあるわね」


「方法は権けん謀ぼう術じゆつ策さくに長たけた神族様に任せるワよ」


「一応私は肉体労働が専門なんだけどね」


　苦笑して巫女装束の娘が言う。


「じゃあまあ──仕込みにでも行きますカ」


　ボンテージ娘がそう言って──二人は立ち上がる。


　店主は精算に応じるべくレジの方へ行こうと、グラスを置いて──


「──!?」


　グラスの上に映る歪んだ情景の中で、ボンテージ娘の方が悪戯いたずらっぽく片目をつぶって見せた──店主に向かって。


　店主がグラスの反射を介して二人を盗み見していた事に彼女等は気付いていたのだ。


　慌てて視線を逸そらそうとして──しかし店主は自分の意識そのものが曖昧に溶けていくのを感じた。立ち眩くらみを起こしたかの様に暗く視界が閉塞してゆき、更には聴覚が、嗅覚が、触覚が順番に途切れてゆく。


　原因はわからぬまま、店主の意識は感覚を全て遮断された暗闇の中に落ち込んでいった。


　そして──


「…………？」


　唐突に店主は瞬きして周囲を見回す。


　どうやら立ったまま居眠りしてしまったらしい。昼の客からの注文をさばいていた時の疲れが出たのだろうか。まあそうだとしても眠っていたのはせいぜいが数秒程度の事だろう。苦笑を浮かべながら彼はグラスを磨こうとして手に取り──そして眉を顰めた。


　そこに映っているテーブルの上に、客も居ないのに二つの珈琲カップが載っている。


「あれ……？」


　首を傾げながらも彼はテーブルに歩み寄った。


　二人分の珈琲カップと皿、それにスプーンを食器洗い機の中に入れながら──記憶力にはそこそこ自信がある筈の店主は、しかしそのテーブルに居た客の事がどうにも想い出せない。誰かがそこに座っていたからこそカップが置かれていた筈なのだが、必ず眼にしていた筈の客の姿を呼び起こす事ができない。


「相当疲れてるな……」


　改めて苦笑を浮かべながら店主は追憶を諦めてグラスを拭き始めた。


　彼の記憶の中からは奇妙な格好をした娘達の事だけがすっぱりと抜け落ちていた。


　無論──そこで二人の娘達が交わしていた何やら怪しげな会話に関しても、彼はそれを想い出す事は決してなかった。








第二章　どうにもわからない事が多いんですけど。












　長い長い溜ため息いきが漏もれる。


　天井を見上げる拓たく人との鼻先に──そこから降ってきた水滴が弾けた。


「…………」


　顔をしかめると、拓人はぶくぶくと泡を立てながら眼のすぐ下の辺りまで湯の中に沈んだ。気分的にはもう頭のてっぺんまで沈んで浸かり込んでしまいたい位だが、さすがにそんな事をしても苦しいだけで意味がない。


　事実上〈学園〉を停学させられた事は拓人にとってかなりの痛手であった。


　立ち止まる訳にはいかない。


　自分は何ど処こまで特別になれるのか──それを知らなくてはならない。


　想えば〈学園〉に所属する前から拓人の心の何処かには、いつも焦しよう燥そう感が在あった。


（──このままじゃいけない──）


　四六時中意識する事はないのだが、何かの拍子にふとそんな感覚が意識の表層に浮かび上がってくる。街角で。学校で。本屋で。食堂で。あるいは寝床の中で。朝昼晩の区別なく、特に脈絡もなく──まるで自らの存在を忘れ果ててしまうのを許さぬとでも言うかの様に、それはしばしば彼の中で自己主張をする。


　どうしようもなく平凡で退屈な日常の中に、やはりどうしようもなく平凡で退屈な自分がいた。ただそこにいて組み込まれていた。まるで当たり前の様に、その一部として日々を浪費していた。


　そして──そんな自分の現状に対する苛いら立だちがいつも心の中に在った。


　平凡な日常の中で己の向かうべき方向もわからぬまま、無む為いに時間が過ぎてゆく。ひたすらに繰り返される退屈な日々の中でも、確実に時計の針は回り、カレンダーはめくられ、自分に与えられた時間が少しずつ少しずつ、しかし確実に減ってゆく。


　この限られた時間の中で自分は何をすべきなのか。


　何を求め、何を志し、何を願えばいいのか──それがわからない。わからないままに焦燥感だけが空回りしていた。向かうべき方向も見えないが故に、第一歩さえ踏み出せず、ただ無意味に立ち止まっていた。


　そこに在るだけの自分が嫌いだった。


　平凡なだけの自分に苛立ちすら感じていた。


　無論、他人から見ればこれがひどく滑こつ稽けいで我わが儘ままな考えだという事はわかっている。


　自分だけは特別で在りたいなどという感情は思春期の少年少女の誰しもが抱く『病気』の様なものだ──そんな風に評した文章を何処かで読んだ記憶がある。


　しかし……


『あなたと居てもつまらないの』


　その言葉が楔くさびとなって今でも彼の心に突き刺さっている。


　あるいはそれは呪いであったのかもしれない。


　自分は平凡でいてはならない。特別でいなければならない。その為の努力を怠おこたってはならない。そんな強迫観念がどうしても拭ぬぐえない。


　拓人は平凡さの中に安あん寧ねいを見いだす事ができないのだ。


　平凡な自分には価値がない。他者を引きつけておくだけの──側そばに誰かを繫つなぎ止めておけるだけの価値がない。いつか皆が自分の側から離れていってしまうのではないか……そんな不安がどうしても消えない。


　魔法との出会いはそんな拓人の恐れを一時忘れさせてくれた。


　ごく一部の人間にのみ使える超特殊技能。それは何よりもはっきりと彼を『特別な人間』であると保証してくれた。平凡さの中に埋まり込んでしまう事もなく彼は自らを特別な存在であると認める事ができたのだ。


　だが……それも束の間の事でしかなかった。


　いざ〈学園〉の中に入れば彼はやはり平凡な新米魔法使いの一人に過ぎないのだから。


　平凡さも特別さも所詮は他人との比較の上で生じるものだ。


　何処まで行っても絶対的な特別さなど手に入らない。


　ならば自分は何ど処こまで行けるのか──それが拓人の興味となった。


「……やっぱり、歪ゆがんでるよなあ」


　湯舟から出てそう呟つぶやく。


　さすがに自覚は在るのだ。自分ではどうにもできないだけで。


「……ああ、止め止め。憂ゆう鬱うつになる」


　呟いて拓人はシャワーの栓をひねり頭から湯を被った。


　ざあっ──と水の撒まき散らされる音が風呂場に響き渡る。


　嫌な気分をそのまま洗い流そうと、かなり勢いを強めに、温度も高めにして拓人はシャワーに当たった。余分な埃ほこりだのなんだのが洗い流れたであろう頃合いを計ると、彼はシャンプーを手に取ろうとして──


「──みゅ？」


　指先がプラスチックの容器に触れるであろう随分手前で、彼の手はその動きを阻はばまれた。


　柔らかで丸い壁に。


「──ッ!?」


　慌あわてて顔を上げた拓人の目に飛び込んできたのは、恥じる様子も照れる様子もなくそこに立っている全裸のタナロットと……それでもってその左胸をもう微み塵じんの遠慮なく鷲わし摑づかみにしている彼自身の右手であった。


　タナロットは眼をぱちくりさせて自分の胸を摑んでいる拓人の手を見下ろした。


　大きすぎず小さすぎず。褐色の肌から緩ゆるやかに隆起する膨らみ。


　拓人とタナロットは束の間、凍り付いた様に動きを止めていたが──


「わあああああっ!?」


　思わず手を放して後ずさる拓人。


　さすがに彼も男の子、嬉しくない訳ではないのだが、心の準備もなくこんな状況に出くわせば動転して当然である。これは事故であり、断じて疚やましい気持ちからの行動ではないと証明すべく──誰に対してかはさておき──コンマ一ミリでもタナロットから遠ざかろうとした拓人であったが、生あい憎にくと彼の後ろには浴槽が大口を開けて待ちかまえていた。


「うわっ!?」


　浴槽の縁に足を取られる拓人。


　ばしゃんと大きな水飛沫しぶきを上げながら彼は頭から真っ逆さまに湯の中へと突っ込んだ。


「──タクト？」


　タナロットは不思議そうに首を傾げると、Ｖサインの様に湯船から突き出ている彼の脚をちょんちょんとつつく。


　だが打ち所が悪かったのか、気絶したらしい拓人に反応はない。ただぶくぶくと水面に泡が立ち上ってくるだけで──


「みゅ？」


　タナロットはもっとよく拓人の様子を見ようと、邪魔っけに突き出された拓人の脚を左右に広げて湯船の中を覗のぞき込む。だが泡のせいか湯の底の拓人の姿はよく見えない。


　タナロットは眼を瞬またたかせながらもっと拓人の顔をよく見ようと屈み込んだ。


　そこへ──


『───タクちゃん!?』


　風呂場の扉を枠ごとぶっ飛ばしそうな勢いで鈴すず穂ほが飛び込んできた。ちなみに手にしているのは小型のホワイトボードである。風呂場ではノートはすぐにふやけて読めなくなるからだろう。さすがそれが日常になっているだけあって──鈴穂もなかなかに芸が細かい。


　まあそれはともかく。


「…………!!」


　鈴穂はその場で思わず立ち竦すくんだ。


　ここで唐突だが視点変更──鈴穂の視点。


　浴槽から突き出ている拓人の両足。


　そヽのヽ間ヽにヽ屈み込んで顔を突き出しているタナロット。


　言うまでもなく双方共に全裸。


　つまり──


「…………」


　鈴穂は引きつった表情を浮かべると一旦風呂場から出て行った。


「……う」


　溺でき死しする前に意識を取り戻したのか、拓人は頭を振りながら両手を湯船の縁に引っかけて身を起こす。


「死ぬかと想った──…………………………わあっ!?」


　身を起こして浴槽の縁に腰掛けた拓人は、自分の正面にぺたんと座り込んでいるタナロットと対面する事になった。


　そして──


「──みゅ？」


　タナロットはじっと目の前にあるそれを見つめ──


「タクト。尻尾」


「違うっ！　てーか指差すなっ!!」


「みゅ？　しかも変形しているのである。驚異のバリアブル構造」


「なにがだっ!?」


　恥ずかしいやら情けないやらで喚わめく拓人。


　そこへ──


「…………」


　がたん、と音のした方向を振り返る拓人。


　そこには。


「す……すずほ……さん……」


　そしてようやく拓人は自分とタナロットの体勢が第三者視点からどう見えるか──というか、これは誤解なんです。誤解なんデスよ？　でもきっと言い訳なんか聞きませんよね、的な状態である事に気付いた。


　鈴穂はえぐっ、えぐっ、としゃくり上げながらその右手に持っていた機剣〈ワルプルギス〉を持ち上げる。音声コマンドではなくマニュアル・スイッチで安全装置セイフテイを解除。


　何かの宣告の様にばしゃ！　と激しい音をたてて鍔つばの部分は花開くように展開。次いで剣身が鈍い音と共に発光し始めた。


「いや、あの、鈴穂、これは違う──」


　そう言う拓人に、どうも予あらかじめ用意しておいたらしいホワイトボードを左手で取り出して、鈴穂は示す。そこには何故か見事な行書体で書かれた四文字が。


『問答無用』


　次の瞬間、羽は瀬せ川がわ邸の風呂場に破壊の嵐が吹き荒れた。
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「──そういう訳で」


　定時連絡の時刻──いつものインターネット回線を利用したテレビ電話に向けて拓人は呻うめくように言った。


「落ち込んでる暇もありませんよ」


「良い事じゃないか」


　へらへらと笑いながら榮えい太た郎ろうが言った。


　風呂場での一件の後──鈴穂の〈ワルプルギス〉で破壊された部分を修復するのに拓人と、そしてトリンはおよそ六時間を費ついやした。破損部分が水回りだけにその修復はやたらに面倒で、仮想神格と半人前の魔法使いでは時間と手間を必要以上に喰ったのだ。


　ちなみに。


　魔法というものを学び始めたばかりの新人にしばしば観られる誤解の一つに、魔法というものは『とても手軽で便利なもの』という考え方がある。


　言うまでもないが、これは大きな間違いだ。


　魔法は普通の方法では不可能な行為を可能にしたりはするが、それが必ずしも普通の方法より優位であるという事ではない。


　例えば──道に落ちている小さな石を持ち上げる場合、これは手を使った方が時間的には遥かに早いし、労力の面から観ても効率的だ。魔法だけでこれを行おうとすれば、呪文詠唱だの精神集中だの、星せい辰しんや各種現場条件に合わせた調整だの──様々な手順が絡んできて、半人前の魔法使いならばそれだけで何分もの時間を費やしてしまうだろう。


　無論、高位の──達人級の魔法使いともなれば、その手順を圧縮したりして何気なく手を伸ばすのと同じ様な気軽さで石を持ち上げたりする事もできるのだが、それには相当な経験に裏打ちされた応用力が必要になってくる。しかしやはり彼等にしても、ただ石を持ち上げるだけの事に魔法を使う事はまずないし、使ったとしても酔すい狂きようや趣味で行う以上の意味はない。


　魔法とは結局の所、道具であり技術に過ぎない。


　不可能を可能にすると言われても、それは車が海の上を走ったり空を飛んだりできないのと同じで、一般的な方法や技術とは守備範囲が違うだけの事なのである。確かに応用範囲は恐ろしく広い技術ではあるのだが──少なくとも魔法を使えるからといって、即座に万能になれる訳ではない。適材適所という言葉は魔法にも当てはまる。


　要するに、壊れた風呂を修理する場合でも呪文一発で終了、という訳にはいかないのだ。修理の内容にもよるが、専門の職人を呼んで手作業で修理して貰った方が早く片づく場合も多い。今回そうしなかったのは、単に他人にこの破壊状況について余計な詮索をされるのが嫌だっただけの話だ。


「前も言ったけど、はっきりしちまえば揉もめる事もなくなるだろうに」


「前にも言いましたけど、嫌なんですってば、そういうの」


　拓人は顔をしかめて言った。


「いや、真面目な話、別にエッチな事しろとまでは言わんよ。ただ鈴穂ちゃんにしてもはっきりと『君を異性とは見れない』って言われれば諦あきらめがつくだろうし、タナちゃんにしてもはっきりと拓人から『呼ばれもしないのにくっつくな』って『命令』をされれば、使い魔の自覚がある以上、従いはするだろ？」


「それは──」


　試してはいないが、まあその通りではあるだろう。


「ま──優柔不断って言ってしまえばその通りなんだけどな。誰にでも優しいのはおまえの美点ではあるからねえ。一いち概がいに否定もできんな」


「……別に優しいなんて事は」


「照れるな照れるな。意外に難しいぜ？　本当の意味で誰にでも優しいってのは」


　にやりと笑って榮太郎が言う。


「八方美人な奴は山ほど居るけどな」


「はあ……」


　わかったようなわからないような。


「まあ相変わらず喧嘩が絶えないのは確かに困ったもんかもしれんが、洒しや落れにならない程の事にはなってないんだろ？」


「ええ。確かに最初の頃ほど生命の危機を感じなくなったのがまだ救いですけど──」


　慣れというか何というか──タナロットも鈴穂も、出会った当初の頃よりは多少手加減を覚えてきている様ではあった。恐らくはあの『決闘』の際にコツの様なものを覚えたのであろう。二人は相変わらず派手にやりあって家の中のものをぶっ壊しているが、それでも取り返しが付かないような事態──例えばマンションの床や天井をぶち抜くとか──は今のところ起こっていない。


「もうちょっとだな。上手くいけば両手に花ってのも不可能じゃないぞ」


「だからそういうのが嫌なんですってば」


「潔けつ癖ぺきな奴め。今時珍しいぞ」


　言ってから──ふと思い出した様子で榮太郎は付け加えた。


「そうだ。おまえの停学そのものはまだ解けないけどな。暇を見つけて俺がちょっとした講義はしてやるから」


「先輩が──ですか？」


「不満か？　これでも一応準教師だぞ？」


「いや、そうではなくて。先輩だって忙しいでしょうに」


　元々榮太郎は〈学園〉上層部から将来を有望視されている達人級の魔法使いであり、今も様々な術式の研究や開発の仕事を抱えている。ましてタナロットの一件以来は寒さ河が江み教授と共に対策班の面めん子つにも加わっているので、普段にも増して忙しい筈なのだが──


「そこらは何とでもなるさ。拓人やタナちゃんの様子を見るのは仕事でもあるしな。トリンだけでは処理しきれない事もあるかもしれんし」


　ちなみに基礎的な知識に関する講義は停学中もトリンが行ってくれている。


　だがやはり魔法というものはその能力に個人差が大きく、そもそも魔法回路の構造が人間とは違う仮想神格では拓人の質問に答えきれない事も多い。


　魔法が一般社会から事実上無視されているのは、安易な選民思想に繫がりかねない危険性を持っている事以外にも、この『理論化されている様でいて結局は勘に頼らざるを得ない部分をかなり残している』のも理由の一つではあるだろう。


　トリン達の様な仮想神格は確かに魔法を使えはするものの、それはあくまで人間には及びも付かない演算能力と詠唱速度の賜たま物ものである。これと同じ方法を人間が使う事はできない。できてもあまりに集められる力が小さすぎて意味がない。


　実用的な魔法として行使するのであれば、人間は演算能力の代わりにその勘や思考の飛躍性を最大限に生かさねばならないのであるが、これは当然、トリン達の様な仮想神格には理解できない領域の作用である。


　喩たとえれば漫画と美術絵画の違いの様なものである。共に大きなくくりで見れば『絵』ではあるのだがそこに必要とされる技術にはあまり共通点はない。長い進化の果てにそれぞれに特化しているからである。ただしそれでも同じ絵である以上は『デッサン』などは基礎として共通するものだ。そしてトリンが教えられるのはこの辺りのみ、という事になる。


「まあ明日は朝からそっちに行くから茶菓子でも用意して待っておく様に」


「はい」


　苦笑を浮かべて頷く拓人。


　定期連絡を終えて彼はパソコンを『待機サスペンド』モードにした。


「みゅーっ♪」


　振り返ると待ってましたと言わんばかりにタナロットが寄ってくる。


　鈴穂は鈴穂でそれを横目で睨にらみながらも、リビングに置かれたコタツの上に参考書を開いて黙々と勉強をしていた。室内着の上からドテラなんぞを羽織っているその姿は色気もへったくれもないのだが──何というか妙に似合っている。ちなみに拓人のマンションは床暖房なのでコタツはあくまで雰囲気だけでコンセントは抜かれたままである。鈴穂によるとこういうスタイルが一番勉強に身が入るとかで、彼女はわざわざ暖房の効いている室内にこれらを持ち込んでいるのだ。


　拓人達と同どう棲せいし、学校をさぼってタナロットを監視する事に親の公認を──そして助力をも取り付けた鈴穂ではあるが、彼女の母親は無条件に子を甘やかす程、馬鹿でもない。


　実はこれらの処置は『今の成績を維持する事』が前提条件になっているので、鈴穂としては期末試験の勉強には手を抜けないのである。


　それはともかく──


「ごめん、鈴穂……ちょっといい？」


『なに？』


　ノートにそう書いて掲かかげる鈴穂。


「お茶菓子って何かあったっけ？」


『お客様？』


「うん。というか明日、先輩が来るみたいだけど。家庭教師してくれるって」


　茶菓子を用意しておけと言われはしたが、当然、榮太郎も本気の言葉ではない。それはわかってはいるものの、やはり先輩に足労を願うのならば礼は尽くしておかなければならない──そう考えるのが拓人なのである。


『何か作る？』


「いや、鈴穂も勉強があるしね。大体、牛乳切れてたんじゃないかな」


　言いながら拓人は立ち上がった。


「コンビニで何か買ってくるよ」


『じゃあ私も』


「いいから。勉強してて」


　苦笑してそう言う拓人。


　何処か恨めしそうな上目遺いの視線を受けて、拓人はそこに込められた意味に気付いた。


「べ、別にタナロットと二人だけになりたいとか、鈴穂をのけ者にしようとかいうんじゃないから！　ほんの、そこのコンビニに行くだけで──」


　とは言うものの、彼の背後には『散歩』と聞いて尻尾を振りまくる犬の様に、準備万端、覚悟完了、今か今かと足踏みさえしそうな様子のタナロットが居たりするので、あまり説得力はなかろう。


「…………」


　しばし無言で拓人を見つめてから──溜息混じりに鈴穂は頷く。『しょうがないわね』と言わんばかりの、のろのろした調子でノートにペンを走らせ、彼女はそれを掲げた。


『行ってらっしゃい。気を付けて』


「う……うん」


　何ら疚やましい事はない筈なのだが、何となく引け目なんぞを感じつつ拓人は言った。
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　コンビニまでは歩いて五分。


　散歩と呼ぶにも躊躇とまどわれるような距離でしかない。この程度ならばわざわざ着替えずに室内着に上着だけ引っかけた格好で買い物に行く者も多いだろう。まさしく『ちょっとそこまで』といった距離である。あまり『出掛ける』という感覚を持ちにくい。下手をすれば家の中を歩くのと変わらない様に想っている者も居るだろう。


　つまりはそれだけ油断しやすいという事である。


　実は意外に自宅近くで、掏す摸りやひったくり、挙げ句には強盗といった犯罪行為の被害に遭あう人間は多い。無論、悪いのは加害者であるが、被害者側の気の緩みがそうした事件を誘発しているという可能性も否定はできないだろう。


　そして──


「なんだよ。ああ？」


　必要以上にイントネーションを協調した声と共に拓人の肩が押される。


　コンビニの帰り道。


　拓人達は五人の少年達に囲まれていた。見るからに柄の悪そうな──もう髪型から表情から衣装から、全身で『俺達素行不良の問題児でーす』と主張しているかの様な連中である。冗談の様にわかり易いが、本人達は大真面目なのだろう。


「ええと……」


　引きつった笑顔を浮かべながら拓人は周囲を見回した。


　不幸な事に現場は夜の住宅街──周辺に人影はない。それなりに人目があれば大抵の厄介事は回避できるものだが、あまり期待しない方が良さそうだ。最近の建物は防音性が高いし、隣人同士の無関心振りにも拍車が掛かっている。悲鳴を上げてもすぐに助けに出てくる人間が居るかどうかは疑問だった。


「何観てんだよ。ああ？」


　言って少年の一人が更に拓人の肩を押した。


　五人の少年達は拓人と同じ年頃──十代後半の様ではあったが、いずれも拓人よりも身体が大きい。身長は全員百八十近いだろう。体格には差があるものの、全員が髪の毛を逆立てたり複数の色に脱色したりしている上に、ピアスを唇やら瞼まぶたに付けている者も居る。服装はかなりどぎつい色の革ジャンやらコートやら。見るからに柄の悪そうな風体の彼等が半円を描いて取り囲んでくると、さすがにそれなりの迫力があった。


「なんかよぉー。こういう奴観てると俺むかついてくんだよなあ」


「ひゃはは、シゲルってば理不尽だぜぇー」


「ビビってるぜ、こいつ」


「オう。オう。オう──」


　わざといびつにしたような発音に、意味もなく上目遣いの視線。全体的に巻き舌の口調で首を左右にねじって少年達は拓人達を睨み付けている。


　まあ普通の人間が見れば憶せざるを得ない相手ではあるだろう。


「ええとなんの御用でしょう？」


　無駄な会話をしているという自覚はあったものの、とりあえず拓人はそう尋ねてみた。


「『なんの御用でしょう』だあ？　はっ！　馬鹿じゃねえの？」


「用なんてねえよ！　ただてめえの顔がムカつくだけ」


　言って少年達は輪を狭めてくる。


　もともと彼等はコンビニの前にたむろしていた連中だ。


　知性と品格はないが、暇と時間だけはたっぷり在って持て余し気味──そんな感じである。彼等は見るからに大人しそうな拓人と、小柄なタナロットの組み合わせに興味を引かれたのだろう。いたぶって楽しむにも、金をたかるにも、やり易い相手と見られたのかもしれない。とにかく彼等は店を出た拓人達の後を付いてきて、拓人が怪け訝げんそうに振り返ったのをきっかけとして、ねちねちと絡からみ始めたのだ。


　言いがかりも甚はなはだしい。


　ちょっとした事──例えば目つきが気に入らないとか、肩がぶつかったとか──で、あっさり刃物を持ち出して刺しそうな感じの連中である。他人に暴行を働くのにさしたる理由は必要なかろう。むしろそんな事をして何の意味があるのかと尋ねてはならない。恐らく彼等はその質問を自分達への侮ぶ蔑べつと受け取るだけだ。


「ええと、あの──やめましょう、ね？　暴力は──」


「やっぱビビってるぜ！　へはは！」


　愛想笑いを浮かべながら言う拓人に、少年達は笑い声をあげる。


　自分達の優位を疑っても見ないのだろう。まあ当然ではある。


「タクト」


　それまで黙っていたタナロットが不意に言葉を発した。


「この者達は何を言っているのであるか？」


「ああ、タナロット、良い子だからちょっと静かにしてて」


　拓人は囁ささやくように言った。ただでさえ面倒な状況下──下手にタナロットが加われば余計に事態はややこしくなる。実のところ、呪文詠唱の時間を十秒程とれれば、拓人でもこの程度の連中から逃げるのはそう難しくない。


　しかし──


「タクトを困らせているのであるか？　ならば我が潰つぶすが」


　タナロットはしれっとそんな事を──まるで路ろ傍ぼうの石を除けるかの様な気軽さで言った。


　少年達が一瞬、揃って沈黙する。


　次いで驚きの表情を浮かべて顔を見合わせた。まさか小柄でいかにも無害そうな少女が、この人数を相手にここまではっきりと啖たん呵かを切るとは想ってもみなかったのだろう。


　だが理解が浸透するにつれて彼等の表情には怒りの色が混じり始めた。


「お？　なんだあ？　てめえガンたれてんじゃねえよお」


「んだよ、このメスガキ。調子こいてんじゃねえぞ？　犯すぞコルァ？」


　少年達はそう言って視線をタナロットに集中させる。


「タナロット──駄目だよ、無茶したら──」


「てめえは黙ってな」


　少年の一人が拓人に歩み寄って引っ張る。拓人は見た目には怯おびえていて与くみし易いと想えたらしく、彼はさておき、最初にタナロットをどうにかするつもりらしい。


　だがそれは致命的とも言える失敗だった。


「タクトに触るなである」


「あー？　なんだってえー？」


　拓人を追って歩き出そうとしたタナロットの前に一人の少年が立ち塞ふさがり、わざわざ身を屈かがめて小柄なタナロットの顔に己の顔を近づける。


「なにを言いましたかーもしもーし。聞こえませんよほー。ぎゃはは──」


　褐色の一いつ閃せん。


　事態を半ば予想していた拓人にさえおぼろげな残像が見えただけだった。恐らく殴られた本人は何が起こったのかもわからなかったに違いない。


「──はえおっ!?」


　少年は軽々と吹っ飛んだ。


　ぼずん。


　明日の回収日に向けて高々と路上に積み上げられていたゴミ袋の上に、少年は落下して音を立てる。既に一撃で失神していた様で、彼はそのまま身動きもせずにずぶりとゴミの中に沈むと、そこから突き出ている脚を痙けい攣れんさせた。


「…………!?」


　少年達が目を見張る。


　彼等がしばし呆ぼう然ぜんとその光景を見つめていたのは、あまりにもそれが現実味に乏とぼしかったからであろう。まるで映画の一場面である。小柄な少女の一撃で、八十キロ近い体重の人体が文字通り宙に浮いたのである。ワイヤーワークでも使わなければ、それは到底不可能な事の様に見えた。


　路上に小さく赤黒いものが点在している。


　それが少年の吐いた胃液混じりの血であると、仲間達は気付いたかどうか──


「タナロット……！」


　顔色を変えて拓人は叫んだ。


　タナロットが平手で少年の腹を叩いたのだ。いわゆる武道で言うところの掌しよう底てい打ちに近いが──無論タナロットのそれは技など意識したものではなかったろう。ただ単に前に掌てのひらを突き出して──そう、言ってみれば突き飛ばしただけの事だ。


　しかしそもそもタナロットの力は尋常でない。


　今もなお彼女の四肢や首には対神魔拘束具がはめられているのだが、それとて彼女の持つ魔力を完全に殺し切れている訳ではない。それは辛かろうじて殺しきれなかった魔力を『外に出さない様に封じる』だけの事であり、放散されなくなった魔力はむしろ彼女の肉体に満ちてその機能や頑強さを強化する方向に働いている。


　恐らくタナロットは現在の状態でも灰色熊と腕相撲できる程の膂りよ力りよくを持っている筈だ。


　鈴穂とは割と当たり前の様に取っ組み合いをしてはいるのだが、これは鈴穂の魔力吸収能力が働いているが故に、ただの殴り合いで済んでいる訳で──もし彼女が本気で拳を振るえばコンクリートの壁でも障子の紙を破くかの様にぶち抜いてしまうだろう。


　だが──それでもまだその少年は幸運だったと言える。


　タナロットが腹でなく顔面を殴っていれば、良くて鼻骨骨折、悪ければ顔面陥かん没ぼつの上に頸けい骨こつ骨折であの世行きになっていただろう。


「て……て……てて……ててててて」


『てめえなにしやがる』とでも言いたいのだろうが、少年達は声が出ない。


　次元の違う生き物を相手にしているのだと彼等は本能的に悟さとったのだろう。既に逃げ腰になっている者も居いる。だが──恐怖がおかしな方向に作用した者も居たらしい。残り四人の内の二人は、ポケットに手を入れると、それぞれ武器を取り出した。


　一人は伸縮式の打撃具──特殊警棒。もう一人は折り畳み式のナイフである。


　前者は元々警官用の道具ではあるが、隠して持ち歩ける凶器という事で最近は犯罪者達にも愛用者が多い。単純に相手を殴るのならば構造の単純なバールや鉄パイプの方が適しているのだが、あちらはさすがに服の下へは隠せないので、迂う闊かつに持ち歩いていると職務質問を受ける羽目になる。


「おるあっ!!」


　破れかぶれの声を上げながら少年の一人が特殊警棒を振り上げてタナロットに殴りかかる。タナロットは五う月る蠅さげに──文字通り近くを飛び回る目障りな蠅はえを払うかの様に、無造作な仕草で手を挙げる。


　鈍い激突音。


　そして──


「──へ!?」


　少年は思わず自分の手元に特殊警棒を引き戻して硬直した。


　ぐにゃりと警棒が折れ曲がっている。


　元々中身が中空な上に伸縮構造を持っている特殊警棒は、実は割と簡単に曲がる──というか使い捨ての武器なのである。だから力一杯電柱や地面を叩いたりすると、それだけで歪んで元に戻らなくなるし、場合によっては車の窓硝子程度のものを叩き割っても曲がってしまう。


　だが──人体、それも手が相手となれば多少の歪みは生じてもそれなりの成果を上げる筈ではあった。


　なのにタナロットの手には何ら損傷が見られない。彼女は手首と肘の中間辺りで特殊警棒の殴おう打だを受けた筈なのだが、折れる事もなく、また腫はれ上がったり内出血を起こす様子もないのだ。


「ば、馬鹿な──」


　鍛え上げられた格闘家相手ならばともかく、相手は小柄な少女である。見た目だけから考えれば、渾こん身しんの力で振り下ろされた特殊警棒の打撃力を受け止められる身体ではない。


「…………」


　タナロットの手が振り上げられる。


　今度こそその動きは少年の顔面を狙っていた。しかも振りが大きい。まともに喰えば間違いなく少年は顔面を陥没させて即死するだろう。


「駄目だ、タナロットっ!!」


　叫ぶ拓人。


　いくら主従契約をしているとはいえ、半人前の魔法使いたる拓人にはタナロットを瞬間的に制する力はない。止めようとした彼の手は虚むなしく空を切り、一歩前に出たタナロットの拳は少年を殴ろうと──


「──!?」


　不意に拓人の五感を違和感が包む。


　いや──これは倦けん怠たん感かんか。全身に薄いビニールの膜がかけられたかの如く微妙に身体が重い。出した筈の力の何パーセントかが身体を動かす前に無駄に揮き発はつして喪うしなわれている──そんな感じがする。


　同時に、空気を抉えぐり抜く程の勢いを伴っていた筈のタナロットの拳も眼に見えて失速した。それでもその一撃は少年を地に這はわすのに十分なものではあったが。


「げっ!?」


　顔面を殴られて倒れる少年。折られた歯が唾つばや血と共にその口から飛び出したが、この程度で済んでまだ幸運と考えるべきであろう。


「──みゅ？」


　タナロットは不思議そうな表情を浮かべて自分の拳を見つめた。自分で手加減した訳でもないのに、急に勢いが落ちたので不思議に思っているのだろう。


「て、て、てめえ──この野郎」


　ナイフを持っていた少年が拓人に駆け寄ってその鼻先に得え物ものを突きつける。拓人の肩を押して引っ張っていた少年も慌ててポケットからスタンガンを取り出し、威い嚇かくする様に振り回して見せた。


「動くな！」


　喚く少年。


　だが恫どう喝かつする声は震え、その腰は明らかに引けていた。意地や見栄がなければ今すぐにでもこの場から逃げ出したいに違いない。彼等の前に居る紅い髪の少女は、人の姿をした怪物であった。


「タクト──」


　タナロットが振り返って身構える。


　だが──


「駄目だ！　タナロット、駄目だ、君は人間に手を出したら駄目だ！」


　いつになく鋭い拓人の叫びに驚いてタナロットの動きが止まった。


「タクト？　でも──」


　困惑の表情を浮かべるタナロット。


　だがそんなやりとりは無論、焦あせった少年の耳に届く筈もない。彼は恐怖に突き動かされるままにナイフを拓人の首筋に突きつけた。


　たかがナイフ。されどナイフ。呪文を唱える暇さえあればいくらでも防げるものではあるが、刃が彼の頸動脈を切り裂くのには一秒も要すまい。


「動くなつってんだろうが！　こいつがどうなっても──」


　だが少年は最後まで台詞を言い終える事ができなかった。


　次の瞬間、彼の横面に白いものが食い込んでいたからだ。それも──少年が構えているナイフなど無害な玩具おもちやに見える程の凶悪な代物が。


「ふべっ!?」


　情けない声を放ちながら少年は吹っ飛んだ。


　そして──


「どうなるってんだ、ええ？」


　ふわりと蒼あおい髪が舞う。


　犬歯をむき出す様にして笑ったのは──鈴穂であった。正確に言えば〈宵ミツド藍ナイトのブル侵ー・奪ヴアン者パイア〉モードの鈴穂である。魔力吸収の能力が発動すると共に漆しつ黒こくから藍らん碧ぺきに変化するその髪は、タナロットや拓人の魔力を吸い取り、魔力の真空状態を造りながら、まるでそれ自体が意志あるものの様にわずかに浮き上がって揺れていた。


　言うまでもなく──先程タナロットの拳が失速し、拓人が軽い虚きよ脱だつ感を感じたのは、鈴穂が封印のリボンを解いてこの能力を解放しつつ近付いてきた為だ。


　鈴穂はいつも持ち歩いている機剣〈ワルプルギス〉をケースから抜き放ってその手に携えていた。剣と言うよりは剣身の付いたライフルの様な外観の〈ワルプルギス〉はやたらに威嚇的に見える。大きな丸眼鏡にドテラといった姿の少女というどうしようもなく間抜けな姿ではあるのだが──その間抜けさと、凶悪な〈ワルプルギス〉の輪郭が醸かもし出す雰囲気の落差は、一種異様な存在感を鈴穂に与えていた。


「な、な、なんだてめえ──」


　残る二人が慌てた様子で喚く。


　まあ当然ではあろう。銃器とも刃物ともつかない武器を持った、しかも眼鏡にドテラという格好の女の子がいきなり現れて仲間をぶん殴ったのである。いくら不良少年でも慌てはする。


「感謝しろよ。わざわざ『峰打ち』なんだから」


　言ってにたりと肉食獣めいた笑みを鈴穂は浮かべた。


　ちなみに彼女の持つ〈ワルプルギス〉、刀身それ自体に刃はない。〈ワルプルギス〉は作動モードや装そう塡てんされた発電カートリッジの選択によって、数百ボルトの電撃から、鋼鉄をもバターの如ごとく切り裂くプラズマ・エッジまで、自由に発生させて敵を攻撃する事ができるが、刀身そのものはあくまでもその『芯棒ステム』に過ぎない。


　鈴穂の言う峰打ちとはつまり、素のままの〈ワルプルギス〉でぶん殴ったという事であろう。まあそれでも構成部品のほとんどを金剛石──つまりはダイアモンドで造られたこの凶器の硬度は凄まじく、殴られれば当然ただでは済まなかったりするが。


「鈴穂──」


「やっぱり二人だけにしとくのはちと不安だったんで追っかけてきたんだけど。正解だったかな？」


「今回ばかりは感謝」


　溜息をついて拓人はそう言うと、続けて短く口の中で呪文を唱え、指先を振って空中に魔法陣を描いた。指先の残像が虚こ空くうに光となって残留し、ごくごく簡単な魔法回路を形成する。


　拓人は仕上げとばかりにその両手を打ち鳴らした。


　──ぱん！


　鋭い音が寒気の中に響き渡る。


　それを耳にした瞬間、残りの少年二人も仲間と同様に気を失って地面に倒れ込んだ。少年の一人が持っていたスタンガンが意外に安っぽいカラカラという音を立てて転がってきて、拓人の靴の爪先に当たる。


　それを拾い上げて拓人は短く安あん堵どの溜息をついた。


「念のために腕の一本でも折っとくか？」


　などと鈴穂が物騒な事を聞いてくるが、拓人は首を振ってスタンガンを投げ捨てた。


　今、少年達を気絶させたのは、〈学園〉がまず最初に生徒に教授する簡単な護身用の魔法である。


　対象として設定した相手の意識を瞬間的に凍結させ、同時にさかのぼっておよそ半時間程の記憶を消去する。ちなみに記憶消去は魔法の使用を──ひいては〈学園〉の存在を秘ひ匿とくする為に必要とされている為に組み込まれている効果だ。実質的には瞬間催眠術に近く、物理的に無理な干渉をする訳でも、広範囲に恒常的な作用を及ぼすものでもないので、拓人の様な半人前の魔法使いにも状況に影響される事なく使える魔法の一つだった。


「タクト」


　タナロットが駆け寄ってきて拓人の手にしがみつく。


　すかさず鈴穂が怒鳴ろうと口を開くが──


「タナロット。駄目だって言ったよ」


　そんな拓人の言葉を聞いて鈴穂は口をつぐんだ。


　タナロットもまず不思議そうな表情を浮かべ、そしてすぐにそれが不安の色に曇る。いつもと変わらぬ彼の声の裏に、僅わずかではあるが滅多に聞く事のない響きが混じっているのに気付いたのだろう。


　そしてタナロットはともかく、恐らく付き合いの長い鈴穂は、その響きが滅多に見られない拓人の『怒り』を示すものであると気付いた筈だ。


「──タクト？」


「タナロット。タナロットは普通の人を殴ったりしたら、駄目なんだよ」


「──みゅ？」


　意味がわからない、といった様子で首を傾げるタナロット。


　まあ当然といえば当然だろう。彼女はいつも〈宵藍の侵奪者ミツドナイトブルー・ヴアンパイア〉状態の鈴穂とは遠慮なく取っ組み合いをしているからだ。鈴穂との喧嘩では彼女の力は一割以下に落ち込んでいるので、まあ他愛ないものだといえるが……それ故に、タナロットは自分の一撃が下手をすれば人間を殺してしまうものであるという事を自覚していない。


　しかも──


「下手をしたら殺しちゃうよ」


　そう言われたタナロットはごくごく自然に──まるで知らなかった決まり事を聞かされた子供の様に平然と尋ねてきた。


「殺したら駄目なのであるか？」


「…………」


　拓人は一瞬──言葉に詰まった。


「タナロット……」


　タナロットを見ている自分の表情が強こわ張ばるのを感じる。


　彼女は冗談でも威い嚇かくでもなく、本気で少年達を『潰す』つもりだったのだろう。その結果が彼等の死であったとしても、彼女は全く頓とん着ちやくしないに違いない。彼女にとってそれは本当にどうでも良い事なのだ。


　彼女はただ単に後こう顧この憂うれいもない様、確実に、拓人に害を及ぼす存在を排除しようとしただけの事である。タナロットにしてみれば蚊を叩き潰す程度の感覚でしかないのだろう。そこに悪意はない。むしろ彼女の頭の中には純然たる拓人への好意だけが在る。そして彼女にはそれだけしかない。


　しかし……


「……タナロット」


「みゅ？」


「マンションは目の前だから先に鈴穂と帰ってて。僕は救急車呼んでから戻るよ」


　そう言って拓人はゴミの中から気絶した少年を引っ張り出した。


　まだ息はしているが、少量とはいえ血を吐いた事からすれば内臓を傷つけている可能性もある。平手の、それもたった一撃とは思えない程、深刻なダメージであった。


「…………」


　拓人は唇を嚙む。


　今まではあまり意識していなかったが──改めて拓人はタナロットが自分達と違うものであると思い知らされた様な気がした。彼女は人間ではない。人間の常識など通用しまいし、それを彼女に期待するのも無理な話だ。


　彼女は拓人や鈴穂とは違う生き物なのだ。


　雌や縄張りの取り合いで結果的に殺し合うまで争う生物は確かに居るが──生存権の絡まぬ領域で非生産的な『同族殺し』を目的として行うのは人間だけである。そしてそれ故にこそ『同族殺し』に関して過剰な程の嫌悪感を抱くのもやはり人間だけなのだ。


　故に──この感覚を他の生物に理解させるのは難しいだろう。


　まして死を実感として認識し得ない神や魔ともなれば尚なお更さらだ。タナロットに『人間を殺してはならない』という倫理観を期待する方が間違いなのだ。


　無論、そんな事は拓人も理解している。


　いや──していたつもりだった。


　確かに耳の形は人間と違う。この紅玉の様に紅い髪も人間には備わり得ないものだ。タナロットの外観は人間のそれではあり得ない。


　しかしそれはやはり拓人にとっては些さ細さいな違いでしかない。


　心の何処かでは、やはり人の似姿を採り、人の言葉を喋しやべる彼女に、拓人は人間と同じ感覚を期待してしまっていたのだ。そうした先入観や常識への拘こう泥でいが魔法を学ぶ者にとっては時に致命的な愚考となる事も彼は知らされていたが……


「タクト……タクト？」


　タナロットが不安げな表情で彼の顔色を窺うかがってくる。


「いいから先に戻ってて。命令だよ」


　何とか笑顔を取り繕つくろうと、拓人は冗談めかしてそう言った。







＊







　赤い回転灯の光が夜の街路を滑ってゆく。


　道路の片隅に停められた救急車は不良少年達を収容してその後部扉を閉めた。


　幸いにして、入院治療が必要な程の怪我を負ったのは最初にタナロットにぶっ飛ばされた少年だけだった様だ。他の少年達も念のためと病院へ行く事になった様であるが、いずれも自分の脚で歩いて救急車に乗る事ができた。


　拓人はというと、少し救急車から離れた場所で白衣の救急救命士と話をしている。彼は少年達が倒れている所にたまたま通り掛かった無関係の人間、という立場で救急車を呼んだらしい。〈学園〉の秘匿義務を考えれば事実をありのままに話す訳にもいかないだろうから、これはまあ適切な処置と言える。


　そして──


「うーん……」


　そんな拓人を地上二十メートルの高みから見下ろす人影が二つ在った。


　拓人のマンションの側に隣接する五階建てのビルの一つ──その屋上。そこには常識とか脈絡とかをかなり無視して、ボンテージファッションの娘と、巫女服姿の娘とが、落下防止の金柵の上に並んで腰掛けていた。


　普通の人間ならば思わず腰が引けてしまいそうな場所なのだが──娘達は二人共にこの高さを気にした様子もない。余程に剛ごう胆たんなのか、単なる馬鹿か、それとも他に理由があるのか、とにかく娘達は平然とした様子で眼下の拓人と救急車を眺めていた。


「さすがにそう簡単にはいかないわね」


　巫女装束の娘が言った。


　もっとも言葉上はともかく口調にはあまり残念がる様子もない。娘は赤い袴と足た袋びに包まれた脚をぶらぶらとさせながら淡々と言葉を続けた。


「ゴロツキに絡まれた挙げ句にものの弾みで死亡──ってのが理想的だったんだけど」


「ちょっと催眠暗示が足らなかったかしらネ？」


　ボンテージファッションの娘が何処か発音のおかしい口調でそう応じる。


「いや──」


　巫女服の娘は首を振った。


「〈宵藍の侵奪者ミツドナイトブルー・ヴアンパイア〉はともかくとして……腐っても魔法使いと神魔だものねえ。元々ただの人間には荷が重いわよ。これで上手くいけばしめたもの──とは想ったけど」


「さすがにそう甘くはナい──ト」


「そうね」


「でも下手に私達が動き回ると〈学園〉に気付かれる恐れもあるしネ。連中に嗅ぎ付けられると後々面倒な事になるシ」


「かといってこのまま何度も暗示掛けた人間をぶつけ続けるのもそれこそ不自然だし、第一、確実に目的が達成できるとも思えないわね……」


　そう言って巫女服の娘は懐ふところに右手を入れるとそこから小さな玉を取り出した。


　色は白。大きさはピンポン球程度。重さを確かめるように娘はそれを空中に放り投げて、落ちてきたところをさっと受け止める。


「折せつ角かくだし、上司から預かってきたんだし──これ使ってみようか」


「そうネ。私らが直接出で張ばるよりはマシかナ。何だか〈学園〉の付つく喪も神がみとか魔法使いも見張りに付いてたりするみたいだけど、そヽれヽならまあ実際に接近するまでは気付かれないでしょうしネ」


「──ん」


　頷くと巫女装束の娘は再び球を懐に収めた。


「で──依より童わらはどうする？」


「ん。どうせだから彼等に頼みましょうカ」


　ボンテージ娘がそう言って見据えたのは──不良少年達を収容して走り去ってゆく救急車であった。
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　翌日──


「ははあ」


　拓人から話を聞かされた榮太郎は頷うなずいた。


「なるほどな。まあそういう事もあるさ」


「……わかってたつもりなんですけどね」


　拓人は呟いて背後を振り返った。


　彼等が今居るリヴィングルームの端は廊下に通じており──その奥にはタナロットにあてがわれた部屋がある。今、彼女は拓人に命じられてその部屋に居る筈だった。


　当然、彼女は拓人の側に居たがったが、タナロットにこの話を聞かせても良いものかどうかわからなかった拓人は、自分の部屋に居るようにと命令したのである。


　鈴穂も勉強があるからと部屋に戻っており、今は拓人と榮太郎、そしてエーネウスがリヴィングのテーブルを囲んでいた。


「しかし拓人、今更言うのもなんだが──おまえもお人好しだな。そんな連中がどうなったっておまえの知った事じゃないだろ」


「そんな事ないですよ」


　表情を厳きびししくして拓人は言う。


　実のところ〈学園〉関係者の中には俗世間の法律や道徳に価値を見いだしていない者も多い。そもそも法律や道徳とは万能ならぬ人間が、不平等なものを無理矢理平等に扱う事を目もく論ろんで生み出したシステムである。理想と現実の間で妥協案として生み出されたものであるが故に、これらは実は穴だらけの不完全な代物であり──魔法という特殊な要素をそこに加えると途端にその内に孕はらんでいた矛む盾じゆんが幾つも露呈してしまう。


　これに我慢ならないとする魔法使い達も少なくないのである。


　そうした魔法使い達はほとんど俗世との繫がりを断って〈学園〉の在る亜空間に居を構える事になる。


　まあそれはともかく──


「人を殺すって事は、その人の未来を奪うっていう事です。何処まで行けるか──そんなその人の可能性をつみ取るって事です。そんなのは僕はどうしても我慢できません」


「……うーん」


　榮太郎が腕を組んでソファにもたれかかる。


「まあ言わんとする事はわかるが──やっぱりお人好しに過ぎるような気がするけどな」


「そこが拓人さんの美点でしょう。御主人様もそうおっしゃった筈」


　ふと思い付いたかの様に、エーネウスが口を挟んでくる。


「少し、よろしいですか？」


「どうぞ」


　口出しの許可を求める使い魔に榮太郎は気楽に頷いて見せた。


「拓人さんは今、『人間と同じ格好をしているから、ついつい人間と同じ感覚を求めてしまう』とおっしゃいましたが、案外それは貴方だけかもしれません」


「え？」


「俗世間では肌や眼の色が違うだけで『あれは人間ではない』と断じていた時代もありましたし、現に今でもそれを理由に殺し合いをしている者達が居ます。皆が貴方の様な考え方をしているのならば、きっとそんな事で殺し合いなんか起きるはずがないのです」


「……そう……でしょうか」


「はい。事件そのものはともかく、貴方がタナロットさんを人間と同じように扱おうとしたその気持ち自体は、恥じる必要などないでしょう」


「…………」


　想っても見なかった事を言われて──拓人は思わず黙り込んでしまう。


「拓人さんは、もっと自分に自信を持たれても良いと想いますよ」


　そう言って──メイド姿の使い魔は微笑んで見せた。
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　タナロットはぼんやりと窓の外を眺めていた。


　拓人に『自分と違う部屋に居るように』ときつく言い渡された事は、かなり彼女にとっては不満であり──また不安な気持ちを抱かせていた。


　はっきりと表には出さなかったものの、拓人がタナロットに対して怒っていた事は彼女自身も気付いてはいた。普段はひたすら優しい拓人だからこそ垣かい間ま見せた怒りの感情は、たとえ一瞬とはいえタナロットにも感じ取れたのだ。


　だが──拓人が何を怒っていたのかタナロットにはわからない。


　また拓人が断片的とはいえ、怒りの感情を示したのは昨夜の一瞬だけで、それからはまたいつもの優しい彼に戻っている。だからこそ彼がタナロットの何に対して怒ったのかが理解できていなかった。


「みゅー……」


　窓を開いて窓枠にべたり、と猫の様に寄りかかるタナロット。


　困った。どうにも困った。拓人に嫌われたくはない。でもそもそも何で怒ったのか拓人は教えてくれない。だとしたらこれはタナロットが当然自分で気付いてしかるべき理由なのだろうか。


「みゅううううううう……」


　窓枠に顎を載せたまま呻く。


　どうにも考え事は苦手なタナロットであった。


　そんな時──


「──みゅ？」


　眼を瞬かせてタナロットは身を乗り出した。


　視界の中を白いものが動いている。


　小さな小さな白いもの。


　それが幾つも幾つも窓の外で上から下へと落ちてゆく。


「みゅ？　みゅみゅ？」


　タナロットは眼を凝こらすのだが、対象があまりに小さいのでよく見えない。しかも動いている。その赤い双そう眸ぼうをきょろきょろと動かしながらタナロットは身を乗り出し、虫を捕らえようとする猫の様に、両手を突き出してその白い点の一つを捉え──たところでバランスが崩れた。
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「みゃーっ!?」


　声を上げながら窓の外に在るベランダにタナロットは落っこちる。このマンションはかなり余裕のある造りをしており、その中でも特に広い拓人の家は、北側を除く三方をぐるりとベランダが取り囲む形状をしていて、ベランダを通ってでも隣の部屋に行ける。このお陰でタナロットは地上まで真っ逆さまに落ちずに済んだのだ。まあ落ちても被害を受けるのは地面の方で、彼女は全く平気だろうが。


「みゅう？」


　摑んだ掌を開いて見るタナロット。


　小さく冷たい感触は確かに残っているというのに、その白いものは何処にも見当たらなかった。


「？……みゅ？　みゅうう？」


　首を傾げて考え込むタナロット。


　そこに──


『何やってるの？』


　がら──と音を立てて窓を開けながら隣の部屋から鈴穂が顔とノートを出した。どうやらタナロットが落ちたときの悲鳴と音を聞きつけたらしい。


「みゅ？　この白いものを捕獲しているのである」


　屈くつ託たくのない表情でタナロットはそう言った。ちなみに彼女は手足が剝むき出しの、まるで水着かレオタードか、といった様な格好なのだが、吹きさらしのベランダにいても、全く寒がる様子がない。


「……？」


　意味がわからない──といった表情を一瞬浮かべてから、鈴穂は頷いた。


『雪ね』


　そう書いたノートを示す。


『雪も知らないの？』


「これが雪であるか。初体験である。しかし確かに捕獲した筈が消えてしまうとは奇っ怪なのである」


「……？」


「こうして──」


　タナロットはひょいと両手で再び猫の様に空中の雪を捕まえる。


「捕まえてもいざよく見ようと思うと、消えているのである」


「…………」


　鈴穂は困った様な表情を浮かべてしばし何やら考えていた様子であったが──


『雪は手に取ったら体温で溶けて消えちゃうの』


「…………？」


　首を傾げるタナロット。


　鈴穂は少し考えてから、一旦部屋の中に引っ込むと、黒いプラスチック板──下敷きを持ってきてそれを空中に差し出した。


　一つ。二つ。三つ。雪が黒い平面の上に次々と落ちてはわだかまる。だが体温を持たないそのプラスチック板は雪を溶かしてしまう事なくそこに残留させた。


　鈴穂はそれをタナロットに向けて差し出す。


　タナロットはベランダの上を駆け寄ってきてしげしげとそれを眺めた。


　鈴穂は人差し指を出して雪片の一つに触れる。するとそれは途端に溶けて無色透明の水となる。その様子を見てタナロットは驚いたように声を上げた。


「みゅ？　みゅ？」


　自分も指を出してみて雪に触れる。


　白く冷たい結晶はいずれもさっと水に変じて雪としての存在に終わりを告げた。


「これはどうやったら元に戻るのであるか？」


　そう聞かれて、思わず鈴穂は眼を丸くした。


　解けた雪を元に戻す──そんな事を普通は考えたりしない。水を氷にする事はできるだろうし、降雪機を使えば空気中の水分を雪の形に結晶化させる事はできるだろう。だが今、この下敷きの上で溶け、水分となってしまったものを、雪に戻せと言われてもどうしたら良いのかわからない。魔法でも使えばあるいは可能なのかもしれないが──


『無理。できない』


　鈴穂はそう答えた。


「元には戻らないのであるか？」


『戻らないよ』


「──みゅ？」


　そう言われ──もとい書かれて、タナロットは眼を丸くしてその下敷きを見つめた。


　下敷きの上には今も尚、次々と雪が落ちてきている。まるで星空の様に黒い平面に白い点が幾つも幾つも増えてゆく。


　だが──


「元に、戻らない……」


　タナロットはその言葉を舌の上で転がすように呟つぶやいた。


　ふと彼女の脳裏に拓人の言葉が蘇よみがえる。


　何日か前の買い物帰りの時に彼が口にした台詞──


『二度と会えなくなるって事。その人に未来がなくなって──もう居なくなるって事』


『死体は残るけど──そこにもうその人は居ない。骸むくろがあるだけ』


　白い雪。


　透明な水。


　その間に在る不可逆な断絶。


　タナロットはしばらく考えてから──鈴穂を振り返って、言った。


「雪は『死んだ』のであるか？」


「…………」


　鈴穂は困った様な表情を浮かべてしばし考えていたが──


『そうね。この雪は死んだって言えるかもしれない』


「……みゅ」


　タナロットは溜息の様な声を漏らして下敷きの上の結晶を見つめる。


『寒いから私は戻るけど』


　鈴穂はそう書いて示すが、タナロットはそちらには眼も向けず、ただ無心に下敷きの上の雪を眺め続けている。鈴穂は溜息をついてタナロットの手を取ると、下敷きを持たせて自分は部屋の中に引っ込んだ。


「……みゅ」


　下敷きの上にまた雪が積もってゆく。


　繊せん細さいで微少な結晶体。


　わずかな体温、わずかな圧力でそれはいとも簡単に喪われてしまう。


　それは生命などとは全く関係のない、単なる自然現象に過ぎないが──


「みゅう」


　首を何度も捻りながらもタナロットは飽きる事なく雪を見つめていた。








第三章　そろそろ洒しや落れにならないんですけど。












　少年はただただ恐怖していた。


　訳がわからない。何がどうなっているのかわからない。


　昨日今日と訳のわからない事が立て続けに起こる。


　確か昨日は仲間達とコンビニの前にたむろしていた。その事は覚えている。間違いない。だがその前後がどうにも想い出せないのだ。


　そもそもいつもたむろするコンビニではなく、そこから一キロ以上も離れたコンビニにわざわざ集まった理由がわからない。単に気き紛まぐれなのかもしれないが、そこに行こうと決めた際の記憶がない、気が付いたら、いつものコンビニに居るつもりで、全く別のコンビニに居たのだ。


　しかも──その後気が付いたら自分達は地面に倒れていて、見知らぬ少年が救急車を呼び付けていた。仲間の一人は重傷で、自分達も頭を打っている恐れがあるから、と救急車に乗せられて病院へと連れて行かれた。


　一直線に続いている筈の時間が分断される違和感。


　欠け落ちている記憶の断片ピース。


　いや──ただそれだけならばまだいい。マリファナや覚かく醒せい剤ざいをやっている時も、記憶がごちゃごちゃになったり、一部飛んだりしている事はよくある。そして駅前の外国人から暴力団に就職した先輩まで、ドラッグを手に入れるルートには事欠かない昨今、彼等にとって『飛ぶ』のはそう珍しい事ではなかった。


　だが──


「ああ……あああ……」


　彼は自室で思わず後ずさった。


　目の前に居る女二人組。こいつらは誰だ？


　なんの脈絡もなく、それこそ魔法みたいに、気が付けば彼の部屋の中に居た。玄関を通ってくれば親が気付かない筈がないし、窓から侵入するのなら、そちら側を向いて座っていた彼が気付かない筈がない。


　しかも──


「何度も悪いけド、もう一度協力して欲しいノヨね」


　語尾の発音が狂った奇妙な口調でボンテージファッションの娘が言う。


「お友達にも協力してもらったかラ。貴方もいいヨね？」


　少年は首を振った。


　何だかわからないが本能的な部分が『これはヤバイ』と告げていた。そして勘が、欠落している記憶の原因がこいつらにあると主張していた。そうだ。自分はこいつらに前にも会っている。会って──


「嫌だと言っても選択肢は他にないのだけれどね」


　そう言って巫み女こ服の娘が近付いてきて懐ふところから小さな球体を取り出した。一見するとなんの変哲もない白いピンポン球。だがよくよく注視すれば、それは白い表面を通して内部を透かし見る事が出来──その中では何やら複雑な幾何学模様が回転しているのがわかった。


「これは〈天使の卵エンジエル・エツグ〉。要するに探査系の結界に引っかからない様に魂こん魄ぱくだけを遊離した上で霊的質量を圧縮保存したもの。適当な肉体に接触すれば、即時にその内部に侵入、憑ひよう依いして自らを展開する。光栄に想いなさいね──最下級とはいえ神の眷けん属ぞくが貴方の内に宿るのよ？」


　そう言って巫女服姿の娘は逃げる間も許さず少年に近付くと、彼の額にその白い球体を押しつけた。


「──ひっ!?」


　少年が悲鳴じみた声を漏もらす。


　あろう事か──確かに実体としての質感を持っていた筈のその球体は、まるで幻影であるかの様になんの抵抗も示さず彼の頭に、頭ず蓋がいの中に沈んでゆくのである。


　同時に、少年は自分の意識と身体にずれが生じ始めている事に気付いた。


　身体が動かせない。四肢の感覚がない。


　なのに指先は勝手に動いて拳を握ったり開いたりしている。まるで──他人の身体になったかの様に。


「あ……あ……マ……ママ、ママ、助けてママ──ッ！」


　少年はまだ辛うじて自由になる口を開き、必死に声を振り絞って助けを求めた。


　だが──


「あらあラ。『ママ』だっテ。見掛けによらず可愛いじゃナい。一所懸命なのネ。ママに助けて欲しくテ、声を張り上げているノネ？」


　ボンテージファッションの娘がにんまり笑って言った。


「でも無駄ヨ。この部屋から音は漏れなイ。貴方の悲鳴は何ど処こにも届かなイ。誰にも届かナい。私は音界の女王。轟音も微音も慟どう哭こくも罵ば声せいも──全ての空気振動は私に従ウの」


　ボンテージファッションの娘は、今や白目を剝むいてびくんびくんと痙けい攣れんを始めている少年の身体に向かってそう言った。


　音をたてて少年の身体は床に倒れ伏す。


　だがそこでも止まる事なく、まるで電気刺激を与えられた蛙の脚の如ごとく、びくんびくんと機械的な痙攣を繰り返している。そして──その光景をほんの少し上から少年の意識は呆ぼう然ぜんと眺めていた。


　これは何だ。


　自分があそこに居る。


　ではそれを上から見下ろしている自分は一体──何なのか？　自分は死んだのか？　死んで魂が遊離してしまったのか？　では──では今、別人の様に晴れやかな表情を浮かべて立ち上がったアレは一体誰だ!?


「ハレルヤ！」


　少年は──少年の身体は凶相に不似合いな程の爽さわやかな表情でそう言った。


「ハーレルヤ！　ハレルヤ！　ハレルヤ！　ハーレルヤ！　ハレールーヤー!!」


　両手を広げ、少年の身体はひょこひょこと奇妙な動きを──ひょっとしたら踊っているのかもしれない──繰り返しながら叫んだ。


「ハーレルヤ！　ハレルヤ！　ハレルヤ！　ハーレルヤ！　ハレールーヤー!!　ハーレルヤ！　ハレルヤ！　ハレルヤ！　ハーレルヤ！　ハレール──……」


「やかましい」


　言って巫女服の娘がいきなり拳で少年を──何かが入り込んだ少年の身体をぶん殴った。


　べしょ、という感じの音を立てて少年が床に這はいつくばる。


「いきなり何を」


「任務遂行中だろうが。意味のない独演会は止めろ」


「いや、しかし」


　むっくりと起き上がりながら、少年の身体の中に居るモノは言った。


「久しぶりの人間界！　ハレルヤハレルヤ！　久しぶりの受肉！　ああ、素晴らしい！　人間の身体を駆け巡る神経信号の複雑さたるや！　法悦感にくらくらする！　ついつい歌心が私を動かしたとしても、これは仕方のない事──」


「なんなら堕だ天てんするかイ？　紹介状書いてあげるヨ」


　ボンテージ娘が苦笑して言う。


「いやいや。その様な事は」


　何処か芝居がかった気き障ざったらしい動きでそう言うと、改めて少年の身体は床に膝を突いて娘達二人に恭きよう順じゆんの意を示した。


「お久しぶりですな、ミヤビ殿、並びにシンクラヴィア殿。上司より貴方達の命令に従うよう申し渡されておりますれば、何なりと御命令を──」


「他にも数体、〈天使憑つき〉を造った。彼等と協力して、〈聖母〉を襲い、これを殺害する。ただそれだけの事よ。できるわね、ロシナエル」


「〈聖母〉！」


　少年の身体は驚きを示して──やはり多分に芝居がかっているが──身をのけぞらせた。


「厄やつ介かいな連中が側そばに居るから、普通のやり方ではなかなか殺せないし、かといって私達が出で張ばると魔力放射ですぐに気付かれるので、それは最後の手段に取っておきたいし。なので、とりあえず貴方達の出番」


「とりあえず呼ばわりは心外ですが、これも務めなれば喜んで」


　言ってからロシナエルと呼ばれた少年の身体は肩を竦すくめて見せた。


「もっとも、末席といえども天使の身、さすがに任が〈聖母〉抹殺と言われれば少々複雑なものもありますが」


「場合によっては世界滅亡の危機よ。この際、しがらみは忘れなさい」


「御意」


　頷うなずいてロシナエルは言った。


「では──頼んだわよ。私達は少し離れた場所から見ているわ」


　そう言って巫女服姿の娘は小さく右手を振った。


　その残像が光を帯びて円をなし、それは更に自ら回転して球を成す。光り輝く球面は二人の娘──ミヤビとシンクラヴィアをその内に取り込んで回転し、そして次の瞬間には軽い音を残して弾け飛んだ。


　そこにはもう二人の娘の姿はない。


「さて──」


　呟つぶやいてロシナエルは立ち上がる。


　その時──


「シゲルちゃん……お夜食作ったんだけど……」


　部屋の扉越しに女性の声が聞こえる。


　何ど処こか遠慮というか怯おびえというか、そういうものが見え隠れする口調はどうにもそれらしくはなかったが──恐らくは母親であろう。この声を聞くだけで少年が家庭内でどういう立場に居るのかがよくわかる。母親の声は子を気遣う親というよりも、暴君の意向を怯えながら窺うかがう召使いのそれであった。


「いらねえよ。てめえが食え」


　ロシナエルはそれまでの口調とは打って変わった──まるで一瞬少年本来の状態に戻ったかの様な口調でそう返した。


「そ……そう……」


　気落ちする様子が眼に見えるかの様な声でそう言うと、足音が遠ざかっていく。


　ロシナエルは長々とこれ見よがしの溜息をついた。


「全く。仕事ながらも下品な言動は気疲れする。そもそも最近の人間は親を敬うやまう気持ちが著いちじるしく欠けている。由々しき事態だ。そう想わないかね、シゲル君？」


　そう言ってロシナエルは空中を──自分の背後頭上を振り返る。


　そこにまるで風船の様に浮かびながら、シゲルという名の少年は『ママ、助けてママ！　行かないでママ──！　僕はここだよママ!!　気付いてよママ!!』などと泣き叫んでいたが……既に肉のない身の彼には、いくら喚わめいてもそれを声となして母の鼓膜に届かせる事はできないのだった。
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「生徒名簿？」


　榮えい太た郎ろうは首を傾げて言った。


　此こ処こは彼の研究室である。机の上に置かれたノートパソコンのディスプレイには、トリンの姿が映し出されていた。ちなみにトリン本体を搭載ロードしたパソコンは相変わらず拓たく人との家に貸し出されたままなので、これは榮太郎のパソコンの中にトリンが居る訳ではなく、回線経由での通信であった。もっとも精霊であると同時にプログラムでもあるトリン達にとってネットワークはいわば身体の一部であって、何処のパソコンのＭＰＵで稼か働どうしているかなどという事はさして意味がなかったりもするが。


「はい。発覚したのは先程ですが、十日前に何者かが〈学園〉のメインサーバー〈フィロソフィア〉に侵入して生徒名簿を調べた形跡があります」


「〈門番ゲートキーパー〉やら防壁やらは仕掛けてたんだろう？　電子的にも、魔法的にも」


「当然です。サーバー群には一基ずつそれぞれ専任の仮想神格が常駐して監視していますし、電子的防御も魔法的防御もそれぞれ何重にも掛けられています。生半可な魔力や電子技術では到底突破してその中のファイルを検索する事などできません。まして防壁突破程度ならばともかく、侵入した形跡そのものを何日にも渡って発覚しない様に隠す程の事は達人級の魔法使いでも難しいかと」


「試したことはないけど、そう言われると俺もやってみたくなるな」


　榮太郎が笑いながら言った。


「プログラム構造そのものに周期的なメビウス・パターンを組み込んで論理空間ごと閉鎖してあったので、外部からのアクセスそのものがクロック同調しないと不可能ですし、それすらも毎日午前０時に生成されたスクランブル・パターンで変調されてますから。理論的に無理とは言いませんが、佐久間さん、貴方でも手こずると思いますよ」


「ふふん。まあそれはまた今度」


　言ってから榮太郎は腕を組んだ。


「なんにしても──正規の手続きを踏める者ならわざわざ侵入の痕こん跡せきが残る様なアクセスはしないよな。堂々と閲えつ覧らんすりゃいいんだから。という事は、内部の人間の犯行ではなくて、それだけのプロテクトを破れる力を持った何かが調べた──と」


「恐らく」


　画面の中でトリンが頷いた。


「外部からの侵入に偽装した内部の者の犯行、という事も考えられますが」


　榮太郎に珈琲のカップを手渡しながらエーネウスが言う。


「まあそうだけどな。しかし十日前、か。どうにも気になるな」


「ですね」


　トリンが言って幾つかの表示画面をディスプレイの中に開く。


「関連があるのかどうかわかりませんが、原因不明、未確認情報、あるいはタナロット周辺のでき事、これを列挙すると以下の様になります」


「タナロットの誤召喚が十五日前。魔界神界との連絡がとれなくなったのが十四日前。魔界神界双方からの人間界侵入を試みた痕跡が探知されたのが十三日前から十日前までにおよそ八回。サーバーへの侵入が十日前。タナちゃんと鈴穂ちゃんの決闘に際して未確認の魔力パターンが〈学園〉内の結界に引っかかったのが八日前。でもって──昨日の拓人が襲われた一件。なんか全部繫つながってる様に見えて仕方ないんだがね」


「私にもそう思えます」


　トリンが表示画面を閉じながら言った。


「神界も魔界も、あくまで知らぬ存ぜぬで通すつもりなんだろうし──さてどうしたもんか。タナロットの出てきた際の召喚魔法については何かわかった？」


「いえ、基本的に〈学園〉基準の召喚魔法術式と同じものです。拓人君が多少手を加えている部分はありましたが、そこを含めて検証した結果、やはりタナロットの様な高位存在を召喚できる様なものではありません。もっとも、実際に作動した際に、何らかの原因で式が書き変わってしまった可能性はありますし、霊身相関現象が絡んでいる可能性はあるのですが。これはまだ当時の残留魔力パターンから解析中です」


「すまん、俺のせいだな」


　榮太郎は肩をすくめた。


　鈴すず穂ほに〈宵ミツド藍ナイトのブル侵ー・奪ヴアン者パイア〉を発動させて魔力を吸収させたのは榮太郎だ。結果的に現場に残っていた魔力行使パターンの痕跡は搔き乱され、〈学園〉側の消火が難航している原因の一つになっている。


　ちなみに──『霊身相関現象』というものは、召喚魔法においてごくたまに見られるものである。


　人間に『これは焼け火箸だ』と暗示をかけて木の棒を腕に押しつけると本当に火傷やけどの跡ができるという話は有名だが、この事からもわかるように、肉体と精神は世間的に言われるような完全な二元論構成ではなく、かなり密接な関係となっている。


　霊身相関現象というのは、これが更に極端な形で出たものだ。


　本来、予定されていない『器うつわ』、つまり依より代しろの中に無理矢理霊体を封じ込めた場合、大抵は霊体の持っている本来の力の幾つかが使えなくなるか、あるいは入りきれずに召喚魔法そのものが失敗してしまう。最悪の場合には、依代の破壊さえあり得る。


　小さなコップの中に十リットルの水を入れようとする様なものだ。水がこぼれて量そのものが減るか。途中で注いでいる者が無理と諦めるか。あるいは器自体が耐えきれずに割れるか。普通はこの三択しかない。


　だが希まれに幾つかの条件が重なって、中に入った霊体が苦し紛れに依代を自ら──半ば自動的な反応で、霊体自身は意識していない事が多いのだが──作り替えて定着してしまう事がある。前記の喩たとえをそのまま使うのならば、たまたま伸縮自在のコップだったので、元々は入らない筈の水が、結果的には無理矢理詰め込まれてしまった様な状態だ。


　この、封入された霊体による依代の改造現象を霊身相関現象と〈学園〉では呼んでいる。


　実を言えば、エーネウスもこのパターンである。


　本来、アメーバの様な単純な依代に最下級の魔物を憑依させる筈だったのに、タナロットの様な複雑な肉体構成を持った存在が出現してしまったのは、恐らくこれで説明ができる。


　だが、それはそれとして、では一体その中に封じ込められた霊体の素す性じようは何なのかという疑問はやはり残るのである。そしてその属性が消失して、神とも魔ともつかない状態になっている事も謎のままだ。


「んー……」


　榮太郎は腕を組んだまま天井を仰ぎ見る。


　そして──


「すまん、トリン。ちょっと用を想い出した。今日一日は留守にするから、拓人の護衛と監視はよろしく」


「はい。念のためお聞きしますが、どちらへ？」


「秘密──」


　片目をつぶって見せてからそう言い──榮太郎はパソコンを操作してネットワークとの接続を切った。


「さてエーネ」


　メイド姿の使い魔を振り返って榮太郎は言った。


「出掛けるぞ。支度しろ」


「どちらへ？」


　とは聞くものの──エーネウスの表情は『困った人ですね』と言わんばかりに苦笑を浮かべている。彼女の言葉は質問と言うより確認であった。


「古巣だよ。異界転移用の大型魔法陣を描くから、教務課に言って第十八実験室を借りる手配を」


「──御意」


　そう言ってエーネウスは一礼した。
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　でもって。


　今日も今日とて鈴穂とタナロットは飽きもせずに拓人の争奮戦を展開していた。


『だから』『離れなさい！』


　もう何十回何百回と使い倒して端がすり切れているページを示しながら、タナロットを拓人から引き剝はがしにかかる鈴穂。だがタナロットはタナロットでその熊並みの力を使って拓人の身体にがっちりとしがみついているので、なかなか引き剝がせない。


「嫌なのである。鈴穂は黙って部屋でドテラ着て勉強しているのである。我はタクトと遊ぶのである」


『タクちゃんも期末試験近いの！　勉強しないと駄目なの！』


「大丈夫なのである。タクトはきっと頭が良いから、勉強しなくてもいいのである。勉強するのはお馬鹿な鈴穂だけなのである」


「～～～～っ！」


　鈴穂は起動前の〈ワルプルギス〉を持ち上げると、がしがしとタナロットの頭部を小突きまくるのだが、タナロットはユーカリの木にしがみつくコアラの如く、ぎゅっと拓人に抱きついたままでやはり離れようとしない。


『離れなさい！』


　ちなみに実のところ、成績云うん々ぬんは拓人も鈴穂もそう大差ない。無論通っている学校そのものの偏差値があるので、一概には比べられないのだが、全国統一模試なんぞで順位を見ていると、拓人も鈴穂もそう離れた数字が出てくる事はなかった。


　だから拓人も期末試験に向けて勉強しなければならないと言われればその通りなのである。だがやはり今はタナロットの一件が片づいていない為にそんな気にはなれず、また事情が事情だけに試験成績の方は〈学園〉側で適当に誤魔化しておいてくれる、という話がついているので、鈴穂ほど、追い詰められた感じはない。


　とはいえ──


『ちょっとはタクちゃんの迷惑も考えなさい！』


　鈴穂はそう書いてぐりぐりとタナロットの頰ほおにノートを押しつける。


「タクト。我が居たら迷惑であるか？」


「え？　いや──そ、そんな事は」


　たとえ心底から迷惑だったとしても、自分に好意を寄せてくれている相手にそうだとは言えない──まあ拓人とはそういう少年である。気が弱いというよりも、根が善人な為に、他人の感情に対して必要以上に共感してしまい、気を回しすぎるのだ。


「迷惑であるか？」


　念を押す様に尋ねながら、うるる……とタナロットの赤い眼が濡れる。


　拓人は思わず力一杯首を左右に振って否定してしまった。


「いや……そんなことはないよ、うん」


「……みゅっ」


　どういう構造になっているのか、途端に涙を瞬間的に引っ込めて鈴穂を振り返り、にか、と勝ち誇った笑みを浮かべるタナロット。


『何よ、その『ふっ』とか台詞の入りそうな笑いは!?』


　鈴穂が書いて地じ団だん駄だを踏む。


「いつも鈴穂がしている事である」


　平然とタナロットにそう言われ、鈴穂は真っ赤になって立ち竦すくむ。


　まあ言われてみればその通りだ。そして拓人はもう条件反射というか、こういう眼をされると問答無用で折れるしかない性格なのである。今まではその対象が大体において鈴穂だけだったので、これは彼女専用の対拓人用必殺技だったわけであるが──


「いつまでも鈴穂だけの技ではないのである。おごれる鈴穂久しからずなのである。祇ぎ園おん精しよう舎じやの鐘の音がごんごん16ビートで鳴り響くのである」


『おごってるのはタナ郎の方でしょ!?』


　訳のわからん事を言うタナロットに、乱れまくった字を書いて反論する鈴穂。とはいえ、どうしても字を書くタイムラグが生じてしまうので、なんというか、苛いら立だちが募つのる。想った事をそのまま口に出せるタナロットの方がこういう舌ぜつ戦せん──というかなんというか──ではまあ有利だ。


　なので──


「…………！」


　鈴穂は髪を束ねていたリボンを外した。


　音もなく解けて藍碧の色に染まる長い髪。


「つー訳でタッチ交代だ、覚悟しろ、赤コアラっ！」


「みゅみゅ？」


　眼を瞬かせて振り返るタナロットに〈ワルプルギス〉を突きつける蒼そう髪はつの鈴穂。


　だが──


「……みゅ？」


　タナロットは何を想ったか、あれほど強固にしがみついていた拓人の身体からさっと離れると、鈴穂に真正面から向き合って、しげしげと彼女を眺めた。


　いや、それどころか一歩近付くと、何かを確かめるようにしてじろじろと鈴穂を眺める。その様子は初めて見たものを匂いで確認する犬の行動を想わせた。


　そして──


「な……なんだよ？」


　珍しい行動に思わず蒼髪の鈴穂も気味悪そうに身を引く。


「……みゅ」


　タナロットはいきなり手を伸ばすと、いきなり鈴穂の髪の毛を引っ張った。


「痛っ、こら、なにするんだっ!?」


　思わず逃げようとする鈴穂にしがみついて、いきなり頰っぺたやら手やらを引っ張ったり押したりし始めるタナロット。予想外の攻撃（？）にさすがの鈴穂も困惑の表情を浮かべてよろめいた。


「こら、何を──ひゅろろふぁらへっ!?」


「みゅー」


　鈴穂の頰を引っ張りながら首を傾げ──そしてタナロットはにっこりと笑った。


「──へ？」


　邪気も屈託もないその笑みの意味がわからず、眼を瞬かせる鈴穂。


「死なない。壊れない。なくならない」


「はあ？」


「タクト──」


　タナロットは鈴穂同様、タナロットの不可解な行動に眼を丸くしている拓人を振り返って言った。


「スズホ、死んでないのである」


「いや、そりゃ死んでないけど」


「このスズホは大丈夫」


　そう言うと、タナロットはいきなり両手で鈴穂を突き飛ばした。


「ぐえっ!?」


　不意を突かれた為に、為す術すべもなく吹っ飛ぶ鈴穂。ソファを巻き込んで派手に転倒する彼女を見ながら、タナロットは嬉しそうに声を上げた。


「みゅ。スズホは、大丈夫」


　言って飛びかかる。


「あ──タナロット？　ちょっと、タナロット!?　鈴穂!?　ちょっと!!」


　反射的に拓人は止めるが、もうタナロットは聞いていない。まして手痛い先制攻撃を喰った鈴穂はもう完全に怒り狂っている状態である。


「この、てめ、赤コアラ！　不意打ちとは卑ひ怯きようだぞ!?　だあ、髪の毛引っ張るなっ!!　嚙み付くな！　だああっ!!」


　喚きながら〈ワルプルギス〉を振り回す鈴穂。


　取っ組み合いなんだか、じゃれ合いなんだかわからない状態で床の上を転がり回る少女二人を半ば呆然と眺めながら、拓人は呟いた。


「タナロット……まさか……」
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　高次領域──いわゆる魔界や神界といった世界──に実は定まった形はない。


　それはある意味で寒さ河が江み教授の部屋と同じ世界であり、その様相の全ては見る者の意識によって決定される。白いと思う者には白い世界となり、黒いと思う者にとってそこは黒い世界となる。そもそも物質的な束縛を持たないというのはそういう事である。


　ただし、それだけに刺激の少ない世界でもある。


　だから敢あえて神族や魔族は人間達の世界における多様な文化や風俗を持ち込んで、自分の周辺を飾り立てたりしている事が多い。人間と異なり神や魔は文化や風俗を持たない。そのようなものは永えい劫ごう不ふ変へんの存在である神や魔にとっては必要のないものであり、だからこそ彼等はそれを創り出す能力を持たないのだ。


　ものを創り出し、変化を与えるのは、実は人間の能力なのである。


　それはさておき──


「…………ん？」


　魔神グシオンはふと執務机に積まれている書類から顔を上げた。


　がっしりとした体格で、長い黒髪を後方に流し、目元には丸眼鏡、身体は麻色のローブをまとった中年男性の姿をしているが──無論、こうした姿は便べん宜ぎ的なものでしかない。ただ彼は今の自分のこの姿が気に入ってはいた。


「──誰か居るのかね？」


　言って彼は部屋を見回す。


　彼の執務室の内部では、うずたかく積まれた書籍があちらこちらで墓場における卒そ塔とう婆ばの如く乱立していて、ちょっとした衝撃でも与えれば全てが連鎖的に崩れてきそうな様相を呈していた。この部屋の中を何事もなく無事に歩き回ろうと思えば、かなりの神経を消費せざるを得ないだろう。


　そして──


「──ふむ？」


　まるで迷宮の如き室内に何い時つのまにやら一人の青年が立っていた。


「人間……か？」


　外見は無論、当てになどならないのだが、その者が物理保護の為の極小結界を身に帯びているのを霊眼で確認してグシオンはそう判断した。高次領域に人間が踏み込む場合、こうした防御手段を採らない事には五分と肉体が保持できない。異なる世界の物理法則──正確にはその様なもの──の中に在っては人間の肉体は全ての生理機能を狂わされて死に至るからだ。


「ふむ。よくぞここまで入って来れたものだ。キング・ソロモン以来だな」


　言ってグシオンは感心したかの様な視線をその青年に向ける。


「それはどうも」


　へらへらと笑いながら青年は言った。


　佐久間榮太郎である。


「して──何用か？　用もなく人間がこんな場所までは来るまい？　だが先に言っておくが魂と引き替えに権力だの財力だのを望むのなら、別の担当者がおるのでそっちに行きたまえ。そうだな──ここまで来た努力に免じて、メフィスト辺りに紹介状を書いてやっても良いぞ」


「いや──質問がありましてね」


　榮太郎は肩を竦めて言った。


「魔界の大公、知識を司る魔神。とりあえずは貴方に聞くのが手っ取り早いかな──と」


「知識を操る魔神は他にもおるぞ」


「貴方が一番真実に近そうに見えたのと──」


「見えたのと？」


「それから貴方が一番暇そうなので」


「言いおるわ」


　にやりと笑ってグシオンは言った。


　まあ実際──グシオンはどちらかといえば魔神の中では閑かん職しよくだ。彼の仕事はそうそう多くない。多くては困るという事もあるが。


「名前を聞いておこうか、人間」


「佐久間榮太郎」


　何の警戒心もなく榮太郎はそう名乗った。


　しかし──


「ＳＡＫＵＭＡ……ＥＩＴＡＲＯ……サクマ・エイタロウ……まずはそうしておこうか、人間よ」


　グシオンは笑いながら言った。


　本名でないのは一瞬でわかった。


　本当の名前ならそこから魔法を組み入らせて相手を支配する事もできるのだが、それができない。つまりこの青年はサクマ・エイタロウというのは本名ではないのか、あるいは名前そのものに呪的な防御を組み込んでいるのか──何にしても生のまま魂に刻まれているであろう『名前』ではない様だ。


「で──サクマよ。何が聞きたい？」


「十五日前に起こった出来事について、魔界の見解を」


「十五日前──？」


「〈学園〉において召喚術の失敗で呼び出された魔神──通称〈タナロット〉の正体と、どうして彼女の様な『大物』が未熟な召喚儀式によって出現したのか。そしてその事に対して問い合わせをした〈学園〉に対し、どうして魔界は解答を保留しているのか」


「……欲深い奴め。質問はもっと絞ってくるものだ」


「悪いね」


　言って榮太郎は肩を竦めてみせる。


「ふむ……まあ良いわ。教えてやろう」


　グシオンは手元の書類を脇に避け、執務机の上に両肘をついた。


「召喚術の本質については知っておるな？」


「無論」


　榮太郎が頷く。


「では──〈聖母〉という隠語については？」


「…………」


　榮太郎がわずかに表情を変える。


「知っておるか。ならばそれが答えだ」


「まさか──そうなのか？　あいつが？」


「〈聖母〉なればこそ我等は全力を挙げて抹殺せねばならん。この世界の為に。後こう顧この憂うれいを断つ為に。その為には手段を選ばんよ。たとえ神族と手を組んでもな」


「……刺し客かくを送り込んだのか」


「うむ。実を言うと今回の作戦は私がアガリアレプト様に命じられて指揮を執とっておる。まあ実働の兵はボティスから借りておるがな。貴様の勘は良いところを突いておった。まずは見事と褒ほめてやろう」


　言ってグシオンは執務机から立ち上がる。


「だが──不十分ではあったな。真実を手に入れてもそれを語れぬのでは意味もあるまい。貴様はここで滅びるが良い」


　ざらりと音を立てて積み重ねられていた書籍の塔が一斉に崩れ去る。倒壊ではない。それらは瞬間的に白い粉末に──塩と化したかと思うと、ざらりと崩れて床にわだかまる。


　そしてその中から出てきたのは──


「……いい趣味してるな」


　さすがに呆れた様な表情で榮太郎が言った。


　彼を囲むように立っている五体の人影。


　それはいずれも可愛らしい少女の姿をしていた。


　いや──それだけならば驚くにも呆れるにも値しないのだが、いずれもが何やら露出度の高い衣装や、実用性があるのかどうかもわからない様なカラフルな装甲をまとっていたりする。手にはやたらに大きなライフルだの剣だのを携え、それらの少女達はじりじりと動いて榮太郎に接近し始めた。
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「最近人間界の『美少女フィギア』というものに凝っておってな」


　グシオンは楽しげに言った。


「これがなかなか奥が深い」


「いや。深いっちゅーかなんちゅーか」


　言われてみればなるほど、アニメだの漫画だのゲームだのに出てきそうな格好の少女達ではある。おまけに髪の色もショッキングピンクとか紫とか、そーゆー色合いのものが多かったりする。


「お気に入りはとりあえずそれだな」


　グシオンは榮太郎の正面に立っている小柄な少女──の等身大フィギア──を指差して言った。鮮やかな、森を想わせる緑の髪の間から、獣の耳が突き出ている。身体を覆っているのはセパレート水着の様な露出度の高い衣装で、尻尾付き、しかも手足には描の手を模した、肉球付きの不釣り合いなくらいに大きな手袋とブーツ。とどめは右手に携えたでっかいブーメランである。


「…………」


　どこぞのゲームの中で跳んだり跳ねたり『がおがお』とか言っていたりしそうなそのフィギアを見て榮太郎はグシオンを振り返った。


「ＢＬＡＤＥアレンジの猫耳少女剣士なのだ。萌もえるぞ」


「おお。オリジナルではなくてアレンジ版か。しかしネタが古くないか？　大分前にゲーム作ってた会社なくなっただろ。これ、今ならもっとこう──」


「愚かな。真実の萌えは時の流れに風化したりしないものよ。敢あえて今、チャム○ャムを愛めでてこそ誠の萌えと言えよう」


「ふむ。通だな」


「ふふ。無論だ」


　胸を張るグシオン。


　はっはっは──と乾いた笑い声をグシオンと揃ってひとしきり上げてから、榮太郎は真顔に戻って言った。


「……あんた、最終日東館壁際とかに並んでたりしないだろな？」


「最終日東館壁際の意味がわかる奴に言われたくないわ。言っておくがその娘達はフィギアでも、持っておる武器は本物かそれに類する機能を付加してある。逆らわねば割と楽に死ねるぞ」


「さよで」


　顔をしかめながら榮太郎は言った。
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　いつもの如くタナロットと鈴穂の暴れた後かたづけも終わり、拓人はほっと一息ついていた。机の上には鈴穂の煎いれてくれた御茶入りの湯飲みが載っている。ちなみに彼女は浪費した時間を取り戻すべく、また部屋にこもって勉強中。


「はー……」


　長々と溜息をついてから拓人は湯飲みを手にとって茶をすする。自分でも年寄り臭いと想うが──なんだかもう、ここ二週間で五十年分位の苦労を一気に経験したような気がしているので、まあ仕方ないよね、などと自分に言い聞かせたりもする。


　それはさておき──


「──みゅ？」


　拓人の視線を受けてタナロットが嬉しそうに首を傾げる。


　打算の絡まぬ朗ほがらかな笑顔が眩まぶしい。


　だが、その純真無垢さに誤魔化されて、拓人はどうもこのタナロットという少女の事を誤解していた様な気がする。


　タナロットはその言動が子供じみてはいるのだが、決して馬鹿ではない。


　まして鈍くなどない。


　充分に知識は備えているし、それを元に色々と考えを組み立てる知能はきちんと持っている。精神性は子供に近くとも、明らかに彼女は子供そのものではない。


　だから彼女はきっと考えたのだろう。


　自分に持てる範囲の知識全てと、数少ない経験とを動員し、拓人に気に入られようとして考え続けたのだろう。彼女の中では未だ人間と同じ倫理観が育っている訳ではないだろうが、それでも彼女は彼との距離を縮めようと──少しでも彼を理解しようと黙って努力はしてきたのだ。


　だからこそ、昨日の一件以来、何度か小競り合いはあったがタナロットから鈴穂に手を出した事は一度もなかった。彼女は彼女なりに気を遣っていたのだ。そして──気を遣わずに済む、手加減せずに喧嘩できる相手なのだとわかったからこそ、あんなにも嬉しそうに蒼い髪の鈴穂に飛びかかっていったのだろう。


　だから──


「タクト」


　タナロットが不意に言う。


　彼女はテーブルの上に両肘をついて、身を乗り出しながら拓人の顔を見つめた。


「我はタクトの為に此こ処こに居いる」


「うん？　あ──ああ。ありがと」


　頰を赤らめながらもそう答える拓人。


「我はタクトに嫌われたくない」


「…………」


　拓人は言葉に詰まった。


　なんとまあ直接的な言葉である事か。普通の人間ならば恥ずかしくて口にはできない様な台詞であるが──タナロットの表情はごくごく自然で、恥じる様子もなければ気負う様子もない。


「タナロット……」


「だからタクト。我は──」


　不意に──言葉を切ってタナロットが玄関を振り返る。


「──みゅ？」


　誰かの気配でも感じたのだろう。彼女の行動を証するかの様に、間髪入れず玄関口のチャイムが鳴った。


「……誰だろ？」


　拓人は立ち上がって玄関に向かった。


　時刻は夕方の五時頃──元々拓人の家は訪問者が少ないが、この時刻に尋ねてくる者となると尚更心当たりがない。宅急便か、せいぜいが新聞の集金か、といった所だろう。


　ポケットの財布を確かめながら拓人はインターフォンを手に取った。


「はい──？」


「こんばんわ。お邪魔します」


　一方的に受話器の向こうで訪問者はそう言うと──


　轟音！


　次の瞬間、金属が引きちぎれる異様な音と共に、拓人の家の玄関扉は吹っ飛ばされ、廊下にがらんと音を立てて転がっていた。


「な──」


　顔色を変えてそちらを見る拓人。


　未だがらんがらんと音を立てて廊下の床で揺れている扉。その中心はまるで砲弾でも喰らったかの様にすり鉢状にへこんでいた。


　その向こうに──逆光気味で黒く塗り潰つぶされた人影が幾つか見える。


「強盗？　泥棒？　いや──」


　口に出してはみたものの──わかっている。断じてそんなものではない。普通の人間にマンションのドアを吹っ飛ばす程の力などある筈もない。


　人影は遠慮会釈なく部屋の中に踏み込んでくる。


　人数は四人。


　逆光から順光へと変化して露あらわになったその顔に拓人は見覚えがあった。


　昨日出会った連中の顔だ。忘れている筈がない。一人少ないのはやはり入院中だからだろう。とはいえ──


「貴方達は──」


　呆然と呟く拓人の前にざざざんと揃うと、昨日拓人に絡んできていた少年達は、揃って直立不動状態となり、口を開いた。


『ハレルヤッ!!』


「……はあ？」


　少年達の合唱に思わず面食らう拓人。


「ああいや、気合いを鼓こ舞ぶする為の、掛け声の様なものだ。気にしないでくれたまえ」


　右端の少年が前に出てそう言った。


「いや、気にしないでも何も──」


「夜分に突然申し訳ない。実は我々は火急の用事があってな」


「は、はあ──」


　訳がわからず曖あい昧まいに応じる拓人。隣ではやはり驚いたのか、タナロットが眼を丸くして彼等を眺めている。


「という訳で〈聖母〉。貴方を消す」


「せいぼ？」


　口の中でその単語を反はん芻すうする拓人に向けて、少年達が一歩踏み出してくる。


　まるで一本の糸で繫がれているかの様な、気持ち悪い程に揃った同じ動きで、少年達が前に出て拳を突き出した。


　技と呼ぶにはあまりにぞんざいな動きの一撃。


　だが……


「──わあっ!?」


　半ば本能的に飛び退いた拓人の身体をかすめ、彼等の拳はリヴィングの真ん中に在るテーブルに──それもかなりごつい木製の代物だ──に食い込んで、次の瞬間には真っ二つに叩き割っていた。


「…………!!」


　拓人の表情が強張る。


　明らかに普通の人間の腕力ではない。


　その証拠に──


「──お？」


　先程から喋しやべっていた少年がテーブルに突き剌さっていた手を引き抜くと、顔をしかめてその拳を眺めた。


　常人には不可能な行為の代償として、少年の拳は大きくへしゃげ、あちこちが裂けて肉や骨が露出していた。いや──むしろ実際に起こした現象からすればそれはむしろ安くついた方ではあろうが。


「むう。やはり久しぶりの人体は制御が難しいな」


　少年が呟く。


　その言葉でようやく拓人は悟った。


「憑依っ!?」


「まあそういう事だ」


　少年は大きく、まるで出来の良い生徒の答えに満足するかの様に頷きながら、言った。


　召喚魔法の前段階として『受肉』過程を必要としない──つまりは神や魔がこの人間界に在る際に必要となる『器』の製作過程を省略した──技法がある。これは世間的には降霊術などと呼ばれているもので、異界から神や魔を構成する基礎情報部分、つまりは『魂魄』だけを引っ張り込んで人間に代表される高等生物に封入する行為だ。


　実際に『器』を作成してそこに引き込むという作業を必要としない分、やや技能的に劣る魔法使い達にも可能であるが、当然ながらその『器』は神や魔の為に用意されたものではないので、人間の肉体的制約、物理的制約をより大きく受ける事になる。


　もっとも──それでも中身が神や魔である事に変わりはない。


　憑依された人間は肉体が持つ体力や魔力を限界まで引き出して行動できるのだ。


　しかし──


「一体、誰が？」


　誰が降霊術を使ったのか？　死者の霊を引き出す程度ならばともかく、それなりの力を持った神や魔の精神体を召喚するのにはそれなりの技能が必要だ。この世に存在する魔法使いが全員〈学園〉に所属している訳ではないにせよ──そういった連中とは拓人自身も接触がない為に、恨うらみを買う覚えもない。


　もう一つ考えられるのは神や魔が自発的に人間界に侵入し、その際に器として人間を使った場合だが──これも普通は考えられない。神界魔界から人間界への侵入は現在相互条約によって禁じられている。神や魔が条約を破ってまで侵入し、拓人を襲わねばならない理由というものも思い付かなかった。


「それを貴方が知る必要はない」


　別の少年が言いながら飛びかかってくる。


「タクト！」


　タナロットが飛び出して拓人を庇かばう。


　強烈な力を込めた拳が彼女の背中に命中した。


　爆音。


「──!!」


　炸裂した爆裂の衝撃が、拓人を庇った姿勢のまま、タナロットを吹っ飛ばす。二人はもつれ合う様にしてリヴィングの床に転がった。


「タナロット!?」


「つ──」


　タナロットが顔をしかめているのを見て拓人は戦せん慄りつを覚えた。


　やはりあの少年達の中に入っているのは、低位ではあるが神か魔に準ずる存在だ。ただの拳というだけでなく、その一撃にはある種の魔力が組み込まれていたのだ。いかに強力な拳打であろうと魔力を帯びて強化された肉体のタナロットには撫でるのと変わりないのだが──これが相手も魔力仕込みとなれば話は別だ。


　ぶすぶすとタナロットの背中が煙を上げている。


　無論、ただの拳打でここまでの事にはならない。恐らくはタナロットの体内の魔力が、送り込まれた破壊的な魔力と拮きつ抗こうし、摩擦した結果だろう。


　しかし無意識のものとはいえ、魔力防御を帯びているタナロットでさえこの威力──拓人が喰らっていれば胴体の真ん中から二つに引き裂かれていたところだ。


「貴様等──」


　タナロットは牙を剝いた獣の如き形相で立ち上がり──


「…………」


　しかし不意に夢から醒さめたかの様な困惑の表情を浮かべる。


　不用意に立ち尽くす彼女に少年達は容赦なく襲い掛かった。


「タナロットっ!?」


　拓人の叫びも虚しく、隙だらけの彼女は少年達に殴られ、再び爆音と共に吹っ飛ばされてマンションの壁に激突した。


　そこへ更に追って飛びかかる少年達。まるで獲物に群れるハゲタカの如く彼等は床に倒れたタナロットを取り囲むと、高々と声を上げながら雨の様な拳打や蹴りを浴びせかけ始めた。


『ハーレルヤ！　ハレルヤ！　ハレルヤ！　ハーレルヤ！　ハレールーヤー!!』


　為す術もなく蹂じゆう躙りんされるタナロット。


　そして──


『ハレルヤ！』


　ひとしきり蹴りまくって満足したのか、少年達はそれぞれ何やらポーズを取ってそう叫んだ。恐ろしく間抜けな感じだが、さすがにそれを笑う余裕は今の拓人にはない。


「タナロット！」


　彼等の足下でぐったりしている紅い髪の少女に拓人は我が身の危険も忘れて駆け寄った。
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　少女が──猫耳尻尾付き少女剣士の姿を模した人形の一体が巨大なブーメランを振り回して飛びかかる。


　だがその攻撃は榮太郎に到達するまえに突如軌道を乱され、彼の横を素通りして執務室の床に食い込んだ。


　人形の攻撃を逸そらしたのは……獣の耳と尻尾を備えた黒髪の娘であった。


　エーネウスである。


　疾しつ風ぷうの速度で部屋の中に飛び込んできた彼女が榮太郎に襲い掛かった人形のブーメランを〈デスキン〉で弾いたのだ。


　同時に──猫耳人形と入れ替わる様にして別の人形が襲い掛かる。一瞬の隙もない見事な連携である。こちらは右手に長剣を握っていた。


　エーネウスはそのまま高速で旋回。


　遠心力でふわりと舞い上がるスカートとエプロンの優雅さに隠れて繰り出された〈デスキン〉の一撃は、虚空に鋭い軌跡を残して人形の首を刎はねた。


　ごとん──と音を立てて人形の首が転がる。


　そして次の瞬間には人形の胴体は消滅し……そこには人間の大きさに比べると数分の一ほどの小さな人形が転がっているだけとなった。よく見ればその掌てのひらに載る様な小さな頭部は胴体と切り離されている。


　どうやらこれが本体らしかった。


「──ふむ？」


　グシオンが興味をそそられたかの様にエーネウスに視線を向ける。


　彼はじっくりと値踏みするかの様に、エーネウスの衣装、武器、そして頭に生えた獣の耳と、スカートの裾に揺れている尻尾を順番にじっくりと眺め──


「良い趣味だ」


「恐きよう悦えつ至し極ごく」


　と言って一礼する榮太郎。


「……なんの話ですか、なんの」


　エーネウスが顔をしかめて言った。


「黒犬獣バージエストの擬態か？　ふふん──面白い」


　グシオンが手を挙げると、他の人形達が一斉に武器を構えた。


「どういたします？」


　榮太郎を庇う様に油断なく周囲に視線を飛ばしながら、エーネウスは言った。


「聞きたいことは聞いた。後は撤退するのみだね」


「わかりました。血路を開きます」


　頷くエーネウス。


　だが──


「開けたらな」


　グシオンが苦笑を浮かべながら言う。


「──潰せ」


　人形達が一斉に攻撃を開始した。


　剣や棒を振りかぶる少女人形達がまず突進し、エーネウスに襲い掛かる。更にその外側からライフル銃やらレーザーガン（だろう、多分）やらを仲間に構わず撃ち込む人形達。


　榮太郎とエーネウスは瞬時に防御結界を展開、二重の防御が辛うじて人形達の攻撃を弾き飛ばす。


「──魔力が載せてあるか」


　人形達の攻撃を見ながら榮太郎はそう呟いた。


　実のところ、グシオンは何もしていない様に見えて──彼は人形を文字通り手足の如く使って攻撃しているのである。人形達の攻撃にはいずれも亜空間回路で送り込まれたグシオンの魔力が付与されており、それらは一撃一撃が榮太郎達の防御結界を揺るがす。


「く──」


　エーネウスが呻く。


　彼女もそこらの魔物など足下にも及ばぬ程の力を持ってはいるのだが、さすがに相手が地獄の大公ともなると分が悪い。


　更に──


「いつまで遊んでおるか」


　不意に、グシオンの側の光景が揺らいだ。


　空間の歪み。


　それを素手で平然と押し広げながら、人影──の様なものがグシオンの執務室に入ってくる。『人影』と断じなかったのは、その者が黒いスーツ姿のごく平凡な格好でありながらも、頭部だけが人間のものではなかったからである。


　ヘビなのだ。


　爬虫類特有の硝子玉を思わせる眼でその蛇頭の怪物は榮太郎達と少女人形を一いち瞥べつし、そしてグシオンに向き直った。


「卿けいは遊びが過ぎる。それと人間に感化されすぎだぞグシオン」


「アルマーニのスーツを着ておる貴殿に言われたくはないわ──ボティス」


　グシオンが苦笑して言った。


　ボティス。


「ソロモンの鍵レ　メ　ゲ　ト　ン」に記載された七十二の魔神の中の一柱。蛇の姿をした悪魔であり、二十六の軍団を率いると言われる地獄の総監。


　グシオンと同じく紛れもない上級悪魔だ。


「アルマーニなどと。いつの話をしておるかこのオタクめが。今はフィンテックスの限定生地シヨートレングスを使った特注品フルオーダーだ」


　蛇頭の魔神は偉そうに胸を張って言った。


　まあ何にしろ人間文化に毒されているのはこちらも同じらしい。


「さて。人間と卑いやしきその使い魔よ。ここで貴様等の命運は尽きたな」


　ボティスがちろちろと細い舌を出し入れしながら言った。


「上級悪魔二柱相手ではな。大人しくしておればさっさと殺してやるが」


「──エーネ」


　榮太郎は──しかし微笑を浮かべたまま言った。


「先に帰ってろ。〈聖母〉云々の話は聞いていたな？」


「はい。しかし──」


「俺はここでこいつらを食い止めるから」


　言って彼はエーネウスの肩をぽんと叩く。


　その瞬間──彼女の周囲に大量の光る文字が出現したかと思うと、ぐるぐるとそれは螺旋状に渦を巻き、彼女の姿を覆い隠す。


　やがてそれらは光を失い、ばらばらとばらけつつ消滅。


　そしてそこには既にエーネウスの姿はなかった。


「ほう？　人間にしては見事な術よな」


　ボティスが感心した様に言う。


「だが残るのならばあの黒犬獣の方であったろうよ。もうこの部屋の結界に通り抜ける隙間はないぞ」


　人間は魔界においては存在する事さえ難しい。


　前述した通り──異なる物理法則が支配する異世界においては、人間は防御の為の結界を帯びていなければ五分と保たずに死んでしまう。元々が魔界の生物である黒犬獣──エーネウスはともかくとして、生身のままこの世界に来ている榮太郎は、魔力が尽きればグシオン達が何もせずとも死亡する。要するに彼は息を止めて水に潜っている様なものなのだ。人間界に戻れなければ死亡するだけである。


「まあ、あの黒犬獣とて無事には済むまいが。さすがに一気に人間界まで転移させるだけの力はなかろう。途中で我が軍勢が奴を封ずる」


　ボティスが得意げに言った。


「そうかな？」


　しかしそれでも尚榮太郎の表情は揺らがない。


　彼は素早く指を振って空中に魔法陣を描く。指先の軌跡がまるで残像の如く空間に残って構築された複雑な紋様は、次の瞬間、淡く発光すると同時に砕け散った。


　そして。


　そこから巨大な『顎あぎと』が──目も鼻も耳もない顎だけが出現してグシオンに襲い掛かった。開かれた口には白い牙。そして──よく見ればその牙にはびっしりと数種類の封魔呪文が刻み込まれていた。並大抵の魔物なら、一撃でその魔力のほとんどを削られて身動きがとれなくなってしまう。


『顎』がグシオンの上半身を一気に飲み込む。


　そして──


「──で？」


　グシオンの苦笑混じりの声が聞こえてきたと同時に、『顎』は内側から破裂した。


　無数の肉片と牙がばらばらと部屋中に降り注ぐ。それらはしかし床にわだかまる事なく、まるで存在が幻であったかのように霧散した。所詮、魔法で作り上げられた疑似存在──破綻すれば存在さえ続けていられないのだ。


「愚かな」


　ボティスが蛇の顔でせせら笑う。


「悪魔は殺せない。悪魔は不滅だ」


「知ってるよ」


　榮太郎は言って肩を竦める。


「でも時間稼ぎくらいはできるだろう？」


「英雄的行動か。健けな気げだが偽ぎ善ぜん的てきでムカつくな」


「違うよ」


　にやりと榮太郎は笑っていった。


「個人的欲求さ。俺がしたいからやってんの」


「そうか。それは悪魔的で良いぞ」


　にやりと笑ってそう応じ──そしてグシオンは人形達に命じた。


「──殺せ」







＊







「我が名と技を背に我は召喚す！　我はハセガワタクト！　超常なりし法と理ことわりの使い手なり！　聖せい盾じゆんよ！　いざ我を災厄から守護せよ！」


　呪文詠唱をしながら飛び出して拓人は倒れ伏すタナロットを抱き上げた。


　同時に魔法が起動する。


　複数の光る輪の様なものが彼の周囲に出現したかと思うと、それらはばらばらの角度と早さで──しかし同じ点を中心として回転し始めた。結果的にそれらの残像が球体を構成して拓人達を包み込む。


「防御魔法か？」


　少年の一人がやや感心した様子で言う。


「なるほど──確かに魔法使い達の末まつ裔えいだけの事はある。欠ける所なき真円は絶対不可侵。故にこそそれは重ね合わさり防壁となる──か。しかし所詮は人間の魔力。長時間は維持できまい？　ましてその魔法を使いながらでは移動する事も攻撃する事もできんだろう」


「…………」


　拓人は魔法の防御圏内で唇を嚙んだ。


　少年の言う通りだ。拓人がこの魔法を維持できる時間は僅わずかに一分程度でしかないし、この魔法は強力な防御力を持つ反面、内側から外への攻撃もできない。また維持したまま歩き回る事さえできない。


　だがそれよりも何よりも今は──


「タナロット──」


　拓人は腕の中の少女に視線を落とした。


　核弾頭にも匹敵する力を持つ筈の少女の身体はひどく軽かった。少量とはいえ直接攻撃性の魔力を流し込まれたのだろう。彼女は短く喘あえぐような声を漏らす。


「あんな無防備に──どうしたんだよ？　それに、セイボって──タナロットの事か？　セイボって──どういう意味なんだ？」


「…………あれは、人間であるか？」


　タナロットは防御魔法の向こう側に立って時間切れを待っている少年達に視線を向けて尋ねてきた。


「いや──中身は違う。人間を依代にはしてるけど──」


「あれの破壊は依代の人間に対してどの様な結果をもたらすのであるか？」


「それは──」


　言いかけて拓人は硬直した。タナロットが無防備にあの場で立ち尽くしたのは──攻撃を躊躇とまどったのは、まさか……


「まさか──僕が言ったから？」


「タクトが嫌だと言うのならば我は人を殺害しない。絶対にしないのである」


「タナロット──」


「我はどうして人を殺してはいけないのか、わからない。だがタクトがそれを嫌うのならば我は殺さない。絶対に殺さない。だから──」


　タナロットはひどくひたむきな視線で拓人を見つめる。


「我を見限るな。我を捨てるな。我は──タナロットだ。この名は誓約だ。タクトの望まぬ事を我はしない。我はタナロットで在ることを渇かつ望ぼうするのである」


「…………」


　拓人は言葉に詰まった。


　確かにタナロットは人間ではない。違う存在だ。人間と違うからこそ彼女は人間の感覚を正しくは理解できない。それは神や魔と、人の間に横たわる、永遠に埋めることのできない溝だ。完全にわかり合う事など所詮はできないだろう。人間同士でさえそれは不可能な事なのだから。


　だがそれでも。


　タナロットはその事を締めていない。それを少しでも縮めようとしている。人間の持つ善悪とか、道徳とか、倫理観とか、そんなものはタナロットには意味がないのかもしれないが、それでも彼女は拓人を理解しようとして努力をしてくれている。


　越えられない隔たりではあるかもしれない。


　しかし一歩でも互いに歩み寄る事ができれば、その分の距離は縮められる。隔たりをなくしてしまう事はできないにしても、最後には足下に横たわる隔たりを越えて手を繫ぐ事だってできるかもしれない。


　だから──


「……わかった」


　頷いてから──拓人は言った。


「ごめん、言い忘れてた」


「──？」


　首を傾げるタナロット。


「昨日の事。僕は人が死ぬのは嫌いだ。それは間違いない。でも──助けてくれようとした事は──タナロットが僕の事を大事に想ってくれる事とか、そういうのは嬉しかった。ありがとう」


「…………！」


　ぱっとタナロットの表情が明るくなる。


　わかり易い性格である。だがそれは今の拓人の眼にはとても可愛らしく映った。


　だが……


「──さてそろそろかな？」


　防御魔法の向こう側で少年達が残忍な笑みを見せる。


　確かに拓人の防御魔法はあと十秒と保もたないだろう。


　その時──


「拓人ッ!!」


　鋭い叫びが一同を振り返らせる。


　反射的に振り返った拓人とタナロットは──リヴィングに飛び込んでくる鈴穂の姿を見た。既にリボンは解かれ、蒼く染まった髪が翼の様に大きく舞う。


　彼女が構えているのは言うまでもなく〈ワルプルギス〉だ。それも既に起動を終えて臨戦態勢は整っている。薄く発光する剣身を振りかぶって鈴穂は──


「邪魔するな」


　言って少年の一人が素手で稼働状態の〈ワルプルギス〉を受け止める。


　余よ裕ゆう綽しやく々しやくの動きではあった。たかが人間の小娘一人、多少の武器を持ったところでどうとでも扱えると想ったのだろう。まして今動いているのは彼等の肉体ではない。借り物の器がどうなろうと、憑依している連中──どうも下級天使らしいが──の知った事ではないだろう。


　だが──


「むおっ!?」


　がくん、と床に膝を付きながら〈ワルプルギス〉の一撃を受け止めた少年が声を漏らす。


「こ、こここここ、これ、これ、これは、これ──」


　壊れたオーディオかサンプラー・シンセの様にがくんがくんと痙けい攣れんしながら呻く少年。


〈電撃スタン〉モードに設定された〈ワルプルギス〉の電撃をもろに喰らって、身体機能が狂っているのだろう。本来ならば身に帯びている魔力でこれも排除できると考えていたのであろうが、彼等の身を護り、あるいは攻撃を強化する為の魔力は、鈴穂に吸収されてしまっていた。


　憑依状態なので、派手に魔力を放散できない反面、〈宵ミツド藍ナイトのブル侵ー・奪ヴアン者パイア〉の影響も受け難いのは事実だが、接触していれば同じ事だ。〈ワルプルギス〉を介して伝わった鈴穂の能力は、少年の肉体を強化していた魔力を奪い去ったのである。


「これ、こここ、これ、これ、これは──」


「むむっ!?」


　残る三人はさっと散開して身構えた。


　恐らくは仲間の反応から鈴穂の正体に気付いたのだろう。あるいは事前に鈴穂の存在は知っていたのかもしれない。なんにしろ彼等は迂う闊かつに殴りかかろうとはせず、リヴィングに置いてあった花瓶やソファを摑んで振り上げた。


　殴りかかろうというのではない。投げつける気だ。


「逃げろ、鈴穂！」


　叫ぶ拓人。


　いくら〈ワルプルギス〉を持ってはいても、鈴穂自身は特に体術の心得もなく、戦闘的な能力も高くない。あの〈天使憑き〉達の馬鹿力で家具やら何やらを投げつけられては、防ぎようがないだろう。


　そして〈天使憑き〉達の力からして──彼等の投げたものをまともに喰らえば、それが花瓶であろうとソファであろうと、ただでは済むまい。良くて骨折、当たり所が悪ければ頸骨骨折や頭蓋骨陥没で即死だ。


　だが──


「にがにがにが、にが、にがさ、にがさん」


　相変わらず電撃を喰らって痙攣しながらも、鈴穂と相対していた〈天使憑き〉は手を伸ばして〈ワルプルギス〉を摑む。


「──!!」


　気付いて表情を歪める鈴穂。これで彼女に勝ち目はなくなった。


〈ワルプルギス〉を持ったままでは動けず、投とう擲てき物の直撃を喰うし──かといって手放せば鈴穂には彼等に通用する攻撃力はなくなる。


「くっ──」


　拓人は鈴穂を守るべく咄とつ嗟さに何か魔法を──と動き掛けて、愕がく然ぜんと凍り付いた。


　防御魔法が消えている。


　よく考えれば当然の事だ。蒼い髪の鈴穂が近くに居るので、彼の魔法は完全に封じ込められているのだ。


〈天使憑き〉達が一斉に向きを変えて拓人の方を見る。


「自ら墓穴を掘ったね」


　〈天使憑き〉の一人がそう言い、花瓶を拓人に向けて振りかぶる。


　視界の端では素早く鈴穂がリボンを自分の髪に結びつけているが──もう遅い。花瓶は殺人的な速度で拓人を直撃するだろう。今から彼が呪文を唱えている暇などある筈もない。


　そして──


「そこまでです」


　宣言と同時に少年の一人が凍り付いたように動きを止めた。


　その足下の床に紅いものが走る。


　それは瞬時に伸びて曲がって、互いに絡み合い、一つの模様を描き出すと──そのままゆっくりと回転を始めていた。


　魔法陣だ。


「──トリン！」


　拓人が喜き色しよくを浮かべて声を上げる。同時にリヴィングの隅の小さな戸棚の上でノートパソコンのディスプレイが輝き度どを上げた。


　ディスプレイの中で銀髪の少女が無表情に言う。


「祓ふつ除じよ魔法を起動しました。全員そのまま動かぬ様に──微調整はしていないので、無理矢理、神界なり魔界なりに帰って頂くことになりますよ」


　淡々とした口調ではあるがこれは恫どう喝かつだ。


　きちんとした手順を経ずに強制的に人界から退去させられた神族や魔族はそれなりに魔力を消耗してしまう。神や魔には前述の通りに死はないが──この程度がひどければ数年から数十年動けなくなる事もあり得る。意識だけは健在で、しかし指一本動かせずに何年も過ごさねばならないのは、やはり神や魔にとっても恐ろしく苦痛な事ではあるらしい。


「トリン、助かったよ──」


　拓人が安あん堵どの息を吐く。


「その様子だと私が居る事を忘れていましたね？」


　仮想神格の少女は冷ややかな表情でそう尋ねた。


「あ──ええと。いや、まあ」


「まあそのお陰で意表を突けたのだから良しとしましょう」


　言ってトリンはディスプレイの中でその場にいる一同を見回した。


「とりあえず拓人、私は式を起動・維持するだけで手一杯です。事情聴取用に誰か一人を選んで他の者は貴方が魔力を注ぎ込んで祓除してください」


「あ──わかった」


　そう言って拓人が立ち上がる。


　その時──


「ひ──ひいいっ!?」


　少年の一人が悲鳴じみた声を上げると──がくんと身体から力を抜いてその場に倒れ込んだ。


「──え？」


「…………」


　他の少年達も次々と同様に倒れてゆく。


　同時にそれぞれの足下に回転していた魔法陣が光を放って消滅していった。


「自分達で無理矢理？」


　少年達の中に入っていたのが神族か魔族かはさておき──彼等は自損するのを覚悟でどうやら自ら魔法陣に魔力を注ぎ込み、人間界から強制退去したらしい。


　後に残ったのは気を失った少年達ばかりである。


　だが──


「どういう事……？」


　彼等が恐れた──少なくとも拓人にはそう見えた──のは一体何だったのか。


「わかりませんが、記録は取りました。〈学園〉側から神界に厳重抗議が行くのは間違いないでしょう」


「…………」


　拓人は不安げな表情でしばし黙り込み──


「トリン。せいぼってなんだろう？」


「……一、年末の漢語的表現。二、年末に、日頃、あるいはかつて、世話になった相手に、普段の無沙汰を詫びると共に、謝意を忘れない意味の贈物をすること。または、その品」


「それは歳暮」


　この期に及んで真顔でべたべたなボケをかますトリンに、疲れたように突っ込みながら、拓人は溜息をついた。


「同音異義語としては聖なる母と書いて聖母、あるいは生まれた母、と書いて生母という言葉がありますが」


「…………」


　彼等の言っていた言葉。セイボ。


　順当に考えれば『聖母』という単語を当てはめるべきだろう。そして彼等が殺すと言っていた以上、それは人間かそれに類するものであり──


「タナロット──」


　腕の中の少女に視線を向ける。


　先程〈天使憑き〉達がその言葉を口にした時、拓人とタナロットがその場に居ただけだった。ならば〈聖母〉とはタナロットの事を指す単語であると考えるのが妥だ当とうではないか。


　だが、それはタナロットの正体を示すものだとすれば──


「『母』ってイメージじゃないけど……」


「みゅ？」


　困惑しきった拓人の表情を見て、不思議そうにタナロットが声を上げた。








第四章　かなり切羽詰まってきましたけど。












「プライマリ・ポータル接続完了。通常空間との切り離しを確認。続いてセカンダリ・ポータル──正門〈イズモ〉へ接続」


　疲れを如によ実じつに滲にじませた拓たく人との声と共にそれまで彼が立っていた場所の風景が砕け散る。


　同時に──虚きよ無むの白へと再構成されてゆく景色の中で、幾つもの影が揺らめいたかと想うと、そこに十数体の異い形ぎようが出現していた。


　上半身は風紀ゴーレムによく似ているが──その下半身は全くの別物だ。何やらケンタウロスを想わせる四本脚を備えていて、他にもごつごつとした装甲やら何やらが追加されており、全体的に見れば『歩く戦車』といった感じの外観になっている。


　ある種雑用係的に使われている風紀ゴーレムとは異なり、その姿には単一機能に特化したが故の静かな威圧感が在った。


〈学園〉が非常時に備えて保持している唯ゆい一いつの組織的な『戦力』──戦闘用重機動ゴーレム部隊である。


　見た目の通り基本設計は風紀ゴーレムと同じで共通部品も多いが、機動性や走破性、そして射撃時等の安定性を向上させる為に四本脚の形態を採っているのだ。


　あちこちに設けられたハードポイントには各種武器を搭載でき、幾つかの魔法兵器も標準で内蔵している。連続稼働時間は風紀ゴーレムの三倍、完全装備時の実効的戦闘能力は十倍以上とも言われ、一個中隊程も揃えばかなり高位の神族や魔族とも互角に戦える筈だった。


　ちなみに今は秘ひ密みつ裏りの護送任務という事で、透明化結界発生装置を背中のハードポイントに取り付けられ、右手には小型の呪化ライフリング式対神魔突撃銃を保持している。


「話は聞いている」


　短く溜ため息いきをつく拓人の頭上から重々しい声が降ってきた。


　見上げると〈学園〉の正門扉に刻まれた青銅の巨大顔面──大型ポータル管理用人造精霊ゲート・イズモが、いつもの厳いかめしい貌かおを更に厳めしくしかめて拓人達を見下ろしている。


「災難であったな」


「本当に──」


　言って拓人は馴染みの人造精霊に力のない笑みを浮かべて見せた。


　正直、笑えるような気分ではなかったが、ここで自分が沈んでいたら鈴すず穂ほまで一緒になって気落ちする。


　何かどうなっているのか事態がまだ見えていない上に、神族らしき連中から命を狙われているとなると、もう拓人個人がどうこうできる状況ではない。明らかに神界や魔界の絡んだ何かの陰謀が進行しているのだ。


　自分達の知らない場所で何かが動いている。


　それを実感せずにはおれない。そして新米魔法使いや記憶喪失の魔神なんかにはその事情を調べる手段がない。そこらは〈学園〉任せなのであるが──待つだけというのは妙に辛い。ただ状況の悪化に脅おびえながら事態の進展を受動的に甘かん受じゆするしかないという状況は思いの外、精神力を消耗するものだ。


　ぎろりと青銅製の眼球を動かして一同を見回すと、イズモは言った。


「非常の事態故、今回は正面玄関ではなく〈学園〉寮の空き部屋に直接接続する。それからはトリンの指示に従いたまえ」


「了解──」


　頷うなずく拓人達の前でゆっくりとゲート・イズモはごんごんと音を立てながら左右に割れてその向こうの光景をさらけ出す。いつもはそこに見慣れた〈学園〉の威い容ようを眼にする事ができるのだが──今回はイズモの言葉通り、別の意味で見慣れた空間が広がっていた。


　拓人のマンションの中とそっくりなのである。


　誰の仕業かは知らないが──どうもわざわざ〈学園〉寮の一室に拓人の部屋の複製を構築したらしい。一見すれば無意味にも見える凝り様ではあるが、慣れ親しんだ家と同じ構造の部屋はどことなく安心感があった。


　それはさておき──


「とりあえずこの部屋から出ないようにしてください」


　入ってきた拓人達に向けて、部屋の中で待っていた──正確にはその部屋の中に置かれたノートパソコンにロードされていた──トリンが開口一番に言った。彼女はこの部屋の手配と事件の報告の為に、ネットを通じて一足早くこちらに戻ってきていたのだ。


「この部屋からって──」


　拓人は眉を顰ひそめて言った。


「〈学園〉の中にも出るなって事？」


「ええ。正直な話──タナロットの事も含めて、学園上層部でもまだ今回の事に関しては事態を把は握あくできていないのです。恐らく先程の事件もタナロットの件と絡んでいると考えるのが自然でしょう」


「占術で事態を調べるのは──」


「ここしばらく境界領域が不安定ですし──そもそも相手が魔族や神族である場合、占術は信頼に足る精度や確度では働きません。習った筈ですよ？」


　そう言われては拓人も黙り込むしかない。


　事が単なる物理現象であるのならば未来予知・探査系の魔法──いわゆる占術はそれなりの精度と確度を発揮するのだが、元々が魔力による境界領域への干渉である為に、対象物が魔力を纏まとっている場合には、その予知できる未来像や事実が歪ゆがむ場合が多い。


「でも〈学園〉の中も出歩くなって事は──」


　つまりそれは〈学園〉の中も安全とは言えないという事だ。


「無論、一応結界を張ってはありますが──そもそも中級以上の神族や魔族にはどれだけ通用するかわかりません。偽装して潜り込む事も可能でしょうし、多少の無茶をすればシフト・ポータルを構築して無理矢理入り込んでくる事もできない訳じゃないですから。無論、転移位置はでたらめになりますが。それに──」


「神族や魔族そのものが今は信用できないかもしれない……？」


「そう」


　トリンは頷いた。


　神族らしき連中が襲ってきた事と、神界魔界双方に連絡がとれない事に因いん果が関係や何らかの繫つながりがあるとすれば──神界と魔界が双方合意の上で事を運んでいるという可能性がある。つまりそれは神界魔界の総意の上に実行されている何かであり、そうなれば〈学園〉に現在所属している神族や魔族も必ずしも味方とは限らなくなる。


「現在、〈学園〉が総力を上げて調査していますから、一両日中には何らかの結論が出ると思います。この部屋の結界機能を一時的に三倍に引き上げてありますからここから出ない様に。食料は冷蔵庫の中に一週間分入っていますし」


「…………わかりました」


　リヴィングのソファに座りながら、拓人が言う。


「しかし結局──何だったんだろう」


　彼の横にはやはり当然の如くタナロットが座っており、向かいにはやや憔しよう悴すいした感じの鈴穂が座る。さすがに今はタナロットが拓人の隣に座ることにいちいち腹を立てる気力もないらしい。


「神族が人間に対して攻撃を行う事自体がかなり異例な上に──人間界干渉制限条約に違反している可能性があります」


　トリンが言う。


「過去の事例を検索はしていますが──」


「うーん」


　腕を組んで首をひねる拓人。


『タナロットのせいでしょ』


　鈴穂が俯うつむいて──しかしはっきりとそう書いて示した。


「──え？」


　思わず拓人は驚いた表情を浮かべて鈴穂を見る。


　彼女は拓人の視線を受けてもじもじと膝を動かしていたが──手を伸ばして封印のリボンを解いた。


　髪がさっと蒼あおい色に染まってゆく。


　そして──


「……考えるまでもないだろ」


　蒼い髪の方の鈴穂は表情を険しくして言った。


「タナロットが出てきたからだろ。それ以外に原因なんて考えられない」


　鈴穂はきょとんとしているタナロットの方を指差した。


「──みゅっ!?」


「鈴穂──それは」


「大体──」


　鈴穂は声を荒げて言った。


「なんなんだよ、おまえは!?　おまえがどんな事情負ってるのか知らないけどな、タクトを巻き込むなっ！　タクトが死んだらどうするつもりだ!?」


「…………」


　驚いたように眼を瞬またたかせていたが──不意にタナロットは拓人を見て言った。


「タクト。我はタクトを巻き込んだのであるか？」


「そうだよっ！」


　拓人が答える前に鈴穂が叫んだ。


「拓人は人に恨うらまれたりとか、憎まれたりとかするような奴じゃないんだよっ！　原因があるとしたらおまえだろうが!?」


「鈴穂、鈴穂──！」


　制止しようと拓人が口を挟むが──鈴穂はそのまま強引に続けた。


「おまえはいいさ。神様だか悪魔だか知らないけどな、おまえは『死なない』んだからな。滅びたりもしない。どんな事があったって、どんな目にあったって、平気だろうさ。だけどな、拓人や私は死んじゃうんだよ！　おまえと違ってな！　死んだらそれで終わりだぞ？　二度と──いいか、二度とだ、会えなくなるんだ。降霊なんぞしても意味がない。そんなのは生きてた時の残像に過ぎないんだ！　いいか、なんにもできなくなる、二度と、互いに触れる事さえできなくなるんだ！」


「…………」


　タナロットがびっくりしたような表情で鈴穂を見る。


「鈴穂──ちょっと言い過ぎ──」


　さすがに見かねた拓人がたしなめるが……それは逆効果だったようだ。


　きっ、と鈴穂が拓人を振り返る。


　思わず怒鳴ってくるか、殴ってくるか、と身構えた拓人であったが、鈴穂はただ拓人を睨にらみ据え──


「鈴穂──」


　不意に──レンズの向こうの彼女の瞳がじわりと潤うるむのを拓人は見た。


「あの、鈴穂……」


　一瞬──そのまま泣き出しそうな表情を浮かべると、蒼い髪の鈴穂はリボンを拾い、拓人に背を向けて奥の部屋に向かった。


　腰を上げて追おうとする拓人を拒むかの様に、激しく閉じられた扉と、そこに掛かる鍵の音が響く。無理もない。拓人の為、そう想うが故の激げき昂こうであったのに、その拓人本人に窘たしなめられては彼女も立つ瀬がなかろう。


「鈴穂──」


　途方に暮れた様な表情で立ち尽くす拓人。


　経験上、こうなると鈴穂は頑固だと彼は知っている。普段が大人しく他人に気を遣う性格だけに、一旦へそを曲げると生半可な事では譲らない。蒼い髪の状態なら尚更だ。


　中途半端な説得はむしろ逆効果になる。


「──タクト」


　タナロットが声を掛けてくる。


「我は前にわからないと言った。我は今でもわからないのである。死ぬ事はそんなにも忌き避ひすべき事なのであるか？　それが自分のものであれ、他人のものであれ、それはそんなにも恐れ嫌わねばならないものなのであるか？　人は必ず死ぬと我は記憶している。ならば──人は自らの存在を常に憎み、哀しみ、呪い続けているのであるか？」


「……タナロット」


　この少女はそんな事も知らないのだ。


　生きているという事。死ぬという事。存在するという事。消えてなくなるという事──


「死ぬとは──」


　トリンが言う。


「存在を停止する事。この世界の何ど処こにもなくなってしまう事」


　振り返る拓人とタナロット。


　トリンはただ淡々と言葉を続けた。


「例えば拓人が死ぬという事は、拓人が何ど処こにも居なくなってしまうという事。拓人はもう未み来らい永えい劫ごう、笑ったり泣いたり怒ったりする事もなく、何かを考える事も感じる事もなく、ただ拓人という存在がそこらの砂や水と変わらないモノになってしまう事──」


「トリン……」


　やはり拓人は止めようとするが、トリンは平然と続けた。


「『死んだ』拓人は貴女を見ない。貴女に笑ったり自分から触ったりしない。それはもうただの死体。彼の身体は在あっても彼の心は揮き発はつしてなくなってしまう。死ぬとは──決して取り返しのつかない現象」


「…………」


　タナロットは初めて見る様な真剣な表情でトリンの言葉を聞いている。


「タクト、我と二度と会えなくなる？」


「……そ、そうだね」


「スズホも死ぬ？」


「……死ぬよ」


「我は死なない？」


「それは……」


　言葉に詰まる拓人の代わりにトリンが続ける。


「神や魔は死なない。一時的に変質したり、封印されたりという事は在っても、その存在の本質が滅びる事はない。何処にも居なくなったりはしない。永劫不変。それが神であり魔。人たるものはいつか必ず死ぬけれど、神や魔は決して滅びない。魔力を削られる事はあっても、いつか元に戻る。貴方達は常に可逆的であり、人間は常に不可逆的です」


「…………」


　タナロットが表情を厳きびしくする。


「タナロット──貴女は死にません。いえ、死ねません。貴女はいつか必ず置いてきぼりを喰う。無限たる貴女の時間に対して拓人君や鈴穂さんの時間は有限。貴女と拓人達は違う。姿形はよく似ていても、『違う』存在なの」


「トリン、なんかそれって──言い過ぎだよ。なんかひどいよ」


「事実です」


　拓人の言葉を平然と弾き返し、トリンが言う。


「だから鈴穂さんは怒ったんです。貴女は死なない。だから平気。何が起こっても貴女自身は。でも──拓人君や鈴穂さんは違う。ちょっとした事で簡単に死んでしまう。限られた時間を精一杯生きている人間は、だから死ぬことを恐れる。死ぬことを嫌う。限られているからこそそれを必死に活用しようとする。


　そして同時に──自分や、そして自分の大事な人が死ぬ様な事態と、それを引き起こす原因を、恐れ、忌いみ嫌うのです。自分の限られた時間を納得する事なく奪われてしまう事を恐れます」


「……我が、その原因であるか」


　ぽつりとタナロットが言う。


「その可能性が高いという事です。まだ決まった訳ではないけれど」


「タクト──」


　タナロットはひどく真剣な表情で拓人の顔を覗のぞき込む。


「タクトは死にたくない？」


「それは無論──あ、でもタナロットが気にする必要はないよ。別にタナロットは悪くないから……」


「スズホが悪いのであるか？」


「鈴穂も悪くない。誰も悪くないんだよ。強しいて言えばあの襲ってきた連中なんだろうけど──あの人達──って人じゃないんだっけ──とにかくあの連中だって、悪くないかもしれない。事情が良くわからないしね。そもそもタナロットが原因だっていうんなら、君を呼び出した僕が一番悪いのかもしれないし。でも僕だってわざとやった訳じゃなくて」


「…………」


「だから……気にしないで。鈴穂だって本気でタナロットが悪いって思ってる訳じゃないと思う」


　言いながらも──拓人は我ながら説得力のない言葉に溜ため息いきが出る想いだった。


「…………」


　何処か思い詰めたような表情でタナロットはふらりと立ち上がると──拓人達に背を向けて鈴穂のこもった隣の部屋に入る。


　鈴穂の時ほども激しくはなかったが、扉の閉じられる音はやはり拓人の追従を拒んでいる様にも聞こえた。


「……困ったな」


　閉じられた扉を見つめながら拓人が呟く。


「とりあえず今は待つ事ですね。時間が解決してくれるとは言いませんけど、先程も言ったように〈学園〉側も色々調べていますから。正直、〈学長〉も教授達も、事は拓人君達だけの問題ではないと考えているみたいですし、必ず近日中には解決します」


「そう願いたいよ……」


　言って拓人は力尽きたかの様にソファに横になった。







＊







　寒さ河が江み教授は〈学園〉にあてがわれた自分の教授室に戻ってきた時──その前に一人の娘が倒れているのに気づいた。


「──む？」


　慌あわてて駆け寄って抱き起こす寒河江教授。少年型の傀儡人形サイコパペツトではあるが、見るからに華きや奢しやそうな外見とは裏腹に、腕力や脚力は普通の人間よりも強い。


　娘は──エーネウスだった。


「エーネウス君!?」


　改めて見ればエーネウスはぼろぼろの格好だ。いつも染み一つない衣装は汚れて斑まだら模様になっており、ところどころが破れて半裸の状態である。


　魔族である以上、『死ぬ』事はないが、あまり消耗が激しいと何十年、あるいは何百年も身動きがとれなくなる事もある。そうなれば人の視点からすれば死んだも同然だ。そして魔族の身としてもそれはとても苦しい事であるらしい。


「しっかりしたまえ!?」


　寒河江教授は傀儡人形の水晶眼でエーネウスの状態を調べてみるが──最悪の状態ではない様だ。とりあえずしばらく安静にしていれば自力で回復して身動きできる様にはなるだろう。


「あ──教授……」


　かすれた声でそう言いながらエーネウスが眼を開く。


「どうしたんだ──君がここまでなるとは!?」


　エーネウスは魔物としてはかなり上位の存在である。通常の魔力に加え、榮えい太た郎ろうの使い魔として幾つかの魔法を体内『内蔵』しているのだ。そこらの下級悪魔など敵ではない。


　そのエーネウスがここまでになるとは──相手は一体何なのか。


「タナロットか？　いや──違うな」


「はい……少々相手の数が多かったもので……」


「数……？」


「それよりも教授……羽は瀬せ川がわ拓人さんが狙われています。全力で保護を」


「ああ、先ほど襲撃されたとかで──いや、待て、今何と言った!?　狙われているのは羽瀬川君か？　タナロットではなく？」


「はい……」


　言ってエーネウスは咳せき込む。


「大丈夫か？」


「少し休めば多分──」


　そう応じてからエーネウスは言った。


「それよりも早く保護を──」


「しかしタナロットではなく召喚主である彼が何故？」


「〈聖母〉という言葉をご存じですか？」


「辞書通りの意味かね？　あるいはもっと限定して、キリスト教におけるイエスの母マリアの事かね？　それとも──」


　そこで一瞬、寒河江教授は何かを恐れるかの様に言葉を切った。


「まさか──」


「そのまさかです。今回の一件は神界と魔界による合同の〈聖母抹まつ殺さつ計画〉です」


「なんてことだ……だとすると」


　呻うめくように言って──そして初めて気づいたらしく教授は言った。


「佐久間君はどうした？」


「榮太郎様は──魔界に残られました」


「なんだと!?」


　愕がく然ぜんと寒河江教授は言う。


「無茶な──人間の身で魔界になど……」


「榮太郎様は大丈夫です。それよりもまず羽瀬川拓人さん達の保護を」


「それは既に実施してある。今彼等は寮に居る筈だ」


「では私もそちらへ──」


「大丈夫かね？　かなり消耗している様に見えるが……」


「何とか」


　寒河江教授の言葉を押さえ込む様にしてエーネウスが言う。


　短く溜息をつき──そして寒河江教授は頷いた。覚悟を決めている相手に中途半端な説得をしても時間の無駄だ。


「──わかった。〈学園〉側にも戦闘用重機動ゴーレムの出動を要請する」


「すみません……御迷惑をお掛けします」


　エーネウスの言葉に寒河江教授がふと動きを止める。


「迷惑？」


「本当は……〈学園〉としては観て見ぬ振りをしてしまうのが一番簡単でしょう……神界魔界を敵に回す程度ならまだしも……まして事が〈聖母〉ともなれば……」


　確かに拓人に入れ込んでいる上に、どっぷりと今回の事件の渦中に浸かっている榮太郎やエーネウスはともかく……〈学園〉としてはたった一人の生徒の為に神界や魔界と事を構えるのはあまり得策ではない。


　本来は上層部の判断を仰ぎ、会議の末に対応は決せられるべきだろう。そしてその結果として〈学園〉は観て見ぬ振りを決め込む事で、被害を最小限に留め、神界と魔界へ恩を売る事もできる。


　そうした手順や選択肢を無視して戦闘用重機動ゴーレムを動かせば、〈学園〉そのものの外交的な立場は悪化するし、まして責任者として寒河江教授には何らかの処罰が下される可能性もあるのだ。


　しかし──


「見損なうな」


　寒河江教授は断ち切る様に言った。


「何が迷惑なものかね。羽瀬川拓人はうちの生徒だ。〈聖母〉絡みの事件だという事には驚いたが、だからといって掌てのひらを返した様に彼を見捨てる程、〈学園〉は薄情でも冷酷でもないぞ。たとえ〈学園〉が彼を見捨てても私は見捨てない。生徒を見捨てて何が教授か。これは我等の義務だよ」


「……失礼しました」


　苦く悶もんの色の中に微笑を混ぜてエーネウスは言った。
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　拓人は溜息をつきながらタナロットの入った部屋の前に立った。


　先に鈴穂の入った部屋の扉を叩いてみたのだが──全く反応がなかった。このまま気まずい状態で放置しておくのも辛いし意味もないので、とりあえず声を掛けてみたものの、そう簡単には彼女の気持ちも落ち着かない様だ。


　仕方なく拓人は鈴穂を後回しにしてタナロットの様子を見る事にした訳だが──


「タナロット……？　入るよ」


　声を掛けてドアノブを回す。


　こちらに鍵はかかっていない。


　無意味な刺激をしない様に、ゆっくり扉を開いて拓人は中に入る。特に拒んでくる様子はない。拓人は部屋の中に入り──そして息を呑んだ。


「タナロット？」


　部屋の中は無人だった。


　ろくに家具もない室内である。隠れる場所など在る筈もない。


「タナロット──!?」


　叫ぶ彼を嘲あざけるかの様に窓辺のカーテンが翻ひるがえった。


　慌てて窓に駆け寄る拓人。外からの風が吹き込んできて大きく膨らんだカーテンが彼に覆おおい被さってくる。苛いら立だたしげにそれを腕で払いのけ、拓人は窓の向こうにタナロットの姿を求めた。


　此こ処こは四階なので水平に視線を走らせても見えるのは周囲の建物や空──亜空間に構築された擬似的なものだが──ばかりだ。


　慌てて視線を下へと向けると、寮を取り巻く様にして配された植え込みが見えるが、そこにはいかにも『何かが落ちてきました』と言わんばかりにへこんだ部分があった。


「──飛び降りたのか？」


　ここは四階だが──タナロットならば一階も五階も大差あるまい。人間の物理的限界を彼女に当てはめるのは全く意味がない。


　しかし──


「くそっ──迂う闊かつだった」


　呟いてリヴィングに戻る拓人。


　ついつい落ち込みやすい鈴穂の事ばかり気にしていて、タナロットはちょっと拗すねた程度だと思っていた。だが考えてみれば、無邪気である分、何か在った時の耐性は普通の人間よりも低いのかもしれない。


　肉体的にべらぼうな強さがあるからといって、心の中身もそれに見合うとは限らないのだ。そんなごく当然の簡単な事を、拓人は失念してしまっていた。


「トリン！」


　拓人はリヴィングに置かれたノートパソコンに叫んだ。


「タナロットが居なくなった──探しに行く！」


「それは許可できません」


　トリンが淡々とした口調で言った。


　電子回路の上に構築された仮想神格は、冷徹な計算機たる事を自らに課しているかの様に感情の映らない表情をディスプレイ上に浮かべている。タナロットが行方不明になったのは彼女にとっても予想外であった筈なのだが──そこには微み塵じんの動揺も見えない。


「でも連中がタナロットを狙ってきているのなら、タナロットを永久封印できるだけの力を備えてるのは当然だし──タナロットは、なんて言うか、すごく子供っぽいから、何か罠でも仕掛けられたら──」


「それは貴方も同じでしょう」


　トリンが台詞を遮る様に言う。


「タナロットはたとえミサイルの直撃を受けようが、細切れに刻まれようが死にません。しかし貴方はナイフの一本、銃弾の一発でもあっさりと死んでしまうのですよ。迂闊に動けば危機に陥おちいり易いのはむしろ貴方の方です」


「だからって──じっとしている訳にはいかないだろ!?」


　拓人は声を荒げて叫んだ。


「彼女は──僕が召喚してしまったんだよ。望んだわけじゃないけど、彼女を呼び出したのは僕だ。僕は──彼女に責任がある」


「…………」


　トリンは無言。だが決して肯定している訳ではなかろう。


　そして──


『タクちゃん』


　かちゃりと音がして──開かれた扉の向こうから、鈴穂が顔を出した。滅多に聞く事のない拓人の怒鳴り声を聞いて何事かと不安になったらしい。


　鈴穂は胸に抱く様にしていたノートを、まるで盾の様に翳かざして拓人の前に立った。


『さっきはごめんなさい』


「鈴穂──」


　呟く拓人。


　鈴穂の性格はよくわかっている。恐らくその一文そのものはもう随分前に──部屋にこもった直後にでも書いたものだ。だがやはりそれを見せる踏ん切りがつかなかったのだろう。それが正しい事だとはわかっていても、謝るべき時に躊躇とまどう事なく謝ってみせるというのは、これで意外に難しいものだ。


『でもあれは私の本心でもあるの。私はタクちゃんが──』


「……タナロットが居いなくなった」


　鈴穂がノートの上で走らせていた手を止めた。


「………………」


　鈴穂は表情を曇らせて何事か考えていた様であったが──


『私の、せいかな』


「違う」


　はっきりと拓人はそう断言した。


「こういうのは誰のせいでもない。少なくとも鈴穂だけのせいじゃない。誰もが悪いし誰もが悪くない」


『タクちゃん』


「行ってくる！」


　そう言い残すと──拓人は鈴穂の返事も待たずに寮を飛び出した。
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　気が付けば〈学園〉の外に出ていた。


〈学園〉は秘密保持の為に中に入るにはゲート・イズモや他に幾つかの有形無形のチェックを通らなければならないが、出る事に関してはかなり無頓着である。それどころか利便性を考えた上で常設型のシフト・ポータルが幾つか設置してあり、タナロットはそこから街の中へとさまよい出てしまっていたのだ。


　今タナロットは姿を誤魔化す魔法を掛けられてはいない。


　だが道行く者はたまに奇異な視線を彼女に向ける事はあっても、驚く者はほとんど居なかった。恐らくコスプレというか、特殊メイクか何かだと想われているのだろう。少なくともその尖った耳が『本物』だとは想われていないのだ。


「…………みゅう」


　街は不可解なもので満ちていた。


　タナロットには記憶がない。基本的な知識は在るものの──それが現実に自分の五感から入ってくるものと合がつ致ちしていない。彼女にとって全ては書物の記載で読んだだけの知識と大差なく、実感としてその存在を確認できるものは──自分の中の知識とその実在を綺麗に照らし合わせる事ができるものは非常に少なかった。


　そしてその最たる存在が拓人であったのだ。


　自分の召喚主。このとらえどころのないあやふやな世界で唯一彼女が確固たる存在として頼れる基点。肉体的には無論、タナロットの足下にも及ばない脆ぜい弱じやくな存在ではあるのだが、拓人はやはり彼女にとって、唯一の拠より所だったのだ。


　だが──


「タクト……」


　存在しなくなる。


　居なくなる。


　死ぬ。


　それがどういう事かはやはり実感としてわからない。


　でも二度と拓人と会えないと言われればそれはとてもとても辛い事であろう。その事だけは確かだ。しかし……自分が側そばに居れば拓人は死ぬのだという。


　ならば自分はどうすればいいのだろうか。


　側に居ても会えなくなる。


　側に居なくても会えなくなる。


　だが──


「タクト……」


　自分が側に居なければ拓人は『存在』が消える事はない。


　彼が居なくなる訳ではない。自分がただ会えないだけだ。


　ならば──


「おとり？　それとも状況がわかっていないのかしラね？」


　ふと──そんな声を耳にする。


　見ればいつの間にかタナロットは街の繁華街に来ていた。


　時刻は夕暮れ時。照明や看板が色とりどりの光で街並を彩り、賑にぎやかな音楽があちこちで鳴り響き、その間で家路を急ぐ人々と、遊びに出掛ける人々と──無数の人間達の姿が交こう錯さくしている。


　華やかな混沌の中でタナロットは立ち止まり、声の主を捜して視線を彷徨さまよわせた。


　今の声が明らかに自分に向けて放たれたものだと直感していたからだ。


　そして──


「……!!」


　タナロットは総毛立った。


　道行く人々の隙間から自分に注がれる視線を逆に辿たどった先に居たのは──


「おとりにしては周囲に他のモノの気配はないけど」


　ボンテージファッションの娘と、そして巫み女こ服姿の娘。


　初めて見る顔だ。


　だが──反射的にタナロットはその二人が敵だと理解した。明確な敵意──というよりは挑発的な魔力波動が露骨な程に送られてくる。


「……みゅ」


　タナロットは身構える。


「ここで戦やるのはいくらなんでもまずいかナ？」


「まずいわよ。事が大きくなりすぎるから──」


　そんな事を言いながら二人はいきなり踵きびすを返し、タナロットに背を向けて平然と歩み去ってゆく。


「みゅ？」


　いきなりの攻撃をも覚悟していたタナロットは、拍子抜けして目を瞬かせた。


　無論──これは明らかに罠だ。


　だがそれを悟るにはタナロットは世間知らずに過ぎた。


「──みゅっ」


　タナロットは二人の後を追って駆け出した。
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　重苦しい沈黙が室内に満ちている。


　しばし呆然と拓人の飛び出していった後の玄関口を見つめ──鈴穂は俯いた。


「……妙に過敏に反応しますね、拓人は」


　ややあって──トリンが呟くように言う。


　拓人は人の生き死にに関しては確かに過敏な反応を示して感情的になる事が多い。普段はのんびりしていると言っても良い様な、穏やかな言動が多いだけに……それはかなり際立ってみえる。


「…………」


　鈴穂はノートパソコンの前に座ってキーボードを叩いた。トリン相手であるならばいちいち書いているよりもこちらの方が早い。


『タクちゃん、きっとお母さんの事、想い出してる』


「母親？　そういえば──資料によれば彼の両親は一度離婚していますね」


『タクちゃんが十歳位の時にお母さんが出て行ってしまったの』


　その時の事を鈴穂は覚えている。


　マンションを訪れた鈴穂とその母親は広い床の上で──何かの終わりを暗示するかの様な黄昏たそがれ色に染まる部屋の中で、泣き疲れ、呆然と座り込んだままの拓人を発見した。


　あの時の拓人を思い出せば今でも鈴穂は泣きたい様な気持ちになる。


　幼い彼に──別れ際の母親がどの様な言葉を残して行ったのかはわからない。


　しかし──


『タクちゃんの母さん……結局、帰って来なかった』


「行方不明のままですか？」


『死んじゃったの。詳しくは私も知らないけど』


　拓人の母が浮気相手と見られる男性と揃って見つかったのはそれから半年後──東京湾から引き上げられた車の中からである。事故か心中かあるいは他殺か……死因が警察によってどう断定されたのかは鈴穂も知らない。正直、そんな事はどうでも良かった。


「……それで、ですか」


　トリンが呟く様に言う。


　人が死ぬという事。二度と会えないという事。


　拓人が同じ年頃の人間よりもより実感としてそれを捉え、それに嫌悪を示すのは、恐らくそうした過去の事情があったからだろう。


『ごめんね』


　鈴穂はそうキーを打った。


『私も行く。これでタナロット帰ってこなかったら、私もなんか辛い』


　トリンはしばし無言でいたが、ふっとその表情を緩めた。


　いつも無表情な彼女の顔に、ひどく人間臭い──とても優しい笑みが浮かぶ。


「携帯電話は持って行くこと。それさえあればこちらでも位置を特定できます」


『わかった。ありがとう』


　そう書いて頷くと鈴穂はケースに入った〈ワルプルギス〉を肩から提さげた。


『行ってくるね』


　ノートを取り出してそう書き示す。


「気を付けて」


　仮想神格の声に見送られ──鈴穂は拓人の後を追って飛び出して行った。
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〈学園〉の中を探し回った拓人は、タナロットの姿を見たという者を数名見つける事ができた。元々〈学園〉はその規模に比べると人の数はそう多くないし、何より鈴穂との『決闘』騒ぎでタナロットは顔が売れているので、結構印象に残っている者が多かったのだ。


　彼等の目撃証言を総合すると、タナロットは〈学園〉の外に出てしまったらしい。


「くそ──」


　唇を嚙む拓人。


　タナロットの使った常設型シフト・ポータルは、繁華街のすぐ近くに通じている。下手に人混みに紛れ込まれたら、見つけるのにはかなり時間がかかってしまうだろう。あの紅あかい髪は目立つが、タナロットは背が小さいので、どうしても人混みの中では見えなくなってしまうのだ。


　さてどうしたものか──そんな事を拓人が考えた時。


「～～～～ッ！」


　声にならない声──に被さる様にして甲高い音が響く。


　慌てて音の方向を振り返った拓人は、そこに坂の上から走ってくる自転車を見た。


「鈴穂──!?」


　背中に〈ワルプルギス〉のケースを背負い、自転車に乗った鈴穂がこっちに向かって走ってくるのだ。顔を真っ赤にしているのは、拓人を捜そうと余程懸命に自転車をこいできたからだろう。


　鈴穂は真っ直ぐ拓人の方へと走ってきて──


「…………～～～っ!?」


　勢いがつきすぎたのか、そのまま拓人の前を通り過ぎて行く。


　思わず目を丸くして見送る拓人。その視線の先で、鈴穂は坂道の行き当たりにあった植え込みにぼすんと突っ込んで、止まった。


「鈴穂っ!?」


　慌てて駆け付ける拓人。葉っぱやら小さな木の枝やらが体中にくっついて、鈴穂の格好は潜伏用偽装服ゲイリー・スーツを着た狙撃兵さながらの格好になっていたが──植え込みがクッションになったからか、まあ怪我の類たぐいはない様だ。


「何やってんだよ、もう」


「…………」


　目を回しながらも起き上がり、拓人に手を引っ張って貰もらって植え込みの中から脱出する鈴穂。彼女は身体に着いた葉っぱや土砂を払い落とすのも後回しにして、慌ただしげにノートを取り出し、拓人に示した。


『私も手伝うから』


「鈴穂……？」


　意外な申し出に拓人は目を丸くする。


　鈴穂はタナロットの事を嫌っていたのではなかったか……？


　そう問いたげな視線を受けて鈴穂は一瞬顔を伏せたが、すぐに何かを思いきったらしく、ノートにさらさらと文字を書いて示した。


『私、あの子がタクちゃんにべたべたするのは嫌。だけど別にあの子が嫌いとか、あの子自身が僧いとか、そういうのじゃないと思うの』


「…………」


　拓人は眼を丸くし──そして勝手な自分の思い込みを恥じた。


　そうだ。


　鈴穂はこういう少女だ。恥ずかしがりで、気弱で、その癖思い込むと無茶をして──それでも、本気で誰かを憎んだり嫌ったりはできない少女だ。だからこそ面倒でもややこしくても迷惑を掛けられても、その愚かな程の優しさ故に、拓人はこの従姉と居る事で随分と癒いやされてきた筈なのだ。


　そんな事を、自分は忘れていた。全く恥ずかしい。


「──ありがと」


　微笑んで拓人は言う。


「でも自転車こぐのは交代するよ」


　言って拓人が自転車を起こしてまたがる。


「後ろ、乗って。僕はあちこちこぐから──横とか後ろとか、頼む」


『うん』


　差し伸べられた手を握って自転車の荷台に横向きに腰掛ける。一瞬躊躇とまどったが──しかし鈴穂はぎゅっと両腕を拓人の胴に回してしがみついた。


「行くよ！」


　一ひと声こえそう発して拓人は自転車をこぎ出した。
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　一面の灰色が支配する世界。


　まるで荒野の如く素っ気ない雰囲気を補おうとするかの様に、四角く切り取られた夕暮れの空模様が壁に並んでいる。


　窓や出入り口を除けば、此処にはめぼしいものが何もない。


　簡素という意味では寒河江教授の部屋も同じだが──此処には荒れ果てた廃はい墟きよに特有の『終わりに向かってひたすら限りなく澱よどんでゆく空気』が漂っていた。


　二人がタナロットを誘い込んだのは──街外れに位置する廃ビルだった。


「さて。ここらでいいかナ」


　ボンテージファッションの娘──シンクラヴィアが言う。


　タナロットと二人はビルの最上階で睨にらみ合っていた。恐らく昔はパーティ・ホールか何かだったのであろう。二階分吹き抜けの構造になっていて、面積は無論の事、空間容積としてもかなり大きい。


　もっとも──だからこそ在りし日にそこを賑にぎわせていた内容物を根ね刮こそぎ撤てつ去きよされ、ただただコンクリートの壁面を晒さらすだけの場は、ひどく寒々しい印象が在る。


「…………」


　タナロットは二人を睨み据えながらも、どう対処すべきか内心で困惑していた。


　根が単純な彼女は、細かい駆け引きなどできる筈もなく、また二人がこの場にタナロットを誘い込んだという事そのものもあまり理解できていない。


　敵だという事は本能的にも理解しているのだが、どうにもこの二人には得体の知れないところがある。ただ突っ込んでいってぶん殴れば良いというものでもないだろう。その程度の事はタナロットにもわかった。


「おまえ達は、何であるか？」


　人間ではない。それは確かだ。二人が放つ気配や魔力は明らかに人間のそれとは質も量も違っている。数少ないタナロットの経験からすれば、これに類るい似じするのは──


「もうわかってるんでしょう？」


　言って巫女装束の娘──ミヤビが、ぱん！　と両手を打ち鳴らした。


　音と同時にミヤビとシンクラヴィアの姿がおぼろげに霞かすむ。


　布の糸を解いてゆくかの様に、ちりちりと音を立てながら全身の数カ所でその容姿が細い細い線状に分解され……その一方で分解された部分はまるで時間を逆回しにするかの様に再編成が行われているのだ。


　一見すればそれは無意味な崩ほう壊かいと再生の様にも見えるが──再びそこに編み上げられた彼女等の姿は、分解前のそれとははっきりと異なるものであった。


　ばさりと灰色の翼が広がる。


　シンクラヴィアは深呼吸するかの様に両手と──そしてその背に備わった翼を広げて、大きく体を伸ばした。上半身は翼が備わった事以外にさしたる変化はない。ボンテージファッションもそのままだ。しかし──下半身は大きな変化を示していた。


　脚がまるで鳥のそれを無理矢理人体に融合させているかの様な、いびつな形状を示しているのである。上半身だけを見ていれば天使と見紛う事も在るかもしれないが、その下半身、特に爪を備えた爪先は明らかに魔族のものと思しき禍まが々まがしさを備えていた。


〈学園〉関係者か──あるいはギリシアの文化に詳しい者であるのならば即座にその正体に気付いたかもしれない。


「私は魔族──魔鳥セイレーンの一柱」


　シンクラヴィアが歌う様に言った。


　ホメロスの作とされる古代ギリシアの英雄叙事詩『オデュッセイア』にその名を見る事ができ、遺跡の壁画や壺の装飾等にもその姿を残す海の精霊。その姿や性質には諸説在るが、有名なのはその歌声で船乗り達を惑まどわすという伝説であろう。その事からこの名はサイレンの語源ともなっており、『男をたぶらかす魔女』といった意味合いもその語には含まれている。


　一般社会に流る布ふする伝説の類には誤解や歪わい曲きよくも多いが──少なくとも〈学園〉基準で言えば精霊と魔族は別物だ──この姿を見る限りそこには真実も含まれているのがわかる。


　そして──


「そっちは神族──」


　シンクラヴィアの指差す先ではミヤビがやはり変化を終えていた。


　こちらも大きな輪郭に変化はない。だがその耳は側頭部からやや上に移動し、獣のそれに近い形状を示している。また巫女服の袖から覗く彼女の手は白銀と漆黒──二色の縞模様を成す獣毛に覆われ、同色の尻尾が巫女服の袴はかまを突き破って伸びていた。


「四神の西方位──神獣・白びやつ虎こ」


　古代中国に端を発すると言われる四神信仰──その中で『青せい龍りゆう』『玄げん武ぶ』『朱雀すざく』と並び語られる神獣である。天に在っては星せい宿しゆくに配当され、地に在っては西の方位を守護するとされ、日本においては奈良の薬師寺本尊の台座から、飛鳥高松塚古墳の石せつ槨かく内壁にまで、幾つものその意匠を見る事ができる。
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「…………」


　タナロットは黙って本性をさらけだした二人を睨み据えている。


「折角大見得切ったのに──全然驚いてくれないわヨ？」


　何処かつまらなさそうにシンクラヴィアが相棒を振り返って言う。


　まあ確かに人間──それも多少なりとも幻想文学やオカルトだの何だのに通じた人間ならば驚いたかもしれないが、生あい憎にくと常識だの何だのの欠落しまくっているタナロットにとっては神魔だろうがオケラだろうがアメンボだろうが大差ない。


「何を期待してるんだか」


　呆あきれたように言って──そして白虎姿のミヤビは一歩前に踏み出した。


「さて。覚悟はいい？」


「どうして私を狙うのであるか？　拓人を巻き込むのであるか？」


　二人を睨み据えたまま一歩も引かず──タナロットはそう尋ねる。


「ああ──ひょっとして貴女」


　ミヤビが苦笑を浮かべて言った。


「まだ知らないのね。まあその方が好都合だけれど」


「知らない？」


「私達は一応、仕事に優先順位が与えられてテね」


　シンクラヴィアが笑いながら言う。


「第一に羽瀬川拓人の抹殺。あんたの永久封印はその次。でも人間の羽瀬川拓人を抹殺するのは簡単だかラ、まず厄介なあんたを処理する事にしたノよ」


「……!?」


　目を丸くして絶句するタナロット。


　彼女はてっきり二人組の狙いは自分だと思っていたのだが──


「羽瀬川拓人は〈聖母〉よ。まあ男なのに『母』ってのもおかしな言い方だけど、これはまあ慣習的にそう言っているだけの事だから」


「〈聖母〉？」


　それは拓人が気にしていた言葉だ。


　彼はそれがタナロットの事だと想っていた様だ。さすがに『母』の一文字を含むその語が、自分自身を指す言葉であるとは想像もつかなかったらしい。


　しかし『慣習的』とはどういう意味か……？


「もっと正確な言葉としては──」


　ミヤビが静かな口調で言った。


「始源的神魔創造者」
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　榮太郎が素早く指を振る。


　空中に描かれた紋様は瞬間的に発光し、彼に襲い掛かっていた人形達を吹き飛ばした。


　だが──


「ふむ──」


　その様を見ながらボティスが唸るような声を漏らす。


「人間にしてはやる。殺してしまうのが惜しい位だ」


「そりゃどうも」


　にやりとして言いながらも……榮太郎の息は既にあがっている。


　彼はもう人間としては限界に近い程の魔力を消耗していた。当然と言えば当然である。魔界の貴族二柱を相手にしているのだ。普通の人間ならいくら頑張っても五秒と保もたない。これはむしろ榮太郎の魔法使いとしての非凡さを示す結果ではあった。


　ましてここは魔界だ。


　人間の榮太郎はそこにただ存在するだけで魔力を消耗する。


「だがそろそろ限界か？」


　グシオンの言葉と同時に人形達が起き上がる。


　いくら破壊しても人形達の破損はすぐに修復されて再び襲い掛かってくる。これはグシオンの魔力のなせる技だ。魔力に満ちている魔界では、魔族は神にも等しい万能の存在である。物質の修復などさして難しい事ではない。


　人形達の持つ剣が唸り、機関銃が、レーザー砲が、榮太郎へと襲い掛かった。


　更に榮太郎は素早い呪文詠唱と共に指先を動かして印をきる。


　彼の身を護る結界がその強度を増した。今までは薄い膜の様にその身を覆っていたそれは、異なる物理法則の狭間で微かに発光しながらその存在を主張する。


　だが──


「無駄だと言っておろう。人間の世界ならばともかく──この魔界で人間の結界などどれだけ強化してもたかが知れている」


　グシオンが言い──そして同時にボティスが無造作に榮太郎に歩み寄る。


　ボティスの鋭い爪を備えた指先が榮太郎を指差すかの様に突き出されると、その瞬間に彼を護っていた結界は風船が弾けるかの様に破裂して消滅した。


「──!!」


　榮太郎が身をよじる。


　人間界とは異なる世界に在る事を強要された肉体が悲鳴を上げているのだ。魔界に被曝した肉体は遠からず破綻する。


　激しく咳き込みながら榮太郎は身を折り──そして口から大量の血を吐いた。


「意味もなく苦しませるのもなんだな」


　グシオンがそう言って指を鳴らす。


　彼が『お気に入り』と評した猫耳の少女人形が手に持っていたブーメランを無造作に振る。


　その刃は、今度こそ逸れる事なく、榮太郎の首を搔き切っていた。


　どさりと音を立てて榮太郎が倒れ伏す。その首からは大量の血が流れ出てグシオンの執務室の床を濡らしていった。


　あっけないといえばあまりにあっけない最期である。


「ふむ──最初から無駄な勝負であったのだ。悪魔は死なない。死ねない。我等は永劫不滅であるが故にこそ悪魔なのだ。その悪魔に事もあろうに魔界で、しかも人の身で挑む事の愚かしさ──これはどの魔法使いが知らぬ訳でもあるまいにな」


「確かに」


　グシオンの言葉にボティスが頷く。


　だが──


「──む？」


　ふとグシオンが怪け訝げんそうな表情を浮かべて榮太郎の死体を眺めた。ボティスも何か気付いたようで、表情に乏しい蛇の顔を床の上の亡なき骸がらに向ける。


　首を、その内にある延髄を破壊されて絶命した榮太郎。


　だが──その指が床を搔いたのは次の瞬間であった。


「なに──!?」


　そして。


「貴様達の言う通りだ」


　ゆらりと何か糸にでも引かれる人形の如き不自然な動きで──榮太郎が立ち上がった。


「悪魔は不滅だ。封じる事ができるだけ──」


「き──貴様っ!?」


　愕がく然ぜんとグシオンとボティスは呻くと、共に後方へと飛び退いた。


　それは榮太郎から渺びよう々びようと吹き付けてくる膨大な魔力の故である。


　既に榮太郎の身を護る結界はない。しかも首を切り裂かれて死んでいた。それは絶対に間違いがない。人間なら生きている筈がないのだ。


　ならば──これはどうした事か。


　この人間はあろうことか、平然と起き上がり、しかも以前にも増して大きな魔力を放射しているではないか。しかもそれは──


「馬鹿な──これは、こんな魔力は、人間のものではない、悪魔でもこれはどの魔力を持つ者は──」


「貴様、貴様は一体何者──」


　グシオン達をも圧倒する程の魔力が部屋に充満する。それらはあちこちで飽和状態に達して爆炎や雷光となり、部屋の中を荒れ狂った。


「──なっ!?」


　魔力含みの火炎や電撃を喰らって、あっさりとグシオンの人形は砕け散る。しかも即座に自己修復する筈の人形達は、自らの正体をようやく想い出したかの様に、床に倒れて壊れたままぴくりとも動く事はなかった。


　榮太郎の魔力の密度に押され、グシオンの魔力が駆く逐ちくされてしまったのだ。


　上級悪魔ともなれば、ただそこに存在するだけでその場を凄せい惨さんな地獄へと変えると言われる。魔力に満ちた魔界ですらこの有様だ。人間界でこれはどの魔力が放散されれば、それこそ辺り一面は瞬時に死の世界と化すだろう。


　文字通りに──今この場を支配しているのは榮太郎であった。


「く。くく。くくくく。くははははははは──」


　俯いたまま榮太郎が哄こう笑しようする。


「この雑ざ魚こ共が──貴様等が俺をどうこうできるとでも思ったか!?」


「サクマ・エイタロウ……ＳＡＫＵＭＡＥＩＴＡＲＯＵ……？　まさか、まさか貴様──いや──そんな馬鹿な──」


　グシオンが後ずさりしながら呟く。


「貴方様は──」


「正確にはＥＩＴＡＬＯＵだ」


　榮太郎は笑いながら言った。


　そうしてその顔をゆっくりと上げる。


　その瞬間──真正面からその眼を見てしまったグシオンはその場に硬直した。


「ま、ま、まさか──まさか、まさか、まさか──」


「なんだ、なんだというんだ、グシオン──」


　訳がわからない、といった様子で叫ぶボティス。


　榮太郎の顔の造作そのものには変化がない。そこに在るのはやはり先程までと全く同じ榮太郎の面相だ。


　しかし──違う。全く違う。


　何処か一本螺ね子じが抜けていたかの様な──それ故にこそ愛あい嬌きようのあったその顔に、今は隙など微塵もなかった。そして見る者を総毛立たせる様なその美しい顔に浮かんでいるのは……いつもの榮太郎を知る者ならば想像さえできない様な、どこまでも凶悪で途方もなく傲ごう岸がん不ふ遜そんな表情であった。


「はは。まだわからないのか、ボティス──はははは。相変わらず頭が固いな、貴様は。ははは。馬鹿でも気付くぞ」


「な──なにっ!?」


　後ずさりながらもボティスは右手を振った。


　蛇頭の周囲に火炎が渦巻くと、まるで錐きりの様に回転しながら榮太郎に向かって突き進む。


　激しく歪んで鳴動する空気。見た目は単なる炎だが──恐らくその温度は数百度どころか数千度の温度があるだろう。人間などが触れれば瞬間的に消し炭になってしまうに違いない。


　だが……必殺、いや必滅の威力を持つ筈のそれは、彼に届く直前で、初めから存在すらしていなかったかの様にあっさりと消滅した。


「やめろ、ボティス、こいつは──いや、この方は──!!　ＳＡＭＡＥ……」


「俺を封じたければルシフェルの野郎でも連れてこいっ!!」


　高々と響き渡る哄笑と共に榮太郎はそう叫び──そして次の瞬間、グシオンの執務室は全てを粉こな微み塵じんに吹き飛ばす大爆発を起こした。
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　神族や魔族は死なない。


　彼等は不滅だ。変質や封印といった事態でその自由を奪われる事はあるが、それにしたところで根本的な部分は変化しない。


　これは逆に言えば『変われない』『死ねない』という事でもある。


　これは大前提である。


　神族同士や魔族同士、あるいは神族と魔族が戦ったところで、これは同じだ。


　彼等はいわば世界を支える『摂せつ理り』の一部であり、それが『なくなってしまう』事はあり得ない。この世の始まりから終わりまで神と魔は滅びる事なく在り続ける。


　故に──


「──!?」


　がくんとタナロットは膝をついた。


　彼女の周囲──地面が発光している。大きさにしておよそ直径五メートル。それは複雑な印章を描きつつ彼女の周囲でゆっくりと呼吸するかの様に明滅を繰り返していた。


「──封ふう縛ばく陣じん」


　ミヤビが呟くように言った。


　彼女とシンクラヴィアはタナロットを囲むその印章──魔法陣からやや離れた所に立っている。いつの間にその作業を行ったのかはわからないが、恐らくこの魔法陣はこの二人の創り出したものだろう。ひょっとしたら予あらかじめ陣を敷いた場所にタナロットをおびき寄せただけなのかもしれない。


「もっと俗っぽく言えば『封印』ね──元々は人間が考え出したものだけれども──我々が使えばそれはほぼ絶対の枷かせとして機能するわ」


「かっ──はっ──」


　身体に力が入らない。


　全身から魔力が抜け出ていく感覚は鈴穂のそれに似てはいるが──


「無理無理」


　シンクラヴィアが苦笑して言った。


「アンタが破ろうとしてるのはアンタ自身の力なんだかラ。この魔法陣に吸収された魔力はそのまま封縛の結界に変換されるのヨネ。つまり──アンタが力を出せば出す程に封縛の力は強化されるのヨ。人間が神や魔を封じる為に造りだした技術なんだけどネ」


　要するに──これに囚われた神や魔は自らの力で封じ込められるのだ。


　不滅であるが故にその魔力に終わりはなく、それ故にこそこの封縛陣の消滅もない。結果的にこの陣に囚われた魔族や神族は、外部からその陣を破壊する為の力が加わらない限り、永劫にそこに固定されてしまう事になる。


「ぐ……が……」


　さすがに今のタナロットにシンクラヴィアの言葉を詳しよう細さいに理解する余裕はないが──それが自分の力では破りきれない枷なのだという事は半ば本能的に気付いていた。


　しかし──


「貴女はそこで寝てなさい。未来永劫にね」


　そう言うミヤビの口調は、やはりいつもの通りに冷徹で──しかし何処か憐あわれむ様な響きがあった。


　立場的な意味では確かに敵なのだが……彼女自身にはタナロットに特に嫌悪や憎悪の感情を抱いている訳ではないらしい。少なくとも彼女の表情や声こわ音ねには勝ち誇る様子もなければ苦しむタナロットを見て喜ぶ様な残忍さも伺うかがえない。


「なんで──〈始源的神魔創造者〉って──」


「うわ。この子まだしゃべれるヨ」


　呆あきれた様にシンクラヴィアが言う。


　気楽な口調ではあるが──やはりミヤビと同じく、タナロットの苦境を見て楽しんでいる様子は感じられない。


　恐らく共に単なる『仕事』と割り切って行動しているのだろう。


　だが神族と魔族が組んでまで行う仕事とは一体何なのか。


「御ご前ぜん天使か魔界の大公クラスの魔力ヨ──力押しでやってたら負けてたの私達だったかもネ」


「そうね」


　あっさりとそう認め──ミヤビは言葉を繫いだ。


「〈始源的神魔創造者〉──この言葉って実はあまり知られていないのよね。というより、本当は人間が知ってはいけないものなの」


「…………」


「神や魔は不滅。それはこの世界の大前提。神や魔はこの世の始まりから終わりまで存在し続けてその数を変える事はない。これは即ち天秤の両側であって、世界の均衡を保つと同時にこの世界を支えているものでもある。


　でもね──人間界の時間にしておおよそ二千年前。


　この大前提が崩されたのよ。一人の女によって──それが〈聖母〉」


「ベツレヘムの馬小屋デ」


　歌うような口調でシンクラヴィアが続ける。


「その女は男と交わる事ナく──つまりは人の持つ『宿命』を越え、『原罪』を経る事のない存在を形成してしまっタ。その女の形成した『存在』は不完全ながらも神としての性質を備えていタわ。そして最終的にその『存在』は擬似的な『死』とそれを超越するプロセスを経る事で本物の『神』として完成してしまっタ」


「…………」


　黙り込んでいるタナロットの態度をどう採ったのか──ミヤビはそのまま相棒の言葉を受け継いで喋しやべった。


「この世の始まりから終わりまで変わる事のない神と魔の数。その均衡。それを崩す存在として〈聖母〉は恐れられた。幸いにして彼女が神を生み出したのはただの一度だったけれども──これは同時に一つの恐ろしい予測をも生み出す事になった。


　即ち──『神を生み出す事ができるのなら、神を殺す事もできるのではないか』と」


「……神を……殺す……？」


「不変である筈のものを変える力とはそういう事。


　そもそも人間は我々と違ウ。人間は死ねル。人間は成長し、老い、衰おとろえて消えル。これは即ち『変化できる』という事。個体としてモ種としてモ、人間は不安定だけれド、それは即ち我々の様な『不変の呪い』に囚われていないとイう事──」


　更にミヤビが後を引き取って続ける。


「故にこそ。我々は恐れた。〈聖母〉が再びこの世に現れるのを。神を生み出そうと魔を殺そうと、いずれにせよその存在は世界の均衡を崩す。だから我々はそうなる前に〈始源的神魔創造者〉を抹殺する事にした。いえ──そうせねばならないのよ」


「……勝手な、事を──」


　つまり拓人は──存在そのものを許されないという事になる。


　誰を傷つけた訳でもない。誰を苦しめた訳でもない。


　ただそこに居る事そのものが世界に対する不安材料。


　それは拓人自身でさえ気付いていない内に──彼に課されている罪科。


「勝手なのはそっチ」


　シンクラヴィアが言った。


「私達は世界を護るためにやってルの。言ったでしょウ──神と魔は、神界と魔界は天秤の両端。そして人間界はその中心部ヨ。脆もろくて不安定だけれどモ──当然、これがなければ神も魔も滅びル。世界は終わル。わかってル？　タナロットとかいったわネ？　──あなただってそこに存在してるだけで、随分世界全体にとって脅きよう威いなのヨ？」


「…………！」


　世界は滅びる。


　全てが死滅する。


　それは神や魔も含めた全ての──正真正銘の『終わり』だ。


　二度とやり直しは利かない。拓人も鈴穂も死ぬ。榮太郎も死ぬ。エーネウスも死ぬ。無論タナロット自身も死ぬ。何もかもがなくなる。


　完全な虚きよ無むだけが残る。


　その──イメージにタナロットは思わず震えた。


「さあ、おしゃべりはおしまい。じきに封印が閉じる──」


　ミヤビが宣告する。


「貴女に恨みはないけれど──これも世界の為よ。許してね──」


「う……ぐっ……！」


　呻くタナロット。


　いくら力を振り絞っても封縛の陣は破ることができない。それどころか益々圧力を増している。今は彼女の魔力と何とか拮きつ抗こうしているが、そもそもがこの封縛陣は彼女自身の力が折り曲げられてぶつけられているものだからして、決して破る事はできない。いつか力尽きればそこで一気に封印は彼女を押し包む。


　だが──


「タナロット!!」


　叫び声がビルの中に響く。


　振り向くミヤビとシンクラヴィア、そして──タナロット。


　彼女らの視線はビルのフロアの一番端に集中した。


　壁の一部が鈍い音と共に割れてゆく。


　いや──それは壁ではなく、今ではすっかり壊れて動かない筈の搬入用大型エレベーターであった。そもそも壊れていないとしても今のこのビルは電源そのものを落とされているので動きようがない筈なのだ。


　だがその扉は確かに開いてゆく。


　何者かが電源を繫いで修理したのか。


　あるいはもっと別の力で動かしているのか──例えば魔法で。


「来たわね。〈聖母〉」


　ミヤビが静かに呟く。


　開ききる扉。


　その向こうに自転車に来った少年の姿が在った。








第五章　本当に大事になってるんですけど。












「我が名と技を背に我は行使す──！」


　蹴飛ばす様にしてペダルをこぎながら拓たく人とは真っ直ぐにミヤビ達の方へ吶とつ喊かんしてきた。


　ミヤビやシンクラヴィアの姿を見てその正体には気付いているであろうに──そこには何の気後れも躊躇とまどいも見えない。拓人は突進しながらも素早く起動呪文を詠唱してゆく。


「我はハセガワタクト！　超常なりし法と理ことわりの使い手なり！　燃焼の力よ！　いざその猛たけきを以て我が敵を焼き払え！」


　呪文詠唱と同時に拓人の頭上には炎の塊が出現する。


　煌こう々こうと薄暗いビルの中を照らし出す光は直径一メートルにも達し、呪文の命令通り触れるものを全て焼き払うべく燃えさかる──


「小こ賢ざかしイ！」


　叫ぶと同時にシンクラヴィアが右手を振る。


　拓人の頭上で今しも投とう擲てきされようとしていた火炎の塊は、強風に吹かれたかの様に大きく形を歪め──そして次の瞬間、まるで存在自体が幻であったかの様に消滅した。


「くっ──」


　唇を嚙む拓人。


　やはり人と魔。絶対的な魔力量の差はいかんともし難がたく、真正面から戦っては多少の技法──魔法があっても勝ち目がない。


　拓人は右足を地についてそこを軸とし、自転車を半ば無理矢理に方向転換。スニーカーの靴底と自転車のタイヤを床のコンクリートで磨すり減らしながらも弾かれた様に別方向へ──


「逃がさないわよ」


　ミヤビが拓人を追って前に出る。


　とりあえず今はタナロットは放置しておいて良い。封ふう縛ばく陣じんは一度起動してしまえばそれ自体が独立して機能し、自動的に相手を封じる。後は目の前の〈聖母〉を殺してしまえば任務は終了だ。


　拓人を追ってミヤビが跳躍する。


　だが──


「──!?」


　空中でその姿勢は大きく崩れた。


　横手から飛び出してきた影に体当たりを喰らったからである。ミヤビは乱れた姿勢のまま落下。だが床に達する前に片手で壁面を叩き、その反動で姿勢制御、鮮あざやかに直立して着地した。


　とんでもない体術である。これはやはり虎──猫科である故の事か。


「貴女の相手は私が」


　対して──紺色のスカートの裾をふわりと膨らませながら優稚な仕草で降り立ったのは、間違いなくいつものエーネウスであった。何を考えているのか、いつものメイド姿で御丁寧にエプロンやヘッドドレスもそのままだ。


　ミヤビは、薄い笑みを浮かべてエーネウスを眺める。


「人狼ワーウルフ──いや、違うわね。黒犬獣バージエストの……擬態？」


「ええ」


　エーネウスが微笑を返して一礼する。


「──得え物ものをどうぞ」


　エーネウスが自らは〈デスキン〉を構えながら言った。


「御丁寧にどうも」


　そう言って笑うと、ミヤビはさっと右手を振った。


　巫み女こ服の袖口からすらりと滑り出てきたのは、抜き身の日本刀である。それも六尺三寸──かなりの大刀だ。少なくとも巫女服の衣装の内側に隠せる様なものではないが、今更この連中が何をしても驚くには値しまい。


　そして──


「ＹＡＨ！」


「破っ！」


　同時に二人が相手に仕掛ける。


　刃やいば同士が激突して、七色の光を放つ。


　反発しあい、指向性も定まらぬままに拡散した魔力が、光の形に顕けん現げんしているのである。


　とても美しい光景ではある。だが──無論自分達の生み出したその光景に見とれている暇はエーネウスにもミヤビにもない。


　共にあり余る魔力を持ってはいるものの、魔力をそのまま放射していてはあまりに無駄が多いし隙もできやすい。故に術法に長たけた神族魔族は、魔力を何らかの形に編へん纂さんして撃ち出す訳だが──これにはまた若じやつ干かんの間が必要となる。


　これを補う為に両者は共に人間同様の体術を用い、自らの武器を触しよく媒ばいとして戦っているのだ。


　魔力を帯びた武器と武器が、互いの身体を狙って繰り出される。


　複雑に絡み合う魔力は彼女らの一撃を加速し、破壊力を倍増させ、更には慣性さえも無効化して千変万化な攻撃を可能とする。恐らく霊視手段を持たない普通の人間ならば、何をしているのかさえわかるまい。肉眼では彼女らの周囲で高速撮影のストロボの如く発生する無数の閃光が──魔力と魔力がぶつかり合って光に昇しよう華かされる様が辛うじて見えるだけだろう。


「なるほど。白虎と黒犬獣。好カードね」


「観客が少ないのが少々不満ですが」


「でも──」


　激突し合う刃の向こうでミヤビの笑みが深まる。


「貴女『病み上がり』みたいね？　もう少し休んでからにすべきじゃなかったの？」


「……お気遣い、どうも」


　エーネウスが刀を〈デスキン〉の柄で受け流しながら言う。


　言うまでもなくミヤビの言っているのは、エーネウスが魔界から脱出する際に負った負傷──というより激しい魔力損耗の事である。実のところ、寒さ河が江み教授により魔力充じゆう塡てんや補助魔法の施せ術じゆつを受けてはいるが、元々が強力な魔物であるだけに、その回復にはどうしてもそれなりに時間がかかる。


「いつまで続くかしらねっ!?」


　言いながらミヤビは更に攻撃を加速する──







＊







　一方拓人はそのまま自転車を走らせてビルのフロアの端へ。


　その彼を平然とした足取りでシンクラヴィアが追う。


「逃がさないわヨ──〈聖母〉」


　彼女が軽くその手を振ると空間に微細な振動波が走る。それは間一髪で方向転換した拓人の頭部をかすめ、側の柱に命中した。


　振り返った拓人には柱が一瞬──震えたように見えた。


「──!!」


　次の瞬間、柱は薄い煙の様なものに包まれる。


　煙が立ちこめていたのはわずかに一瞬──それらは微細な粉ふん塵じんとなって床に堆たい積せきし、同時に柱は半分以上が消滅していた。


「やばいっ！」


　分子間結合を破壊する高周波である。


「セイレーン……音界の女王……！」


　神や魔には属性と共にある種の特殊な力が備わっている場合がある。


　そもそも彼等はあり余る魔力を用い、人間の魔法を応用する事で、ほぼ万能に近い多種多様な力を発揮できるが──それとは別に、その存在に元から備わる機能の一部として使える力が在る。


　これは魔力の一形態ではあるのだが、魔法の様な後天的技術を経由しないで直接発揮されるものだ。故にこれは神や魔にとってほとんどタイムラグなしに行使できる力となる。


　別の言い方をすればこれは技能ではなく能力という事である。


　シンクラヴィアの──セイレーンの場合はそれが音を自由自在に操るという能力なのだ。


　本来は幻惑の魔力を歌声に混ぜて放つのが彼女の本領だが、単純にその振動数を変えてやれば人間にとって致命的な攻撃手段ともなる。


　至近距離での戦闘──白兵戦を得意とするミヤビに対し、中距離の広範囲破壊を可能とするシンクラヴィア。細かい経緯はわからないが、元々この二人がきちんとその能力の組み合わせを考慮して選ばれたのだという事がよくわかる。


「君には可哀相だけどサ。私らもこれが仕事だシ。ここは諦めて世界の為に死んでくれるとお姉さん嬉しいかナー」


　緊迫感のない声でそう言いながら更に拓人を追って歩くシンクラヴィア。


「そういう訳にいかんでしょ！」


「でも君に勝ち目はないヨ」


　声と同時に振動波が飛ぶ。


　更に壁が大きく抉えぐられて粉末状となったが──これも間一髪で避ける拓人。


「防御呪文や攻撃呪文を仕掛ける暇もないでショ？」


「まあそうなんですけどね！」


　言いながら更に拓人が方向転換。


「言っておくけど、君が逃げ回りながら大規模魔法陣用の端子ばらまいてるのには気付いてるヨ？」


「──げっ!?」


　言って思わず速度を緩ゆるめる拓人。


　そこに振動波がかすめ──彼の上着のポケットが粉末となって一部欠けつ損そんする。


　そこからばらばらと落ちたのは──チェスの『歩兵ポーン』の駒を思わせる小さな黒い物体だった。


　大規模魔法を構築する際には、しばしば増幅魔法回路や安定魔法回路を組み込んだ、複雑な大型の魔法陣を描く訳だが──これを実際の現場で使うとなると、あまりに魔法陣の構築に時間が掛かりすぎる。この欠点は昔から指摘されてきた事だ。


　これを解決する為に〈学園〉では既に構築済みの魔法陣を分割し、保存する為の記録媒体を開発した。これがシンクラヴィアの言っている──そして拓人のポケットからこぼれ落ちた『端子』の正体である。


　言ってみればこれは『呪符』や『呪具』を極端に進化させた代物だ。


　これを一定の範囲内に規定数設置できれば、起動呪文だけで魔法は起動する──筈だったのだが。


「はい、これで終ワリ」


　シンクラヴィアの言葉と共に端子がまとめて塵となった。


「ば──ばれてた……」


「円を描く様にぐるぐる動いてたかラ、まあ魔法陣でも描くつもりなんだろうナ──とは思ったのネ」


　シンクラヴィアは笑いながら言って拓人へと近付いてゆく。


　そして──


「ははあ」


　拓人が言った。


「じゃあその程度しかばれてないんだね」


「──エ？」


　次の瞬間──シンクラヴィアの足下の床にびしりと幾筋もの亀裂が走る。


　いや、それは亀裂などではない。切断痕こんだった。バターに差し込まれたナイフの様に、白い光が床から滑り出し、廃棄されてもなお盤ばん石じやくの堅けん牢ろうを示していたビルの床をあっさりと幾つもの断片に分割してゆく──


「──っ!?」


　いきなりシンクラヴィアの足下が崩れた。


　何者かが下の階からビルの床を『切り落とした』のだと気付いたときには、既にシンクラヴィアは大量の瓦が礫れきと共に階下へと落下していた。


　鈍い轟音と共に落下するコンクリートとシンクラヴィア。


　それも一気に数階分──高さにしておよそ二十メートル。


　咄とつ嗟さに翼を広げるが……遅い。


　地鳴りの如き盛大な音と、濛もう々もうたる塵じん煙えんをたてながらシンクラヴィアはやはりコンクリートの床に激突。浅く床を陥没させながらもそこで彼女の墜落は終わった。


「いちちチち──」


　だがそこはやはり魔族、肉体強度が人間とは違う。


　普通の人間なら全身骨折でも起こしている筈だが、彼女は難なく自分の上にのしかかってきた瓦礫をはね除けると、その場に立ち上がった。


「ぬかったわネ。まさか端子をばらまく事そのものが囮おとりだったなんテ」


「そういう事！」


　遥か上方──穴の縁からシンクラヴィアを見下ろしながら拓人が叫ぶ。


「ついでに言うとぐるぐる回ってたのは貴女を予定位置に誘い込む為。ちょっと冷や汗かいたけどね！」


「でも貴方の危機には変わりないわよ？」


　言って手を振り上げるシンクラヴィア。


　彼女の武器である振動波は中距離攻撃に最も適している。しかも到達距離は数百メートル──拓人が見える範囲に居る限り何の問題もない。


　だが──


「──えっ!?」


　再び間の抜けた声を漏らすシンクラヴィア。


　彼女の振り上げた腕が──まるですぽんと抜けたマネキンの腕の様に、肘の辺りから離れて飛び、放物線を描いて離れた場所に落ちた。


「な──なっ!?」


　慌てて振り返るシンクラヴィア。


　立ち込める塵煙の中からすらりと白い一線が滑り出てくる。


　それは煙の幕を切り裂く様にしてその全貌を表した。


　凶悪な形をした銃とも剣ともつかない武器。


　そしてそれを保持する眼鏡の少女──


「〈魔力侵奪者〉!?」


　シンクラヴィアの言葉を証するかの様にはらりと白いリボンが床に落ちる。


　するすると音もなく暗い蒼あおに染まってゆくその髪を見てシンクラヴィアは後ずさった。


「だああああああああっ!!」


　起動した〈ワルプルギス〉を片手に鈴すず穂ほが吠えて突っ込んでくる。


　プラズマ・ブレードの描く扇形の残像から飛び退きながら、シンクラヴィアは反射的に残った左手を振った。


　だが──


「──くっ!!」


　何も起きない。


　当然だ。リボンを解いた鈴穂の周囲──最小値では半径六メートル、最大値では半径三十メートルの範囲内では、ありとあらゆる魔力が吸収されて虚無に消える。無論、吸収速度には限界があるので、魔力の強大な上級天使や貴族級の悪魔ならば何とか踏ん張る事もできるだろうが──生半可な魔力しか持たない下級天使や魔族では、数秒で身動きすらできなくなってしまうだろう。


　無論、魔力を放射して使う事などできないし、魔法や魔法具の類たぐいも、ある種の特殊なものを除けば──例えば鈴穂のリボンの様な──全て無効化されてしまう。


　彼女の前では神や魔でさえ人間と同じ非力な存在になってしまうのだ。


　だからこそ彼女は魔物や魔法使いの天敵であり──その能力の発動を示す藍の髪と相まって〈宵ミツド藍ナイトのブル侵ー・奪ヴアン者パイア〉と呼ばれるのだ。


　それどころか──


「ちょっ、ちょっと、ちょっとたんマっ!!」


　悲鳴じみた声を上げながらわたわたと駆け出すシンクラヴィア。


　肉体が──現世に留まる為の『器』が修復できない。それどころか維持できない。


　普段ならば大抵の物理兵器は弾き飛ばすだけの魔力をシンクラヴィアは備えているし、たとえ傷つけられたところで流血するでもなし──実際今彼女が晒さらしている切断面は、確かに肉の色を示して赤いが血は一滴も滲にじんでこない──その気になれば数秒で再構築もできる。


　だが、それが上手く行かない。


　言うまでもなくこれも鈴穂の特殊能力のせいだ。


　魔力が全て栓の抜かれた風呂の湯の如ごとく鈴穂に流れ込んで消えてゆく。指の間から漏れる水の様に、魔力をとどめておく事ができない。普通ならそれでもただ動けなくなる程度だが──『器』が破損している現在、それはシンクラヴィア本体を形成している魔力そのものが削り取られてゆく事を意味した。


　このままでは『核』を残して残らず魔力を奪い取られてしまう。


　そうなれば──再び魔力を蓄えてまともに動けるようになるまで百年はかかる。身動きひとつできない牢獄に囚われる様なものだ。それだけは願い下げにしたかった。


「駄目だねっ！」


　むしろ楽しげに叫んで鈴穂は床を蹴る。


　振り下ろされたプラズマ・ブレードが空気を焼き、床に長大な傷きず痕あとを刻んだ。


「わああっ!?」


　飛び退きながらシンクラヴィアは自分の中の魔力を傷口に集中して薄い膜を形成。何とか大量流出を食い止めるが……それでも体温の如く全身から流れ出してゆく魔力は止めようがない。しかももう一度大きく『器』が損傷すれば、もう今度は魔力の流出を止める事は不可能だろう。


「ひっ──」


　悲鳴じみた声を漏らすシンクラヴィアに、獣じみた表情を浮かべ、唇を舐めながら鈴穂が迫る。


　シンクラヴィアの表情が恐怖に引きつった。


「やめっ、ちょっ、わかっタ、私の負け、負けだかラ──」


「ふふふふふふふふ」


「負けだかラ、投降するから、ネ──」


「残念。アタシは捕虜はとらない主義だっ!!」


　ぶん──と振り下ろされた剣がシンクラヴィアの鼻先をかすめ、ぱちぱちと火花を上げるプラズマが彼女の皮膚をほんのちょっと焦がす。


　だがそれで充分だった。


　腰を抜かしてその場にへたり込むシンクラヴィア。


「ひ──ひい……」


「ははははははははははは！」


　高々と哄こう笑しようし、最早どっちが魔物かわからない形ぎよう相そうで問答無用の切り裂き機械リツピングマシンと化した鈴穂は剣を振り上げる。


　ぶん──と音をたてて〈ワルプルギス〉がその剣身の輝きを失った。


　ワンチャージおよそ六十秒。その効果時間が過ぎたのだ。


　好機、とシンクラヴィアは身を起こすが──


　鈴穂の手が精密機械の様に動いてスカートのポケットから新しい爆縮型発電カートリッジを取り出すと、空になったカートリッジを〈ワルプルギス〉から排出、瞬またたく間に再装塡リロードを終えた。


　更にスイッチを押し込んで再起動。


　再び鈍い音を立てて光を帯び始めた〈ワルプルギス〉を鈴穂は振り上げる。


「ふふふ。一度こいつで思いっきり誰かをぶった斬ってみたかったんだよなあ──」


「ひいいいいいいっ!?」


　今度こそはっきりと悲鳴を上げながらシンクラヴィアはぶんぶんと〈ワルプルギス〉を振り回す鈴穂から四つんばいで逃げ始めた。







＊







　そして拓人はというと──いつまでも鈴穂達を見てはいなかった。


　狂戦士化した（というか何というか）鈴穂を見届けると、拓人はすぐさまタナロットの封印のところへと駆け寄った。


　先鋒の者がまず突っ込んで戦力を分断、隠し球として待機していた主力が個別撃破を狙う──という作戦は、タナロットの捜査中に合流したエーネウスの発案だ。それぞれに誰を配するかという事でしばし拓人達は悩んだが、結局、明確に対神魔戦能力に特化している鈴穂を主力とする事になった。


　先に彼女が突入し〈宵ミツド藍ナイトのブル侵ー・奪ヴアン者パイア〉の力でタナロットを封じ込めている封縛陣を無効化するという案も出たが──これはエーネウスに却下された。封縛陣は大抵がその内に封じる対象の魔力を使い、空間ごと内向きに自己閉鎖する魔法陣である。この場合、魔法陣の魔力供給源である封印対象は別空間に隔かく離りされている為に、鈴穂の能力は届かないのだ。


　やはり魔法陣の解除は魔法使いである拓人がやるしかない。


　かといって拓人と鈴穂では手て練だれ二人の連携攻撃を捌さばききれないだろう。


　そういう訳でミヤビにエーネウス、シンクラヴィアには鈴穂をぶつけ、拓人はタナロットの救出に専念する事になった訳だが──


「タナロット──！」


「タ……クト……」


　封縛陣は益々力を増しているらしい。


　タナロットの残留魔力がどの程度のものかわからないが──物凄い勢いと光量で魔法陣が明滅している事からして、恐らく完全閉鎖まであと五分もないだろう。封印終了後でも封印そのものを破壊する事は理論上可能だが……果たして魔力値十万という途方もない力で結合した封印を人間の手で解けるかどうかは疑問だ。通常の封印でさえそれを解くには相応の手順──儀式の積み重ねが必要とされる。タナロットの場合、封印解除まで果たしてどれだけの時間がかかるだろうか──想像もつかない。


　一年ならいい。十年でも持てる。


　しかし百年なら、あるいは千年なら──もうどうしようもない。それは永えい劫ごうに等しい別れだ。生きても百年、魔道を駆使してもせいぜいが数百年余りの命しかもてない人間の身では、それは死別するに等しいではないか。


　だから──


「今助ける！　助けるから──」
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　叫びながらも拓人は持ち出してきた魔法具の中から分析用人造高精度霊眼を組み込んだゴーグルを装着する。保持用のベルトの長さを調節するのももどかしく即座に起動させると、拓人の視界の中に複雑な魔法陣の構造が解析されて提示された。


　無論、拓人自身も霊視はできるのだが、今はその為に魔力や集中力を割く余裕はない。まして魔法陣解体という精密作業ともなれば、〈学園〉謹製の魔法具に頼った方が信頼性が高かった。


　しかし──


「──くそ」


　思わず毒づいてしまう。そこに見えたのは想った以上の代物だった。


　やはり神や魔の手になる魔法陣──その複雑さと頑強さは人間のそれを上回る。何処から手を付ければいいのか、思わず途方に暮れそうになった。


　とはいえ……元々魔力を収束、あるいは変質させて使う技術は人間が生み出したものだ。魔族も神族もそれを応用しているに過ぎない。これを解体する事は人間の手でも充分に可能な筈だった。


　拓人は更に素早く魔法陣を描く。


「我が名と技を背に我は行使す。我はハセガワタクト。超常なりし法と理ことわりの使い手なり。勤勉なる妖精よ。いざ顕あらわれて我が職を助けよ！」


　魔法起動。


　空中で明滅する魔法陣からわらわらと湧き出てきたのは、三頭身ほどの、ひどくディティールが単純化された小さな人型だった。身長はおよそ十五センチほど。円筒形の胴体にやはり円筒形の手足と頭部が附属しており、頭部にはまるで『丸描いてポン』と歌いたくなる様な単純明快な目鼻が描かれている。


　だがその小さな人型十体は、ぽとぽとと地面に落ちるとすぐさま起き上がり、わきわきと手足を動かして魔法陣に群がり始めた。


　召喚魔法に見えるが──これは違う。


　これは拓人が魔法で創り出した疑似精霊である。


　無論、これらに本物の精霊の様な魂こん魄ぱくはおろか、明確な自我意識はない。言ってみればマジックハンドと大差ないのである。しかしこの人型達は亜空間経由の魔法回路で拓人の意識に接続され、拓人の手足と同様に動き回り、彼の作業を助けてくれる。


　人型達は何やら魔法陣に取り付いてちょこまかとその手を動かしているが──


「くそ──なかなか──複雑──」


　呟く拓人の額を一筋の汗が滑り落ちる。


　そもそも──この魔法陣は巨大なタナロットの魔力を制御しているのだ。


　下手に途中で解除すれば取り込んでからタナロットに向けて折り返す途中の魔力が溢あふれ出てきて、拓人など一瞬で吹っ飛ばされてしまうだろう。人型達の動きはそれなりにユーモラスだが、作業そのものは実は命がけだった。


「タクト……」


「黙ってて──気が散るよ」


「無理である……それに危険である……タクト……下手をすると死んでしまう……」


「だから黙って。危ないんだから」


「タクト……我は世界の均衡を崩すものなのだそうだ──」


「…………」


　集中している拓人は返事をしなくなった。


　しかしタナロットはそのまま言葉を続ける。


「我が存在すればタクトやスズホを殺してしまうかもしれないのである……」


　タナロットは拓人にミヤビやシンクラヴィアから聞かされた話をそのまま告げた。


〈始源的神魔創造者〉。


　世界の天秤。


　神と魔の均衡。


　神を産み魔を産む者。


　そして──不滅の神さえをも殺し得る者。


「…………」


　やはり拓人の返事はない。


　タナロットはひどく憔悴した表情で言葉を続けた。


「我は……存在だけでタクトの望まぬ事をしてしまうかもしれない──だからもういいのである。タクトはその力を二度と使わないと誓えば、あるいは死を免まぬがれるかもしれないのである。故にこそ今タクトがすべきは我を解き放つ事ではなく──」


　世界の均衡を取り戻すべくタナロットを『消ころす』事──


「ああもう──うるさいっ!!」


　拓人はゴーグルをむしり取って叫んだ。


「その話が本当なら──生まれたばっかの赤ん坊の癖して、知った風な事言うなっ!!」


　叫ぶ拓人を──タナロットは驚いて眼を瞬またたかせながら見つめた。


「人間様を甘く見るなっ！　神様みたいに、悪魔みたいに万能でも強きよう靱じんでもないけどな、僕らは成長する！　進化する！　時間さえあれば間違いを悔い改めて、よりよい方向を探して前に進める！　死にさえしなければ、時間が一秒でも残ってれば、僕らはまだ諦める必要なんかない！　バランスがとれないってんなら、もう一柱、神様だろうが悪魔だろうが僕が創る！　それが無理でも何か方法を考える！　佐久間先輩だって教授達だって鈴穂だって協力してくれる！　時間さえ──明日さえ、未来さえ放棄しなければ、人間様は何だってできるようになるんだ!!」


「…………」


「だから──」


　そこまで言って──


「──!!」


　タナロットが封印の中で絶句する。


　拓人がまるで蹴り上げられた猫の様に、いきなり空中に舞ったからだ。


「タクトっ!!」


　どさりと床に落ちる拓人。積もっていた粉塵が彼を包み込むかの様に舞い上がった。


　そして──


「危ないところだったわね」


　拓人を蹴り飛ばした格好のままミヤビが言った。


　見れば──彼女の遥か後方には地に伏したエーネウスの姿も見える。


　どうやら戦いはミヤビの勝利に終わったらしい。もっともミヤビはミヤビで相当に消耗している様で、その巫女服は既にぼろぼろ、その白銀と漆黒の毛並みも埃まみれ、そしてその表情にも色濃い苦痛と疲労の翳かげりが見える。


「タクト……!!　貴様──」


　封印の中でタナロットが叫ぶが、ミヤビは全く動じない。


　彼女はすたすたと地に伏せた拓人の側に歩み寄ると、そのまま彼の襟首を摑んで引き上げた。


「ごめんなさいね──聞いたとおり、貴方に恨うらみはないの。貴方は別に悪くもないの。むごい事をしているというのも自覚しているわ。でも世界の安全の為には貴方は存在していてはならないのよ」


「……神や魔を殺せる能力……を……持っているから……？」


　蚊の鳴く様な声で拓人は言った。


「そうね……」


　頷うなずくミヤビ。


「確かに貴方が二度とその力を使わないとわかっていればここまでする必要はないでしょう。でもね、我々はそんなに人間を信用はしていないのよ。


　人間は駄目とわかっていても同じ過ちを繰り返す生き物だもの。貴方がその例外である保証なんか何処にもない。どういうものであれ、能力があるのならば、それをまた使いたくなるのはむしろ人間としては自然な心の動きよ。


　それにね──たとえ貴方が使おうと想わなくても、神を創り、あるいは滅ぼす能力が在るとわかれば、それを利用しようとする人間は必ず現れる。だから安全の為には貴方をそのまま生かしておく事はできないのよ」


「一つ……教えて欲しい……」


　ミヤビの言葉を聞いているのかいないのか──拓人は譫うわ言ごとの様に力のない口調で言った。


「覚悟を決めた？　ならそれに免じて何でも答えてあげるわ」


「そもそも……タナロットを呼び出した際の……召喚魔法が失敗したのは……」


「無論、貴方の特異能力が召喚魔法と呼応したからよ。召喚魔法の基礎は知っているでしょう？　貴方は召喚魔法の際に『器』を創るだけではなくて、その中身まで創ってしまった。その負荷に耐えかねて魔法陣が崩壊したのよ」


「なるほど……じゃあもし召喚魔法の……逆転式を……使い魔との契約解除の際に使う還元魔法を使ったら……」


「確証はないけど、神をも殺せるかも──」


　そこまで言ってミヤビは気付いた。


　自分の周囲でちょこまかと動いているディティールに乏しい人型達──


「貴方っ!?」


「後は起動呪文──唱えるだけだよ」


　口の端から血を垂らしながらもにやりと拓人は笑って見せた。


「貴方は──」


「歴史上初めて『死んだ』神族になってみる……？」


「正気なのっ!?」


　静せい謐ひつで怜れい悧りな美貌を恐怖と困惑に歪めてミヤビが言った。


「私を殺すというだけの事では済まないのよ!?　ただでさえこの子タナロツトのせいで不安定なのに、これ以上世界の均衡を──」


「自分が死ぬかもしれないって時に世界の命運も何もないだろ」


　拓人はミヤビに繰り下げられたまま、しかし首を動かして真正面から彼女の顔を見据えた。そこにはただ善人だけが特徴の、平凡な少年の貌かおはない。ある種の覚悟を決めた者特有の、晴れやかだが見る者の心を底冷えさせる様な表情が浮かんでいた。


「…………」


「生き延びたらその時考えるよ。じゃあさよなら──」


　言って拓人は右手を挙げ──


　どさりと彼は床に落とされた。


　身体全体が軋きしむかの様な痛みを堪こらえ、身を起こす拓人。


　見上げると──溜息をつきながらミヤビが両手を挙げていた。


「私の負け。さすがは『神魔の生せい殺さつ与よ奪だつの力を持つ者』よね──参ったわ」


　拓人はゆっくりと床の上を這はって後退し、タナロットを封じる魔法陣へと近付く。


　とりあえずミヤビを牽制する事には成功したが、ここで油断する訳にもいかない。油断して背中を見せれば次の瞬間にはミヤビは今度こそ一撃で拓人の首をへし折ってくるかもしれないのだ。


　だが今、疑似精霊達を解体作業に戻せば、ミヤビは還元魔法の陣を壊して再び襲い掛かってくる可能性がある。


　かといってこのまま放っておいてもタナロットは完全に封じられてしまうだろう。


　残されている時間は余りない。


　どうするべきか。


　焦りながらも必死に考える拓人。


　そこへ──


「おや。もう終わってたか」


　ひどく気楽な口調の声がしたかと思うと、タナロットを封じていた魔法陣は瞬く間に解体されて消滅してしまった。


「せ──先輩っ!?」


「うい」


　何い時つの間に来ていたのか──壁際にのんびりと立ちながら榮太郎は片手を挙げて笑った。


「地獄から帰ってきたぜ」


　妙なポーズをとりながらそう言う榮太郎。


「は──はあ」


　若干毒気を抜かれた調子で拓人はそう応じた。


「タクト!!」


　タナロットがそう叫んで、拓人に飛びつく。彼はよろけながらも何とか堪え──そしてぽんぽんとタナロットの頭を撫でるように叩いた。


「……んみゅ」


　猫の子の様に嬉しそうに──タナロットは拓人の胸に頰擦りする。


　そして──


「騎兵隊も到着したよーだねえ」


　榮太郎の言葉と同時に──ビルの壁が吹っ飛んだ。


　指向性爆破の呪文で壁を除去、ビルのフロアにどかどかと慌ただしく足音を響かせて突入してきたのは、やけに厳いかつい輪郭を持つ四本脚の物体であった。


　戦闘用重機動ゴーレム部隊である。


　対神魔戦闘用装備の複層ミスリル装甲に加え、呪化ライフリング式対神魔機関銃、六連式極小結界発射筒、量産型魔剣等を装備した、完全武装状態である。


　ゴーレム達はじゃらじゃらと儀式済魔装弾の弾帯を鳴らしながらビルのフロアに展開し、そこで一糸乱れぬ動きで静止。


　さらに破壊された壁の向こうから、〈ワルプルギス〉に似た剣を提さげて顕あらわれたのは……何のつもりか、これまたどこぞの特殊部隊の様に、都市迷彩の服の上から、呪符ポーチ付きのベストを羽織った寒さ河が江み教授だった。


「む──？」


　寒河江教授は辺りを見回し──


「もう終わった後か？　つまらん──」


　とのたまった。


「遅いですよ、教授」


　エーネウスが榮太郎に助けられて身を起こしながら言う。


「いや、これでも急いでやってきたのだがな。さすがに完全武装を持ち出すのに手間取ってしまった」


「ありがとうございました」


　拓人が微笑を浮かべながら言う。


「嬉しいです」


「そうかね。まあ無事とは言わぬまでも生きていて何より」


　拓人に苦笑を送ってそう言う教授。


「ところで拓人──」


　榮太郎がふと思い付いたかの様に声を掛ける。


「本当にその白虎のお嬢さんを『殺す』つもりだったのか？」


「まさか」


　拓人はそう言って──啞あ然ぜんとするミヤビに一瞬視線を向けてから笑った。


「そもそもあんな短い時間で召喚魔法の逆転式なんて描けませんよ。起動呪文だって一瞬で唱えられる訳でもなし。ハッタリです、ハッタリ」


「…………！」


　ゴーレム達に機関銃を突きつけられたまま、ミヤビが目を見張る。


　そして──次の瞬間、彼女は苦笑を浮かべて言った。


「はは。負けたわ。大した子」


　そう言いながら更にミヤビは笑う。その表情は何処か楽しげだった。


　任務として拓人を殺しには来たが、やはりその行為そのものを楽しんでいる訳でも喜んでいる訳でもなかったのだろう。むしろ彼女は拓人を殺せなかった事を悔やむより、殺さずに済んだ事に、素直にほっとしている様だった。


「僕はこれ以上、必要もなく神や魔を作るつもりもありませんし、ましてや殺すつもりもありません。こんな言葉だけでは安心はできないかもしれませんけど、できれば信じて欲しいです」


「…………それは残念ながら私が決める事じゃないのよ」


　ミヤビはそう言って肩を竦すくめる。


　その時──


「……わははははははははははははははは！」


「……ひいいいいいいいいいいいいいっ!!」


　ふと一同の眼が床の一部に開いた大穴に向く。


　そこから何やら悲鳴と──そして狂気じみた調子の笑い声が聞こえてくる。それも何やら大きくなってきている様で──


「……………あ」


　拓人が顔色を変える。


　鈴穂はまだやっていたらしい。恐らく〈ワルプルギス〉を振り回してあっちこっち滅多切りにしながらシンクラヴィアを追い回しているのだ。


　でもって。


　このビルのあちこちはシンクラヴィアの魔力で柱やら壁やらに幾つも穴が空いている。


　更に戦闘用重機動ゴーレム部隊も、壁を破っての登場だ。


　付け加えるなら、元々此こ処こは廃ビルな訳で。


「助けてえええええっ!?」


　下の階から跳んで天井の穴にしがみついたのか──必死の表情でシンクラヴィアが穴から拓人達の居る階に這い上がってくる。


「ちょっと待って、鈴穂──」


　びしりと床に走る斬撃線。


　鈴穂が下の階で〈ワルプルギス〉をふるったのだろう。


　それが……決定打となった。


「いかん魔法を──」


　叫びかけてしかし、教授の傀儡人形サイコパペツトは、あっけなくゴーレム達と共にばたりと倒れた。


　言うまでもない。鈴穂が近付いたからだ。


　そして。


「わああああああああああああああああああああっ!?」


　次の瞬間。


　悲鳴を上げる拓人と、シンクラヴィアと──それからその他諸々の連中を飲み込んで老朽化していたビルは一気に崩壊した。








第六章　とりあえずなんとかなったみたいです。












　変わらない日常。


　だが変わらない様に見えて──しかし少しずつ変わってゆく。


　例えばそれは植物の生長の様なものだ。じりじりと、肉眼には静止している様にも見えながらも芽は土を割って顔を出し、茎は伸び、蕾つぼみは膨らんでゆく。


　恐らくは人間も同じだ。


　一日の積み重ね。一年の積み重ね。あるいは世紀の積み重ね。そして千年の積み重ね。


　そんな中で人はやはり変わってゆく。


　だから──


「──羽は瀬せ川がわ君！」


　いつもの通学路。


　そこに双ふた葉ばと葉は月づきは見慣れた友人の後ろ姿を発見した。


　羽瀬川拓たく人とである。


　歩いていた彼はいつもと変わらない人の善よさそうな──優しい微笑をその平凡な顔に湛たたえて二人を振り返る。


　思わず──本当に半ば無意識の内に──駆け寄った双葉は、そこではたと立ち止まり、記憶の中と寸分違わない筈の拓人の顔を、まじまじと眺めた。


「な……なに？」


　何ど処こか照れた様に聞いてくる拓人。


「単に見み惚とれてるだけ──」


　言った葉月の顔面を、裏拳気味に振り回された鞄が直撃する。角度にしておよそ十五度程傾いてから、葉月は持ち直し、高校生とは思えない様な厳つい首を振った。


「暴力反対」


「なんだか随分久しぶりに会った様な気がして」


　双子の弟の訴えは無視し──双葉が少し頰を赤らめながら言う。


「そ……そうかな？」


　何故か少し焦あせった様な表情を浮かべる拓人。それは単に照れているだけなのかもしれないが。


「何かあった？」


「何かって──何が？」


「うーん……」


　双葉は一瞬首を傾げてから言った。


「何だかちょっと雰囲気が変わったみたい。すごく──なんて言うのかな、自然な感じ」


「前は不自然だったのか……」


「そういう訳じゃないけど」


　慌てて言い添える双葉。


「余裕が出てきたっていうか。そんな雰囲気。悪くないと想うよ？」


「自覚はないんだけどね……でも、ありがとう」


　言って笑顔で応える拓人。


　そして三人はいつも通りに他愛ない会話を交わしながら通学路を歩き始めた。







＊







「──で。神界と魔界は相変わらず沈黙したままですか」


　学長室のソファに座りながら榮えい太た郎ろうは言った。


「知らぬ存ぜぬを決め込むつもりの様だな。確かに例の二人組を送り込んだ事は重大な条約違反だ。『なかった事』として無視するしかなかろう。まして、彼等にしてみれば神や魔を殺せる人間が存在するなどという事を公に認める訳にもいかんだろう」


　後ろ手に腕を組んで相変わらず窓の外を眺めたまま、〈学長〉は言った。


　その姿にはやはり詳しよう細さいというものが見えない。逆光の中で男性らしい輪郭が見えるだけで個人を特定できる容姿として結像しないのだ。まるで一神教の神には固有名詞がないかの様に──


「それはそうですな」


　言って肩を竦すくめてみせる榮太郎。


「あとは──何やら魔族の第二軍辺りで大きな人事異動が起こったらしい」


「ああ、アガリアレプトの率いている軍ですね」


「何でも幹部級の悪魔二柱が深刻なダメージを負い、他にも軍の八割が稼か働どう不能に陥おちいっているそうだ。神界にも救援魔力の送付を要求しているらしい」


「ははあ」


　それを聞く榮太郎の表情はひたすらに気楽だ。


　だが──


「…………サクマエイタロウ」


「うい？」


「君は──いや、貴方は何を考えている？」


　詰きつ問もんの鋭さはない。むしろそこにはふとした思い付きを尋ねる気楽さが漂ただよっていた。


　榮太郎は一瞬表情を皮肉げに歪ゆがめた。


「なんというか……神や魔は死なないってのは、つまり死にたくても死ねないって事なんですよね。死ぬ事は──『自殺』も含めて──実は神にも魔にも許されていない人間だけの特権なんですよ」


　後頭部を搔きながら榮太郎は飄ひよう々ひようとした口調で言った。


「…………」


「〈始源的神魔創造者〉──その存在は確かに世界の脅きよう威いなのかもしれませんがね。考えようによっては、その能力が神や魔を解放してくれるかもしれない。この退屈な世界を支える為の責務から。有史以来初めて──神や魔は死ぬ自由というのを獲得するかもしれないのですよ」


「世界のバランスはどうなる？」


　やはりその考えを責めるかの様な口調はない。ひたすら淡々としたその問いにはまるで明日の天気を尋ねるかの様な響きが在った。


「天秤だというのなら、奇くしくも拓人が言った様に、数さえ合わせておけばいい。生み出す事も殺し去る事も自由なのなら──己の存在に倦うんだ神や魔にとって拓人はまさしく救世主という事になる」


「…………あまり賛同しかねる考え方だな」


「他人に強制しようとは思いませんよ」


　そう言って肩を竦める榮太郎。


「貴方は──滅びたいのか？」


「…………」


　榮太郎は曖あい昧まいな笑みを浮かべる。


「まあ今はまだ──人間の皮を被ってるのも、それなりに楽しいですし」


「……そうか」


「貴方はどうなんです？」


　何処か挑み掛かるかの様な問い。


　嘲あざける様な。憐あわれむ様な。そしてあるいは哀しむかの様な。


　魂と願望の交換取引を提案する悪魔の如く。


　あるいは二千年の昔──荒野で修行する一人の青年を誘惑しようとした悪魔の如く。


「──ふむ？」


「神としての永遠ではなく、人としての死を望む事はないですか？」


　一瞬の間が在ったのは──〈学長〉ですらも逡しゆん巡じゆんを覚えるという事の証拠なのかもしれない。しかし実際にその口から出た返答は常と変わらぬ静せい謐ひつさを湛えていた。


「さて。まだその気にはならないな」


「左様で」


　へらへらと笑いながら榮太郎は肩を竦めた。
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　いつも通りの鐘の音が頭上で響き渡る。


　授業前に設けられた十分間のホームルームが始まる。


　もっともわずか十分の間に何か大掛かりな事ができる訳でもなし、かといって細かな連絡事項がそうそう毎日ある訳でもなし……大抵は担任教師の雑談でこの時間は終わる。生徒達も心得たもので──ぼそぼそと初老の教師が自分の若い頃の話を繰り返しているのを横目に、昨日のテレビ番組の感想や、流行の漫画といった適当な話題についてひそひそと言葉を交わし時間を潰つぶすのが常だ。


　だが──


「えー。転校生を紹介する」


　その日、教室に入ってきた教師から開口一番に出た台詞は普段のそれとかなり違った。


　生徒達の間にざわめきが広がる。彼等は互いに顔を見合わせてこの異例の出来事について率直な感想をひそひそと囁ささやき合った。


　そして──


「入りなさい」


　教師に促されて小柄な人影が入ってくる。


　それは『転校生』の言葉から連想されるイメージを見事に超越していた。


　愛らしい少女である──まあそれはともかくとして、褐色の膚はだというのは生徒達の想像の外であった。どう見ても日本人ではない。いや──日本に帰化している可能性もあるが、何にしてもごく一般的な日本民族の外見ではない。膚の色だけならよく日焼けしているだけという可能性も在るのだが……髪の毛も燃える様な赤毛となればもうこれは一般的な認識としては『外国人』である。もう少し色味が濃ければ文字通りに『真っ赤』にさえ見えたかもしれない。


　しかも性格が滲にじみ出てくる様な顔立ちは愛らしいの一語に尽きる。このクラスに連れてこられているからには年齢は生徒達と同じ十七かそれ以上の筈だが、その表情にはまるで幼子の様な純真無む垢くな雰囲気があるのだ。


　生徒達のざわめきがやや濃度を増す。


『留学生』『外国人』『エスニック』『可愛い』などといった率直な感想の言葉が飛び交う中──咳払いを一つして教師は言葉を続けた。


「留学生の、えー」


　遠視用眼鏡をぐりぐりと動かして手渡された書類を読もうとする教師を制し、少女はにこやかに言った。


「タナロット・アンサーティンである。皆の者。よろしくするのである」


　どうも尊大な物言いだが──まあ外国人という事でさして不快に思った者は居なかったようだ。むしろその達者な発音に感心している者の方が多かっただろう。


　更に駄目押しをする様に少女はぺこりと頭を下げる。その飾り気のない率直な仕草が妙に可愛らしく──教室の男子生徒達はその多くが心拍数が上がるのを感じた。


　ただ──


「…………」


　そんな教室の中で一人──拓人だけは淡い苦笑を浮かべて静かにその少女を眺めていた。


　ちらりと少女と視線が合う。


　拓人は苦笑を深め──少女はニカっと白い歯を見せて笑った。


「さて──アンサーティン君の席だが」


　教師が教室を見回しながら呟つぶやく様に言う。この教室には特定の生徒に割り当てられる事もないままに余っている席が三つほどある。その何処かにタナロットを座らせようというのだろうが──


「我の席は決まっている」


　当然──といった表情でタナロットが言った。


「タクトの所である」


「…………あちゃあ」


　拓人は思わず頭を抱えた。


「羽瀬川の知り合いかっ!?」


　一同の視線が集中する中を、とことこと歩いてきたタナロットは何ら躊躇とまどう事なく拓人の席まで歩いてきて──


「…………っ!!」


　教室中が一瞬、息を呑む。


　あろう事か、タナロットは何の躊躇いもなく拓人の膝の上に座ってのけたのである。


「タクト♪」


　周囲の驚愕と奇異と──まあ諸々の視線にも何ら憶する事なくタナロットはにこにこと笑って拓人の胸にしがみつく。


　だが次の瞬間……


　轟音──という程ではないものの、扉をぶっ飛ばしそうな音と共にいきなり教室内へ一つの影が突入してきて、タナロットの後頭部をぶん殴った。


「みゅっ!?」


「──!?」


　呆ぼう然ぜんとその様子を見守る教師や生徒一同。





[image: ]


　影──丸眼鏡を掛け長い三つ編みにリボンを付けたその少女は、スケッチブックの様なものを手に、何かを思い詰めたかの様な真っ赤な顔ではしばしとタナロットを叩き、それからその身体に手を掛けて無理矢理拓人から引き剝はがした。


　不満げな表情を浮かべるタナロットに少女はスケッチブックを開いてささっと何かを書き付けた。


『外でベタベタしない！　タクちゃんにも言われたでしょ？』


「みゅう──」


　特に後半の記載が効いたのか、タナロットは不満そうにはしつつも、拓人の膝の上から降りる。眼鏡の少女はそれでも尚、タナロットを睨にらみ付けていたが──ふと自分達に集中する視線に気付いたらしく、いきなり憑つき物が落ちたかの様に気弱げな表情を浮かべてノートを取り出すと、ささっとそこに文字を記した。


『じゃ、私はこれで』


　赤面しつつそう示し、そそくさとその少女は教室から出て行った。


「なんだありゃ？」


　生徒の誰かが一同の疑問を代弁する。


　その一語を皮切りに静まりかえっていた教室に再びざわめきが沸き上がり始めた。


「見ない顔だな」


「でもうちの制服着てたわよ」


「あれも転校生か？」


「羽瀬川の関係者か？」


　一同の視線が自然と拓人とタナロットに集中する。


「え……ええと……」


　一同の好奇を──そして一部男子生徒からは嫉しつ妬とを──たっぷり含んだ視線を浴びながら、さてどう言い訳したものかと考える拓人。


　これからまたややこしい事になりそうな予感はあった。


　だが、まあそれはそれだ。


　諦めてしまわなければ大抵の事は何とでもなる。


　そのために人は変わる。その為に人は変われるのだから。


　変わりゆく人間と。


　変われぬ神魔と。


　彼等の物語は──まだ始まったばかりだった。







まじしゃんず・あかでみいII　聖母抹殺!?　完








あとがき












　……という訳で。


　どうも、[image: ]です。





　このあとがきを読者の方が見てくださっているという事は、『まじしゃんず・あかでみいII　聖母抹殺!?』も、なんとか発売されているよーです。いやはや連続刊行なんて不可能だと想っておりましたが。人間、不可能に見えてもやれば何とかなるものなのですね……（そうか？）。


　まあ、私生活上ではぽつぽつとその弊へい害がいが出たりしておりますが。まあこれは自じ業ごう自じ得とく。





　手を抜くつもりなんぞは毛頭ないのですが、もっと勢いに任せてささっと書くつもりが、変に悩んだりとかしたのは一巻と同じです。


　その分、読者の方々が面白いと想ってくだされば良いのですが。





　ちなみに言うまでもない事ですが、作品中の魔法や神、悪魔といったものの表記、名前、各種設定などは、既存のオカルト的常識（なにそれ？）とかそーゆーもんをベースにしておりますが、ほとんどは[image: ]の都合の良い創作が混入しております。


「この物語はフィクションです。実在の人物・団体・神様・悪魔・魔法・ゲーム・イラストレーター、イベントとは一切関係ございません」とゆーのがお互いの平和の為のお約束です。ええもう本当に。


　大人って汚きたなくて素敵……





　しかし真面目な話、神様とか悪魔とかってのは、本当に文化的な背景と密接に絡からんでいたりするので、真面目に調べて全ての知識と整合性をとろうとすると、すぐに破は綻たんします。まあこれは歴史的な原因が当然ある訳で、例えば征服民族が被征服民族の神様を解釈上悪魔にしちゃうなんてのは別に珍しくない話。だから同じ神様、悪魔でも地方や時代によってその性格や立場が変わっちゃう訳ですね。


　結局、神様とか悪魔の在り方を支配してるのは人間の一般常識（は？）や集合的無意識（なにそれ？）だったりするのではないかとふと想ったり。





　某有名ゲームでは「円卓の騎士」とかがいきなり召喚魔法で召喚されたりしてますが、案外、何百年か後にはここらも神様とか精霊扱いされてるかもしれませんねえ（さすがに悪魔扱いはされないだろうけど）。


　という事は私達が今、神話を作ってるのですよ。わお。





　余談ですが──あのゲーム、そのうち新撰組とかも召喚獣扱いで召喚しかねないよなあ、とか密かに期待している私。精霊戦士・土ひじ方かた、とか幽鬼剣士・沖おき田た、とか。きっと美少女召喚士がそれぞれを召喚して戦わせたりする訳ですね。でもって守護剣士様とラブラブ（死語・腐敗中）。


　あ──なかなか面白そうだ（笑）。


　つーか新撰組ネタは既にライトノベルの領域で扱ってる例を二、三知ってますし、熱心なファンが多いらしいので、さすがの私も迂う闊かつな真似はしませんけども。





　更に余談。


　ちなみにこれは友人から聞いた話ですが、悪魔崇拝ってのにも色々ありまして。


　どこぞの国には『世界一清せい廉れん潔けつ白ぱくなルシファー信仰』ってのもあるそうです。


　これ、どういう理屈かと申しますと──


「悪徳とは我等の崇すう敬けいするルシファー様の専門領域である。だから我々はルシファー様の専門領域に立ち入る様な恐れ多い事はせず、できるだけ清廉潔白に生きて行かねばならんのだ」


　──とかいう教義になってるとか。


　そうか、そうきたか。


　かなり強引な論理展開が素敵です。というかそれならそれで他に幾らでも信仰するもんあるだろうに、とか想う私。


　ルシファー本人（本柱？）が聞いたらどう想うやら。


　案外、宗教の世界でも教義のオリジナリティとかで信者の数が決まったりするんでしょうか。それはそれで面白いけど。





　でもなんか魔王信仰の人々が、箒ほうき持って道路掃除とか、お年寄りの横断歩道渡るのを手助けとかしてたりする場面って、それはそれで心温まる情景の様な気がしたりしなかったり。萌もえ～（←激しく用法が違います）。





　そうそう。


　ルシファーで想い出しましたが、作中で「サマエル」は魔王、という表記が在りますが、これは「ルシファーと同一視される事もある」という説を逆手に取って、「実はかつてルシファーと同格の魔王の一人」という設定にしてあります。能力的にルシファーと同格、でも立場的（役職的）にはルシファーの方が上、といった感じで。





　まあつらつらと雑談を書き連ねたりしてきましたが……





　結局の所、問題は作品の中身。当たり前ですが。


　でも大丈夫。


　ＢＬＡＤＥ氏の絵は買う価値充分ですって（激しく他力本願）。


　小説そのものは私がいくら「面白いぜ」と断言しても自画自賛ではしょーがないので、ポリシーとして何も言いませんが、挿絵はいくらでも褒ほめるぞ（笑）。


　真面目な話……やはりこの手の小説はビジュアルの比重がやたらめったら大きいので、良い絵がつけば作品としての魅力は何倍にも跳ね上がったりします。特に新規に始めるシリーズともなれば表紙のインパクトは下手すりゃ文章屋のひねり出したタイトルなんぞよりも大きい事が多々ある訳で、そのシリーズそのものの浮沈がかかっていたりもするのですな。


　そういう意味では今回も良い絵師さんと組ませていただいて私は幸せ者でありますよ。可愛い女の子達は言うに及ばず、メカや衣装デザインに関しても素晴らしい！


　うっかりすると自分で書いてる小説のキャラだって事忘れて萌えてしまいそうでとてもヤバいです（笑）。





　まあそれはともかく。


　願わくば本書が読者の方々の貴重な時間と、手間と、そして払われた対価に見合うものである事を。





　ではでは。


　三巻もやらせて貰える様、この「まじしゃんず・あかでみい」がきちんと売れてくれる事を祈りつつ──読者の皆様ご機嫌よう！





二〇〇三／一／二七


ＢＧＭ：なし


ＭＡＣＨＩＮＥ：自作機（ペンティアムIII８００Ｍｈｚ・ＲＡＭ５１２ＭＢ）
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Ichiro Sakaki


第九回富士見ファンタジア長編小説大賞準入選。受賞作『ドラゴンズ・ウィル』でデビュー。『スクラップド・プリンセス』『ストレイト・ジャケット』（富士見ファンタジア文庫）、『ストラグルフィールド』（ファミ通文庫）などいくつものシリーズを持つ人気作家。


http://www.ugougo.net/





ＢＬＡＤＥ


BLADE


東京のはずれに生息するマンガ家兼イラストレーター。永遠の夢狩人兼チャムラヴューンを自称する、自他ともに認める「チャム」好き。今回のお仕事では、[image: ]先生と趣味全開？　がっぷり四つで強力タッグ結成。





まじしゃんず・あかでみいII


聖せい母ぼ抹まつ殺さつ!?





著者　[image: ]さかき　一郎いちろう
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